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第 I 章 型 枠 般 論

( 1 ) 型 枠 の 目 的

コ ンク リ ート 構法 物 に 所 要 の形肱 寸法 を ｾｗ へ 、 コ ンク リー ト の 材 質 を 完成 せし め る 常 に

は担 枠をmひなければならぬ。

ｪ 日伴 はコンク リ ー ト に按附す る イ サオ 、 》く は調 ｩ ｾ の Ｎｴｬ ｾ Ｚ 板と之 ｻｦ ｾ耕するに 川 ひる 、 Ｗ ｝ＧＨ Ｍ Ｋ 、 ヨ ｅ
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i直の材とから成る型枠と、兇 tこ塑枠{ t > 所定の位置に設置する 1誌の支杭、1I -¥JtL 斜柱、貰、

紫材等ーから成るもので、型枠は女型 とし て製作直後の流動睡であるコンク リート を此の中

に流し込み 、 コンクリートが化運製作用を大韓完了する期間即ち、凝結を終り或る程度まで

硬化す る期間の養生としてこれをmひるのである。

即 ち型枠は上記の如 〈流動躍であるコンク リー トの女型として又養生として j村ひられコ

ン リートが所要の形燃寸法を形成し 、且つ化埋葬的材質を完成して柿逃的使命を果す事にな

るのである。

C2J  型 枠 の 重 要 性

(  I  )  女型 として の重要'1主 型枠は所要のjl手放寸法のコンクリートを形成する役 11

がある 。 従って型枠の形欣寸法を粗略にしてイ注目安なものとし＿こり、寸法伝説る時は 、 ｊｌｾ

成せられ? こコンク リー トの形蹴寸法が所要のものと狂ひが生じ 、: J ' I i " 角理論的設討をなされ

に構造物に構造上の危険を生す・るのみならす¥ 技術上形欣の完全なものが得 られな L 、。

x. 11l X 枠の楠遣を粗略にする時は、 fことへ形拡寸法を設計通り正確にするも、流動l主のコ

ンクリートを流 し込む鴛に その豆量又はｾ力の常に或は工事 中不時に加 はる荷重の＿こめに

弛みを生じ? こり 、字み 、挨みを生じて f!)j' 要の71手紙寸法ぞ得る事が11'. 事ない。

此 lこ於し、て型枠の11古紙寸法の正確と荷重は到する竪主iょとは1，立も注怠を? 要する事である 。

(  2  )  養生としての草要性 型枠は製作直後の流動惜のコンクリ ートを時間の経 過

によって、化製作用を完成するに必要な養生の需に設げられるのであるから 、 この役 1'01を

県し得るに充分の椅也としなりればな らなし、 。 この化製作月j に必要なものは云ふまでもな

くモルタルであって、僅少の モルタ J レと雑も組問告に出来ないo 従って型枠は この目的の fこ

めに型枠の材料の接合野 ｩ は 水蜜で僅少 のモル タノレと雌も絶 割 に漏出せしめない様に ｉｲｲｾ 寧 に

しなげればならぬ口若しモルタル又は水が漏出する時は多孔質のコンクリ ー トを形成して

コンク リート の質を弱めること甚しL、。殊に水セ メント比によって強度が左右される今日

型枠の 不完全から 、強度に紋もI #. J係の深いセメン トを漏出してしまふ事は ER々しき問題で

ある。

又型枠の粗製である常にコンク リート を打ってから型枠に水が漏る事あるは 、必要以上

の水 を混じない施工の現今に於いては 、 コンクリートの凝緒に必要な 水分すら失」、事[ にな

る。殊 lこ夏季高温の時など 、この水の漏出は後期に反する強度のコンク リート を製rHする

事になるであら う。

( 3)  工費から見? こ重要性 別枠に要する費)IJ はコンク リート工事費の j ミなる部分

伝占めるもので 、時に はそのこO パーセン トル至四O パーセントに速する。従ってーJ'.貨の

損主主は、 ーにこの型枠に熟練してゐるか否かと云ょ、こと 即 ち明枠が令.HI1.的純I1当滑りにnはれ

てゐるか否かにか; { 凶するとよミふも 過 ii ではない。

XI I  2  



( 3 )  型 枠 の 現 拡 の 訣 陥

型枠の扶陥としては、型枠は仮設工事なるが故に之を重要視しない事に端を愛して各種

の訣陥を生じてゐるのであるが之等を列悲して見ると。

(  1  )  設計岡の不備 コンク リート の設計岡はあっても型枠の設計|品lを紋: いてゐ 7こ

り、あっても不完全である o x . 仕様書も不完全であり完全なものがあっても大工が坦10/-(， し

ないので何等計霊的でなく現場で勝手な型枠が出来上るのである口従って材、外i造、 型枠

材料の強度とコンクリートのｾ［ｬ ｊ 、重量、不時の荷重等の＿こめに形成され＿こコンクリート

は学みや 、按みを生子ることになる。

( 2 )  施工の不備 型枠製作に従事する大工は一般に 1111 き大工などと稿して型枠に

到する理解の少い者が之に従事してゐる。従って技術も悪 〈型枠音1¥材の接合を粗略にして

モ ル タ J レが漏出し? こり 水分が浸み /1' . 1 こりして豆板を作る原因を作つに! ハス組立の位世不

正確な鴛に紘一筋の位置が狂ふ等の不備がある 。梁 と床の接合不完全な＿こめ大切な部分 � ［ｾ ｾ

くなる。

( 3 )  語えれる工技の節約 以上の原Iklは取に大工委せなる放のみならす施工者fi!IJ も

型枠に要する技用を似河;i にむii 約せんとするに });(I 大l してゐる。従って材料も故も粗末な北海

松を )I jひ? これブJ に到して不ブt 分な材料を提1dt・する o 1，'1: って前の原因と合せて漁期せきずる

)1手紙寸法のコンク リート を形成してn切りJrxJ の? こめに材料と労銀との損失を招き又は豆似

を作って材質を低下し立板の結ひに究)IJ を犬し、! J ! に型枠の昨流川を?不可能な らしめる 。

(  4  )  型枠の除去の不備と特)IJ の不備 d5
'
!1、' t " の除去に、コワ、ン躍に 1jf};lrUi ｾｴ 川で Ｑｩ Ｑ ＱＱ

負はしめるが故、乱暴な除去をナ行ひ型枠材の不良と製作の不完全の影響で形成せられた コ

ンク リート を損じ 、主1つ枠材{ t > 損じ再び流刑 I:{ ! ，米なく特)+J出来るものすら損じて却って損

タとする。

前日己の如〈損じ Tこ型枠を枠f I J せしめんとするも 1nUH.!. であるが、7ことへ特)IJ /J J? j ( るもので

も、大工は商倒がって新しい材料を JIJ いんとする傾向がある D これ設計乃至仕様書の不完

全なるによる。

( 4 ) 型 枠 の 改 夏 要 貼

型枠は前記の如くコンクリート斗二事に於ては極めて主要なものであるから 、これを改良

する事は最も必要で 、 今 ＱＱ の ｗｾ 陥とも［ょ ､ 、べきは 、 ｮ ヌ設工事なる放に軽硯し 、 且つ訣れる

l二貨の節約をすると; 云ふ事にあるのであるから 、少くとも施工者 も職人も 正要脱すると l'i J

時に訣れる工費節約から毘の節約に特ぜしめねばならぬ。従っ てこれが改良の根本は合組!

的な型枠の設計し仕様書とによって所要数量 、材質、形!Ik寸・法全示して完全な製作と除

去にｼ探する型伴の損せＧない拡ーにする事並に 、 ー ｉ ｾ 材の特 ｊｉｊ 、 流川し後に型枠の保存職 人 への

新宮村の有li 給に注意する事が共の根本と考へ られる。ノp 乙れ等の駄につき要知念書き J てげ

て見れば、

3  X If 



(  1 )  ， 設 計 に つ い て

人 材 料 工技節 約 の＿こめ材料の大さは 市 場 ｉＡ＿ Ｚ でｉｬ ｜Ａ に ｮＢ｟ｾ 、設計とする事。

2、 [ 作寸法 根 太 胴 縁 等 の 類 は 材 料 と 時lla e ヵ;)Il(:る Tごり粧術的になる枝一定の長さ

に作製出来る設計' e する事、パネ l t.. の 、J'法 Lt. . -人 にで持運びの li' ，-s! .:;る.J lii ，[約 三十 キ 11 (約

五J D に設計す ること。

( 2 )  製 作、組 立

l 、 設計書仕様書ｾ陥斗］すること 。

2、 特にジョイントを水蜜にすること。モルタ ノL 、ノk の漏li'， を肋i.l l: する D

L  製作組立に些，f，1IIの，iX: tえ型枠増大等に闘して十分飴俗営はること 。

4、 組立は水平垂直に引通よく堅 ｉ ， Ｇｩ ｬ ｬ こ配置しコンクリートれのｼ際 、 ｾＧＡ伴の修助勾 ー なさ

様にする。

5、 除去に饗易なる椋に組ゴt: 、力11工するこ と。

6、 ぷ0'1古・に無くとも必要に肱じて IAi - [ 、辿行に港町f りなさ科 ｬ ｩ ｴ に和ｉｩＧ｝ｾ｜村主＿Ｂ立く 。

第 2 章

C1 J 用 材

型 枠 用 材 料

ｊ ｲ［ｾ作はコンクリー ｈＧ ， Ｚ ｦＧ ｦｌ Ｚ及 コ ンクリート打の Ｑ Ｑ｜Ｑに ＩＱＱＱ はる助仰，｛Ｈに ｉ ￟ｩｌｾ 、るに充分なる安会

強度を引するものでなりれはならない。従てよに使 ｽｉ ｊ する ｽｉｊ 材は そ の ｬ 耐久性反 ｬ￬ ｬ ｾｉｊ 性が必要

である 。 即 ち型枠はむＡｾｬＡ ｬ で抵抗力に山 Ｗ 介 、 繰返しで｛支 川 できるものでなげればならな い 。

然かも泊りはJJ'1ili で学みや他みを防ぎうるものでな vt ればならない。 J=f.l i包工- K' としては限

度を有し 、 工作し幼〈 、 ＱＱＮＱ民俗の比較的低 ｊｾｦｴ であると云ふのが 川 材 ｊｊｾ 定上側めて重要なる

:' J f である。

以 |ての新より型枠川村ーとしてl T ( も普通に 川ひられるものは米松及北出松、杉である。柿

ｩｬｬ Ｎ ｉ Ｍ Ｎ の強 ｲｬｩ ーを要する部分には米松を Ｉｉｊ ふるが 、 板としては主に北海絵が 川 ひられてＩｾ Ｚ る 。

幾分乾燥し仁木村は型枠材として il x: J-: のものであるが、充分乾燥し? こものは滋訴を吸収

して学らな何! 向があり 、災生材は乾燥して牧航するのでコンクリート| 自iにが:Jや突起を生す'

るJr，(i 却となる 。政に木材は乾燥の程 1-.主に[ 色じて或程度の牧納をは込U ' ::Kが必姿である。例

へ ば

堰 板 1. 3cm'・・・・.O. 07cm

後 オ ミ 6cm x  IOcm- 13cm x  13cm・ Q. 6cm 

脱皮の牧縮める事を見込むべきである。

C2 J 型枠構成部材ノ名稽

(  i )  11民 板 (Sh白 thing)

つンクリートの l凶に ! u持制れてこれが成J fj'. !lこ役1・t: つ似て 'f(.!}.1_i なる j¥;jl 分である D 似の }'/ I床
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は川 j主によりて呉るが、fl lJ i  L も内簡を平滑に飽削 し? こるものを? 月]ひ、J阪と板とのf盛岡も相

侠り コくは本民全J l U、る事: あれ央付げの際は彼のI f fll 結 よ り モJ レタルを漏出し、 烹板を? 生

す' る l氏める にめt ' i に注意するを要すD 板はその場所により又次の如き名栴にて 11子ぶ事あり

f バ辛 1ν 極 ft.<!./:j l/'・

;r; J 閑 宅廷の君ｾ ［ｦｾ戸

三文 クラツ i"

続( H枚Jt¥.)

1).  75
c  
..... 

草端太州

説( 在校水)

O. 7. 5C
，帆

) { ，、吉川白℃四

第 2 悩 住 VJ ｌｾ 仲
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[  プ 腕 Slab-Shcalhlng  

!照 。 Wall

占J ? Col umn 

梁 底 。 BottomBeam 

( 2 ) 桟 ( Cl eat )

相板をＺ， ￼￯ 接支持ーしてコンク リ ー ト よりの 荷ＡｦｩＺを連梁 ｾ Ｑ Ｏ Ｇｊ Ｕ えは Ｎ ｾｔｴ 梁 ￭ ｬ Ｏ ｾ に交けて之を更に 杭 ｈ

X は時端太等に伴注する役 11 をなすものである 。 その11工世 によって又次の桟に史に詳細に

H子ぷ事であり。

(横俊
竪 俊

横 木

(  3  ) 梁 材

Yoke 

Studs  

Ledger  

主としてスラプの 荷 重を受げ之を＿文 科 Ｚにイ専 へる もので 、 部材の断簡を迫ｾｾ ［なるも のに選

定しをき 、 その 間隔の力ｉｩ減 によりて泊 Ｇｾｾ ［ ｾこ使用するのが詐 ｩｩｬｩ である 。 刊 し梁の場介はその

拡大捷みに十j き充分注立する J ]i ーが必要である。

j 根 大 J oist

l大 梁 Gi rder  

(  4  )  之島 椛 ( Post)

コンク リート 並びに型枠架仙のが ｪｩｊ ｈｾＧ 交げてよを ｪ 血税又は ド の附 ｊ ｾ ミに ｦ､ｩ へる側めて ｩ ｔｩＺ 要

なる部材であるから 、特に 毘 Ａ可に 純情 ｾ ｉ ［Ｇ ｊ に ［ｩ I- jj でされる! f ;ーが必要である o ￭ 去に銀行替え時 ｊｾ

他大府1m又は諦堂等の支柱は41・に :汚肢を? する事が肝要でめる 。

文粧の限度は約 2. Sm とし、 それ以 卜ーに JJ. る時は 、足 J 乙を充分に 日1めると J tに、 干In斜 材

を縦横に組む べ きである。

材料は角材が安全であるカ［特に丸木を川ひて栄村 ｉ ，｜Ｚｾ主 ｬｌ むが ｾｉｉｾ 場介に は 、 充分安全率を

見て上部の荷重及振動等にも 1M'φ る税計すけーる事が必要であ る。 点本I=. の下には必十捜叉は

ペース板を: ，J l ' l ひる。

( 3 ) 型枠構成部材の一般的寸法

勝i iiii ( 川〉 陥 ( OJl)

板 | 暮 |

2. 0 2. 2 2. 5 

3. 0  4. 0 

後 I普4寺 |1 55×× 515 

5 x 7. 5  5 x  10 45 

5x 20  

根 太 | 暮 | ; F J 4 5 X 1 0

45 60 

| 暮 | lO× 1 0 01 90

支柱 5 x 8  5x  10 8 x  10 IOx 2  

140  

| 暮 | 2 5 × lO

筋主主 5x l 0 5x l 5  

| 各支商 lこ タ ス キ 州 l例

桜木 | 普 5 x  10 10 x  10 1  60 90 

受木 I :普 / 10x 10 l  梁 iこ 1;本叉 l土2 本

竪繍太l 普 I 10x  10 I  90 180 

間JJ l:メ | 普ーI 0. 5 x  5  0. 7  x  5  2. 5  x  5  | 梁の雨側に l 個

換 | 普 I 2 4 x 以 a:)  | 支 柱 毎
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C4J セバレーターの種類と得失

セパレーター J f，I! 宇I"Hl ｨ Ｚ ｉｩ ｜ｬ Ｕ くはＩｦ ｩ ｬｊ 枠は 鋭筋 ｌ 知立銑甘との ｉ Ｚ ｜ｬ ｾ同会うむこｻ与Ｚ科する＿こめにｊｲ ｊ ふ

る有Il .tI;J J ｉｾ Ｏ ｉ にしてＡ 1  ｆＱｾｊｊ ｊ されてゐるものに坊にの主 ｮ きものがある 。

l 、 モル タノレブロックじてtfT: へ? こもの。

2、 鈴線にてfi; 01こるもの。

丸 信lj; Nに)JII I: して f{1 へ? こもの口

4、 俄ボール j . ; を唆似し特 l こ工夫せるもの 0

5、 共他t( 1

イL

第 3 悶 .卜列 11日空wを所 要 厚 に す る 銭 の セ パ レ -

ｆ ー で友より三つは針金製ｻ也はｾ［Ｚ｜￮鍛板製 コ 下 列 Ａま

餓筋殺' 穏を? 所要厚: にする符のセバレ ー ♂ーで予言上

り針イ在、製 );¥i 絞 恨 製、 モル グ ，ｾ製 》

首 ｾＴ 悶 J : i'lI il こ支柱 F の殿、 下 部 に セ

ハレ ー ダーの術入せるを 凡 るc

以 |二各加のもの につき 比 るに 、何れも利昌liあらて一概に得失を定めがにきものめり。要

寸るに= 大の各項の{ 削'1τを充すものが比較的E尽く使 'I j され て'，1;'ると 忠はれる。

1.  構造簡明にし てその取付 容易なるもの 。

2.  Ｉｦ ｩｾ 枠を取外し＿こる後に Ｗｋ の泣入し易き弱鮎 Ｓ けをさ ｙ る村 ｊ［ｩｩ 主のもの。

3. WX怖 の 侭l取なるも の。

7  X II 



M Mクランプ、左は錦物製右 l士

2おう問

バ イ 7 ・製

( 5 ) 締金物の種類と得失

亨ラン Ｗ ・ｾ締 ｦ 、 ｊＮ げ てゐ る向｛

ｬ￭ Ｇｾ 枠の 架 干 ｬ Ｇｬｴｾ 組 ｊ Ｇ ， Ｚて＿こる後コンク リート 成 ＱＱ ヨ迄乙れを＿締 ｦ ・ ｪＢ V) 保持する il 的の? こめにて J.::.

され fこる金物であって 、染、柁、51そ館主立

にえ: ; f 1: "?'Fに到るまでは作間の純金物カリIJ

ひられて )1，.る。 みとを分類してみると 二次の

披N( のものに分拐される 。

ト ぷー;1.- ト:r¥

2， ワイヤー クランフωA

3， バンドクラン; " J'¥: 

4.  当 Ｈｾｾｬｴ 様式

k-:fl: lこも谷町の金物カ ; Tゴ亡されて川る

が、以 トーの料金1/11) の場「? と 1，，1じく 、嘆す

るに現場に於て佐川j'j ti ｾ Ｉ ｊ にしてｉｴｾ巡し現 ＱＱ

い似のUl iなるものが11止も{ i " JIJ !，的金物と郁

する ・Iｩ ｾ カ ［ ｉｉＧ ， ｾ七る 。

( 6 ) 銭 材

明枠架 ｈＧｩｬ こ必要なる俄材をｾ J1'とげる t

(  1 )  1下 主 J

句伊

お 機 蝿働榊t r ' _ 柑

:花61: 司 緊張終に上 I ) j 十金で締 i、J' げてゐるF J i

?害

主J は充分に打込みよ1 ; ;抜J IIl 1) i : 嬰する 11司JWにはおi¥7  I; ;'i ¥の虫n ｾ＠ : - ' 9民主 j 公使 IrJ して枠村の j 恥タト

しを本 幼ならしな る場介がめる。
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普 通 のH の場合は全部打込まぬ方が耳元外

しが便利である 。

(  2 )  ボ ー J レト

哩 - -

情桟ｾ結合するには普通針金 Ｈ ＺＺＺＸ Ｉ ， ボ ー 第 7 悶

ーや

ル ト Ｚ必はクランプ佐 川 ひる ｯ ボ ー ［ ｴＭトを使 川 するときはその千 ｩ ｾＱ Ｉ 断簡杭〈ネジヤ Ｂｾｩ 成じ

Iこる:lttノj 、断 16i) により j火-)t 寸べきである 。

(  3  ) 応 金

之{ まポー ノレトを{ 史nJす る 時 に ボ ー J レトに起る強) ) を陸と .71三{ 附するにめに必要である o Jt 

際次の棋に JIJ ひじる 口

":J さ 4711 n断而 8  c m f(l  1立迄 80  x  80 x  3ml7l 

ＧｾＺ ｊ さ ＴｭＭＵｭ 8  C771 角 JOcmf rJ1>I: 迄 90x 90x 6mm

lt;i さ 5- 6711 JOcnd(J  J2 m，f(JN: 迄 JOx JOx 9 mm 

Ｈ Ｔ Ｉ 餓Ｚト［ｾ Jf; ! !枠

ょをイ変川 することは近年二! : に増)JJI して外(1こ様で ある 。然 しt:n作所j 防J i 系によって或q'!f 保 1j.

叫造物えは: 11古にのみ限定されて肘る o ::1" ，: しよ付; てを (nJI "1とな く他の仕事に振WII '，' Ij (るな らば

却 てよ力引fif' f:I"J にな るか も):11れな L 、使 ｊｉ ｊ 同数と ＱｾｾＩ Ｇ ＨＺ［ 運搬 Ｑ Ｇ Ｈ の Ｑ ＧｩＺ ｊｉｊ によって決定さるべき

問 題 で あ る 。 先 づ その利男s ' i とする鮎会あげると

J . 工 期 の 短 縮 が で き る 。即 ち 労 力 がt iりる 。 2.  /1' ， ? j ( l - _ り簡が平滑である 口

3. Ｚｯｊ ｬｩ の ｌｉ Ｚ ぷがもｾめて ｦｩￎｩ '，'iL である。 4. 組立が簡単で豊里中粘wである 。

建築に於て使 川 される ｪｪｉ， ｬ ｲｩｦｩＧ は 、 芦 ｌ ｕＺ 及プラッ ト 式村 Ｑｾ ｾ ｩＲｌに於ける粧頭部又は ＭＢ Ｑ 三版 ｈ ミ守二であ

るo 5l . . . 時には予if ' } を要する 引を等に !lis 川される 。 又 は サ イ ロ 辿 築 及 パ ン カ 一 等 に も 使 川 さ れ

る。最近外凶で (.1 frI
J I!!t1 : 等にも伐んに佼川されて) ，1; -る。

銭背伸f話!ょの み に よ る の は 慌 ゆ で 、プミナli は木材と i即 日する の が普通である。

( 7 ) 離 脱 剤

コ ンクリ { ト 才丁、H白1を 美 し く 且11立十字ll 'x. ＺＧｬトしを寄与弘 ならし むる ｦＺｾＨ こ間々の自ＡｴＮ Ｑ 日 ｉｊ 怖を ｾ fi: 川 寸

J. :{ II検 水 、 3くはリンシード 7f hとの ift 介ir主

3. 虫剤1

4  鍛iil h又 は j fi:油 との 合 成ilh

5  名問特許制陀剤

a_ ニ ッ ポ ン 似 枠 続 料

b_  三矢 !l 日枠塗料

C_ 共の他二三Hl

千七芯 有の r!' 2及 3 はコングリ ー トの簡を汚色する を以てコン 令リート 打 l二-I mff 仕

1二I釘とする工事には使用不可なり 。

布出 ｲｴ 脱郵 ｪ を使用せし何れの場合にて ｌ モルタノレ淡Ａ氏等の ｾ ｪ ＱＧ者必要するものな

るを' 以 て左官工事含施す壁画[には十七なを?要す。
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第 3輩 型 枠 計 算

ｬｦｪＡＡ 枠はコンク リート 打込作業中北 ｬ こ兵硬化矧 ＱＯ ｜Ｑ 中 の み 使 ｊ ｉｊ さる〉ものなるも ｉｾ ｊｦｾ Ｍの ｩ 白石、

使ひ方 、 取付方法等により外 Ａ 出品質に影響すること Ｚ ， ｬｕＮＺＺ Ｇ ん に し てう ｊｩ ｾｾ 容がｾ ｾ 字削し等の失敗

を招〈事あるを以て相官;堅牢なる材ーを使用すべきで あ る。

CL ! 型 枠 用 材 料

本草 ［ に於ては木製 革 ＧＡ枠 ｰ みをけ ｲ ｸＮＺｪＦ ｾ 、事とし 、 銀製 ｊ ｾＧＡ 枠 ｊｾＱ 也判殊の材料を ｮ て ＱＧ ｗ ｊ￯ ｸ 寸る Ｉ ｦｪＧｊ

枠を除外す る。

一般に用材は経済 ｊＭ｟ 特殊構迭を要する部分割徐き成るべく市場品寸法を使 ｉｾｪ すべきであ

る。亦板類、榛木類にして使用筒所により断面の大きを異にするは施工 1-- 敏活を扶ぎ且不

絞伊? とな れば出来る限り共通寸法の材ーを使用し得る様設計すべきである 。

(  1  ) 堰 板

北海松、米位、杉等法も多〈使用 せら る':> 1イー午、いこして特に我岡に於ては表に示す如く材

質殺に償協に於て北海必が最も通常と考へる 。

ｉ ｾ 竺 ｼ 間 ｼ 特 ｉＺｊｾ ｾ＠ I 倫 乞 ー

内 地 松 I 45. 30 I  3.49 I  ｾ呈皮 大 な る ｌ 狂ひ必し

，t， 
t A 

28.89 3.48 | 強 度 山世松に次 <" !， 刻れ易し

ヰヲ 23. 98 O.  74  l 限度弱〈叉 さ くL、

北 海 松 i 26. 48 I  2.65 I  Ｕ ｦｦｩＮ ｾ杉 より大 でず ｬ り勾ぞ |  

板) 引ま 1. Ｕ｣ｭ ｾＲ ｟＠ 5cm程度とし特に梁底板とし て4. 5m- 6.  Oml 以のものを使nJする場合があ

る 。 却ｅ 板特に間取板の ｊｑｾ さは強度或は控等の許す ｗｬｩ Ａ ＺＧ， Ｇｪ に て 成る べ く部きが方杭術的であ る

即 ち壊板は直侠コンク リート に接するを以 てl'λ きものを使II Jするも問主役をj下ねる j 山こ j 七表

l百が国悔し強度は充分なるに拘 らす' よ草地) j 止を要 する コンクリートの栴J 佼として使用に棋

へき' るに至る 。

(  2  )  根太、壁、椛等の桟木

材料として米松 、 北 ｪ 刷会 、 内地松 Ｈ Ｑｲ あ れど ｱ Ｇ ＮＧｩｴ こ強度に 到 し米 ｢ｾＷ え ぴ 内 ｊ 也 Ｔ ＵＱｴ が よく、 Ｍ ＮｊＭ 訟

は山悦二寸向 5c m X  7.  5cm、 5c mx  10.  c問、 1  O(m X  1  OC771 ＨＧ ｾトーにし て ＱＱ 切れえ 色 刷対れ入 ｬ 主匂 ［

なき正目在なるものをf史的すべきである 。

( 3 )  根太受、梁受木、監桂型枠の押へ端太

米松又は杉の押角、 内地松等の 10c mX 10(771、 10c mX  15cm 等多く使 川寸。 蹴附なき

ｪ｛ 寸材を使 ｉ ｾｊ すべきであるが多少の 丸 味は 発 支へな ｌ 、。

( 4 ) 支 桂

普 通床版 、 梁 、 庇等の支柱としては前項同断の材料を使川し 、 柄銀行の ｩ 符才、ｾそホ ー ｊ レ 、

集令拐の大 ｊ Ｍ ｊｾ - ｊ レ等の床梁 ｾｾＡＡ十 ｬｴ こ於けるが如き長たなる文杭を＿要する場介には相 ｩｩＱ ・断 ｩｬｩￎ の
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大なる材料を使用すべきで椴介せて使用する事は陵孫、共他失敗の原閃となれる事多きを

以 てがＧｾ ;むを要す 。

支柱は共長短に拘らすユ共足許は必す・使化せるコンク リート 上か、或は適詰なる敷桁j -. ( こ

拡沖J t 1 て絶嘘に沈下せきずる様注志し、H文柱相互[ ま約 1，8米I i 日隔に縦横より繋材筋違等を

ll il. N: 定分辿耕して4、'f(こもiI 振れ移動等を防ぐ必要がある。

( 5 ) 緊紡f I l 材

一 般に掃射 ｏ 程度の亜鉛鍛餓 ｴｊｩｬ が多〈使用せらる〉も己ｴｊを得今泉蛾 Ｊｊｾ を使 川 する ＱＴＱ

fTは共反按力及び使さを焼鈍して使1 ' 11する 、 ボルトは大なる枝慌等に月j ひられ普通 9 mm

ｾ Ｑ Ｖ ｭｭ の六角叉は四角のナット付きのものそ使用してゐる。

ユニパーサルクランフ・叉は之と同校の 門的 lこて製作せられ fこる紫強器を佼 j けするも 便利

でのる。

( 2 ) 材 料の許容腰力度

ｊ ｲ［ Ｇ Ｎ Ａ仲川材は仮設物なれば大なる安全ネ を要せ すＧ大約 二タくの ｾ ｮ <  j采る 。

: 宴 板 85- 127 /"c'; /  ＨＷＱｬｾ＠

ii X 製 2. 100  !.-g/ [//♂ 

木村、の狩ピ1'1:1系書士 85. 000 正 Ｇｧ Ｏ ｲ ｬｬｬｾ

C3 J 型枠に働く種各のカ

+ 主木端大 127  I.-g/ ｲ ｭｾ＠

;};' _  Ｎｾ トＨ捻 ＱＺ ｊＩ の部分を考慮しＩ L  130  (t: /  ＨＱｉｬｾ＠

型作 Ｑ ＱＧＱ ［Ｇｩｾ に引する各聞の外力は 、 床板 、 梁等にＱＧＮ｛しさ ｩ ミコンクリートのｩｊＮｩＺ社及びコンクリ

ート打門 ｪｾ Ａ ｉｾ に起る ｪｪ 占的 ＨＧｾￎ ｱＺＡ Ｚの二 ｎｦＨ こして 、 階、椛等に ＱＮ｛ しては生コンクリ ｻ トによる側

肝月 }J である。

ｾＧ Ａ枠 の 口市Ｚは 普通 ｊｾＱ Ｑ ｴＧｬ小なるＱＮＱ 除外せられる。

( イ〉 コンクリ ー トの! Tc世 2，300  kgl m3  

( ロ) も'bla荷21i: 360- 375 匂1m2

之は床型枠の摂板、根たの強度計算に ｭ ひられ根太挽みの算定に到しては ｾｮｾ を保川

す。

( ハ〉 坐 コ ン ク リ { トの側m

子 ｫ コンク リー トが桂 、 壁等の型枠に及ぼす側ＡＡｊｾは［直 ｬｩ ￭Ｇｴ［Ｈこ弘 ｌ 定し件さずるも打込瞬 間 のコ

ンクリー トは使宜 J-)夜誼に近きものとして或深さに於けるf J ! IJ / Tf t はコンクリ ー トJ -..y，sより

の距雌と単位容的の ｌｐｾＱＧ 置とのあ Ｇｩｾ 以て表す。

汁ンクリー トは打込後時1 l I1の純過に従って側墜を減今るものなれば一般に尚さの大な

るもの科打込みに長時間を要 するものとして普通の餓筋川コンク リートの調介比ぞ有す

るものに到 しては前述の単位容引の.'.Tf 主を弐の如〈仮定する。

高 さ r 1. 5m 以 下 ! 1. 5m- 3. Om I  3.  Om- 6.  0川 I 6. 0叫 以 上

重 量 I 2.300 /.g/m3 !  2. 000 kl flm3  !  1. 600 !.-gjm3  !  1. 200 /.'g/m3 

1  1  X I I  



即干高さ 4.  540m の慢の最下の側燃は 4. 540x  1. 600= 7.  260kg/ m
2

となる 。

ｻ円し前記の側鴎の ＱＱＱｽ も常に ー ‘ ｊｌＱ ，よるものにあムやして 、以下 の ｾｉ ｉ き諸 ｦ ｑＧｩ件により ｾ ｾＨｾ繁 ｡ せ

らる。

1. コンク リートの軟さ

即 ちスランプたなる良質のコンク リー l ほと flli ]l ll 日記 1j. 1¥ 

2. 型枠内に於けるコンクリート l L1: ｾ＠ ; AI主

長 ， ｻＺ ｉ 享大なるものより小なる校、又打卜Ｎり［ￆ皮ーのた Ｑ［ る平 ＱＱＴ 、 ｮ Ａｬｊｬ Ｇｖｾ ＺｊＮＮＮ k. な 1) 0  J:![J t，.¥'1，(ドメ

の大 小、墜の延長 の大小 、 ｾ｜ｦＺ ｬ 立椛なる か否か等｛こより側慨は越 化す 。

3.  大気の温度正;j ｾ場介はｻ尽き場合より ｊｱ｜ｩｊｊ 小な Ｑ｜ 0  

( 4) 各部材の計算式

一般に型枠 ｬ こ す 「さるヨ 控みのんさは ｈ､ｩＦ 桜ぷ 根木 Ｇ乏 ｴｻ ｾ Ｑ 乏本 ￆＺ ， ｈ ｉＧ匂 Ｍの ＱＱ 州 ｬｩ ＮＯ えぴ俊ＮＫＺ Ｇ マ［宮に於

は 3m m又は 1/ :360迄とする 口

弛みの計算に於ては杭 ［Ｑ 如何 ｩｦｩｾ を遮減するものとす 。

(  I  ) 根 太 の 間 隔

S 一根太の情JI潟( 川〉

d. b=根 大 の 成 及 巾 ( C1l/. )

叩= 常時荷量4 積殺荷重 Ug j 山 2)

中R太は肘端支持となる事多きを以て

1= 線 大 の ス パ ン ( 111)

1 = 床コ ン ゾリ ー 卜の厚 :S ( C/Jl) 

t

u

 

一

×

ρ

一6

〕

λ

υ

一

ハ

u

r

r

v
m
 

=

十

'

'
b
 

n

U

今
、

J

n

u

つん

1

1

〆
t

、

E

一

=

J

山

一

B

m

一
一M

に乙

時W' f = 127kg/c7/ t 2  を' 代入し で

S "= .  073M! j ，2  ( t 卜15. 6) ・・ ・・ ( 1)  

新し桜木が -本にて二張Hr!以 トーに跨る場介は

i l l  =  7 0，2  j  1  0  として

S =. 092bt f! j /2 ( 什ー15. 6) ・回日・・ ( 2)  

即 ( 1  ) 式の 1. 25伐 となる。

第 l 岡 表 は ( I  ) 式により S を求むるものである。

( 2 ) 根 ぶ の 携 み

D =根 太 の 能 み (c/Jt) ム・= 木 材 のEE伯: 係盟主= 85. 000kgj CI /t

2

360 L  c '  

叩 = ( 23 1 +  Ji
V  

)  X  S  

根太が ｎ ｾ ｩￍ崩支材ーの航態となる時は

[1 00/ ) 4  
ＯＩ Ｎｾ＠

384 . 寸百o -- eノ

前記のf i 1He代 入 1ノて

D =  __42. 2 ( 1+ 7. 8)  . </h ・0 ・・・・ ( 3 )  

bd" 
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打し Ｚｦ 英次が一本にてこ似 ｈ ｘ ｪｉ こ跨る時は ｊ ｾ 提みは単梁の控みとＡ宣 ｩ 定梁の控み と の千 均 で

ある t 考へ

/)  ｾ＠ _ _  Ｓ ｟ Ｎ ｾ Ｎ 巴竺 よとなり
384 100 ι /  

(  4  )  ，
，

a

-

p

d

-

、
ノ

一
3

8

一

μ

司

J

-

-
吋

l

-
，
，
.

-

r

t

、
一

戸
、J

，
旬、ノ

ヴ

4

3

ノ

「

/

!!!l ち ( 3) 式にて1長太仙 の 0. 6 1去に相官 寸口

抗 21首|表は( 3 ) 式により D {t>求むるものである 。

4長太受の張H日 ( 床支柱のIUJ 隔〉(  3  )  

ｓ ｾ 根大受の間隔 ＨＱｉｬＩ ( 根太の5長聞にかl じJ

ｉ ｾ 線大受のスバン ＨＱｉｬＩ b.d = 根大受の巾 A主成 ( 川り

:υ = 根大受の常時i:lf Il! (正U 川〉

ｊ 長 ｊＮ Ｈ 交は根 ｊＮＨ より集 Ｑ Ｑ Ｍ ｉ ＱＧ ， ｻｪ 豆を交〈るものであるカ ｩ 日 ｉ Ｇｾ ｲ ｻｴ＾附坊にする ｮ 等分 布 引 Ｚｊ ｟￹ｪ Ｎ Ｚ をＧＲ

〈るものとして計算すれば 、 ｾ Ｑ ｾ 受交は ｪｩｬｬＧ ， ［ ［ｾ 二 ＧｊｗＺ ｜ｬ ｴ こ跨る Ｇ ｲ， Ｚ 多きを以て

久

Ｑ Ｏｾ＠ .，̂ ｢Ｏｲｾ＠
:1/ =  _'_ニ;:._ . 100 =ノ- ，- ー

10 .  - - J  6  

<i J =  (23/.ト375) s 及.1 = 127 !.'cjc仰を' 代人 し

/  Ｒ Ｎ Ｑ Ｒ｢､ｾ＠
ｉ ｾ 冒 Ｏ 寸言 ， ， ヲ 有 でJ ・ ・ーー・( 5 )

JI ( 23/+  375) ふ

出 Ｓ ｬｩｩｾ Ｑ 去は Ｈ Ｕ Ｉ 式より ｊ ぞ 求 むるものである。

桜 J.( 受の挑み(  4  )  

ￆ Ｑ ＨｊＮＨ Ｇ 乏が二 Ｕ 長 ｈ｜ｈ こ跨る ｬ 時は Ｎ ｊｾ ｴ［ｾ みは

D = - 1_ .  Ｚｾ ｟＠ • ( 10 .. 0/) 4 ｾ＠
ー すgτ 寸百「 一烹ア- ，_

を代入し

360  ¥ 

戸 ( 23什ーァ )

ｾ Ｑ 咋( 6 )  

〈1+7. 8)s/ 4

。d3

D  = 25. 5  

打 し ｊ ｾｩｪ 端 支持なる時は共投みは

ρ - 5 . 7u . ( l W 〉4= 422ど 吟 ば (  7  )  

一寸 8 4 - I o O' E ノ …  

D. D' . を求むるものである 。抗 4 1，通iポは ( 6) 式 及び ( 7) 互ににより

根太掛けの j以さ( 5 )  

普通根太及 び 根太受の端は梁 Ｈ Ｉ Ａ ｉ 版木に釘 止 めせる 桜 木掛に渡 し 掛りるＴｬＮｾが多 い 。

乙の場合根太掛りの以さは 、:::j ( 式により 求むる :;tJ': が11' ，来る。繊維に直角方向の f ぞ28

匂j c m:J とすれ ば

(  8  )  β =  V/28o ・・

1 3  XI I  

まEにB= 根大掛の厚 ( Ol t ) v= 技 大 oとは根大受〉より根太掛に加は る術電( ! . ・'t)

(， = 根 大 巾 ( Ol t )



( 6  )  文桂 と 根太 交 とのJ妾蹴商に於り る断 商 肢 の 検 算

根太 受 の途 中 を支柱 に て受 〈る場合には根 太 受 の 文 桂 首 りのIlfr商杭 を次式に て検算す

る事 が肝要である。

支柱蛍 りの面積 = Vj 28・-・・・ ( 9 )

V= 支柱に掛る荷量kg

(  7  )  梁 受 木 の 張間

梁 成 特 に 低 き 場 合 を 除 き 梁nnJ 板 の 成 25c m以上. ある時は梁剛側のj末コンクリ ー トによ

る荷重は梁受木に闘係 な く芭援に支柱にイw . 議されるものとして梁交木の計算 には 除外

して差 支な い。

B = 梁 コンタリl ト巾 ((1/1) D = 梁成 くυ'Il) J  梁受木のスパ ン ( 1/1)

b.d= 梁受木の巾及びJO(， ( ( 1/1) 日= 梁 11/1蛍り の重量kg ( kg/山〉

一 空 brl
2  

A1= _: :す- . 100=ド '(; - w =0. 23B D  j ' "; 127I. g/( 1/I 2 佐代入し

/  7.  ＳＴ Ｇ Ｎ ､ ｾ＠
= . / ーー一一一 ・・ ・・・・ ・( 10)  

V  B D  

梁受木 10x 10(1/1 ー挺な るl待 1  = 85/

1

/ 一万万一 .. .. .... ( 11 )  

完走受木 10x 1001l並列にニ挺な るi母1= 120/

1

/ 一五万一.. .. . .. .. ... ( 12)  

繁受木 10 x 15り'Il ニ挺な る時 1=  180/

1

/ 一万万一.• • • • •• • • . ・( 13) となる。

(  8  )  梁 受 木 撲 か

5  7U  . 〈100J 〉4= . 4228 DJ 4/OJ 3 ・・・・・・ ー・ (  Iの

す8 4 ' 寸 百- 0 .  ---.z;:ノ

( 9 )  壁 型枠 の筏木のスパン

叩= 後木 nUJ f!!1iカ ( kg/ I/I)

S = 筏木 のIml結( " ' ) I = f差木 のスパン ( 押へ端太の! 日JI%に 同じ) ( 1/1)  h= 高 さ ( 1/1)

/J d'!. 

桟木 lに 蹴 1に 注 射 る 故 A1= 寸長一 100=  j ' ー 「

叩 ニ t hs j ' = 127kg/OJ よより

/  2 ・15 1，，!'

プ サ子 ( 15)  (2. 000 kgj  "，3  

p = い.600 ｾ＠ 等とす。

11. 200 ?  

第 5 1邑l表 は ( 15) により μ の 和々のfu立に到 し l を求むるものである。

( 10)  柱 堰板の段木の間 隔

XI I  1  4  

日 ］ 桟木長 さ ｬ ω 包 ・ りのＱｬ ＱＱ ｊ ｾ 力 えま S = 後木の間隔 ( 1/1)

1= 柱俊木押へ端太問陥 ( 1/1) α = 後木jぶ十堰板W(川〉 とすれば

w= t hs  .111=  t ; s  (12一川

桂桟 ;.j ミに 於 ては根 木等と異りも切高利I亘及び簡繋等ダfiんどな き故

木 材の強度ーを 170付 / c m
2

として

2. 26M2  

S = 一一一一一一一・・ 0 ・・・ ( J 6)

t u( 戸- 4a
2

)



治 ＶＱ 凶表は け の式 ｴ こより ｰ 及 ｨ の各他に到し ｓ ｾ 求むるものである。

(  11 )  Ｉ ｾ Ｈ堰放の張 ｉ ｬ｜ ｊ

1= 床堰板の λ パ ン ( 山J 位戦荷量 ］ Ｓ ＷＵ 勾 ＯＯｊｬｾ

f =85kt /cm
2  

日 = ( 23什-375) d= 堰板 のJIl- さ ( C/Jl )

nf =45- ・100= /- 4と よ り

プ3 5 f
・ ・・ ( 17)  

23/ + 37  

按みより

3 日 ( 100 x  1)-' 

=  一 一 一一 ・一一「円一- J ) = 0.3.: "， とし て

384 100 F J  

4 ; -ゴ7.2，/3
.1 ｾｾ Ｚ Ｚ＠ ＢＧＺ［ｾ Ｍ ，＠ .. . ... .  .. ( 18)  

1 =  V ゴ百字百了

1". 二式全比較するに挑みに よる 1 Ｑ［［ 小 なるを＿ 以 て Ｉｗｉｾｾ 紋の 日 Ｑ ｾ Ｑ ｪ｜ｪ は控みにより決定され

ること〉なる。

出 7 Ｎ［Ｖ Ｚ ｉｾ ， ｪ ｬ 表は Ｈ ＱＸ Ｉ 式により泌板の ｉｕｊ 隔を ン ｊ ｾ しにものである。 イ Ｑ ＱＮ し此 の Ｑ［ 品 ｼ 裂では般の

官際の以さは仕上のn 4. 5mm ｩ 成ぜるも のとして ｾ ｩ Ｚ ｉｩＧ ， せるものである。

( 12)  柱 及 位 板 の 張川

桂及 ｘＺ ， ｬｾ 与ｾＺ板の ｩ ｊｒ ｉ ｬ｜ｬ も前唄 ｉ ， ［ ｊ 様にして求め件 。 ｬＡ ｪｊ ちＧ， ｩ￭ｪ 式の ｷ の代りに ｰ ｨ ｾ 代入すれば

Ｂ Ｂｦ なり ｯ Ｑ ｌｬＮし似 の強度は Ｉｾ､Ｚ 異りも叫的 ｾＺ ｪｪ ｬ ｈｗ 繋等対んとなきを 以 て Ｑ ］ ＱＲＷ 付 Ｏ ｣ｭ ＺＡＮ とす

ｾ＠

1; )  0  

/ 一一訂3一一

出M. E- ー メン トより J y - 7 r- - d… … ・( 19)

4  /---=zr: 芝7γ ー

i肋 よ り 1= '; - - y; h一 日 ・・・ ・( 20)

ヨP :;{ i l凶 表 は ( 19) 式より J 金求むるものである 。

( 13) 支 桂 の 太 さ

I t = 支柱 の 持 離 し の 長 さ ( rm) M =支 柱 の 巾 及Jぷ C/ J I

d =最小巾とすれば

支柱併グのJ 安捻金耐耐力 片 付=斗85刊(υ lト一0叩0ω2÷ ) μb d ο  

げ向1リ] してえぷ:位と£梁とのt篠妥陶耐-可Iにこ於けるぷ祉 のj川1列j月i'誕袋断i削自断i!はまトポ前此行拘乱ij ，記

ｾ＠ 6  ) 哨 ( 9  ) エ式ににより恰算すればよ い。

υ 4)  位 、相当'! 枠の5従来古材 の111J!l品

ｍ ，ＧＡＺ 、杭 Ｑ 日枠の Ｕ 従来 ， ｾ ｩＱ Ｐ Ｇ の 川 附は 抑 へ端 木 のんきさＡえぴＡￆそが［材

の ｽ，｜Ｎ さとの ｾｍ 係によ り Ｕ 終 結材 の強度より決定される場イ＿と

判l へy'/MJ....:.. の強度ーより決定される場合とある。

今81;"rlの1m<  

I  ］ ｦｬｾ へ端 大 の ｼ 削除 Ｚｪ ( 俊木の λ バ ンに同じ ) (/Jl ) 

1 5  XI I  



S = 緊結材の情11対( 押へ端大のスノ J ン二信j じ〉

ft = 緊結材の許容燃張力( 々〉

h = コンク リート 上端より求めんとする緊結材迄の深 さ ( m) とすれば

糊 材 の 強 度 よ h 51Z4 7  仰

I  2. Ｑ Ｕ Ｂ ､ｾ＠
端太の滋皮より S= ‘ / 一一一一一一一 '・ …ー ( 23)  

JI p !tl 

今9凶lに於て

β = 柱コンクリ ート rl] ( 川) S = 緊結材の間| 漏( 川〕

o= 端太巾 ( cm) とすれば 緊結材の Ｕ Ｑｬ ｾ ｬＡｴ ( ; "g)  

緊張材の強度より 、
，
ノ，“，

 
今

'

'

b

f

‘
、

山

川

一

R

U

2

-

-
A

 

一Y一
一

S

 

端駄恥太炉の眼肌よい…= 円 穿F = ゆ

コ又ｌ 緊京紡白材の ｉ ｌ ｮ ｾ陥吊飢 ｬはま Ｑ Ｉ凡、 ｬ て ･ 卜 Ｎ方に行〈に従ひ判となす ｾ ｨ ーを件 。

以 Ｑ ＭＮ に於て大謹型枠に侠 Ｉ ｉｊ せらる〉各部ｾ［［ｪの大さ位世 寸 法を＿決定する明治ェ ｴｾＱｬ｢ ｬ 々禦げ

にのであるが 、 ｾ ｦ ｌｬ原の使 ＩＱ Ｑ に沿っては共部分に闘係あろ凡ての新材の検算を行つ ｔ こ後

材料の大さ及配世を決定しなりればならぬ。例へば桜木の|i l印刷こ1. J い て も ( 1)  X. は

( 2 ) 式 lこよりオR1 . ( の強度ーより及( 3 ) 又は ( 4 ) 式により 抗みから ( 18) 式により そ

こに佼川せらる〉坂板の交から 1:¥1隔を品r . Jべ る 等 弁 方 l凶より計算して後始めて決定せら

る〉のである。

ロ1!

ｩＺＫＭＮ･ｾ＠

:w; 8  ｉｅｾ＠

第 9 岡
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第 4 章 型枠の存置期間

コンク リ ー ト の使化を良 好 ならしむる ｦ こめには引枠の ｊｲｾ 外しに 相官なる期間を要すると

共 に コンク リート のJ貨を後適常なるま寄生を興へなければならぬ。 以 下養 生 及 別 枠 の 存 置 期

Il ft の コ 項 に 煩 っ て 記 す。

( 1 ) 養 生

コン ク リート を 打 ｴ 終り＿こる 後 之 れ を ｦｾＨ 謎し 、 ｊ ｉ ｾ 硬 化 Ｑ Ｑ［ｊ ｉｊ を効浪あらしむると 同時 に 、

コンクリ ート l!f! 定 後4 ちに乾燥及VJ 動等の; 影特に依って生す・る 組 裂 及 コ ン クり{ トの硬化

の際民 中に於 ける牧荊 ＨＱ を ｉ ｊｬ，Ｂ＾ｪ ｾる Ｑ ＺＮＧ り慌少ならしむる ＿こ めにも泊ー背 ［ なる養生が 必 要である口

コンク リート 長生の行: 業は

(  1  )  便 化 '1
1
に充分なる i的立を興へる こ と、 コンク リート として便化 '1 1

油 市 な る 滋 訴 に

持 せ し な る に め に はー‘ }; 乾燥を防ぎ 、 他方 J放水 して iHAえを中ili ふ こ と が必要 で あ る 。 よ れ が

にめにはコ ンクリート の ｊＩＡＱ ＺＱ ヒーを ＿終ｾ Ｑ こる後 ｪ とれが凝付金 作 って ｊｾ ［ｊ Ｍ Ｎｴ こ娃又 は ｊ ｾ 他 の 材料を

以 て 榎 ひよ れ に 撒水すべ き で あ る 。 冬 期 氷 結 の J5 i れある場介には市) れ径を使川せす¥ コリ放

水 せぎるを n[ とす。 撤7Kすべき期I l lj(ま コンク リート打絡 f 後 約 7 R  111HTi : 佐治lit-とす。斯く

する時{ 立、 コンクリ ート をi長川Jt こ保7こしなるのみなら今 、 R)¥'; の 直 射 を 避 け 得 る こ と がH'，

ボ る。

特 ｬ こ気 ｲｦｦｬｬｬｬｾＺｪ き季節 、 風［ￆ んなる場合等には兇にこれ以 卜ー:長時 IHlにl - I って義生全1必す 必裂

がある。第 91品¥1 d毛は T. S. Green氏 カ; Ｒ 柿のコンク リート に ｊ就ての ｾｴ ｦ ｾｦｾｾ 消 果はこれｾ乾燥枇

ＡｬＮｾ にして試 験し ＿こものと 、 合 ＷｫｊｬＩｾ 態 のま〉で試験し＿こるものを ｉｾ ［ ［ｉ示し＿こるもの で 、前 キ ｦ の

}j は後ィ可ーよりもたなる畑、! 主佐示す が‘ Jイー拘; ? を士狩せば後{ )・の方力; } くなる強度を示すに 疋る。

以っ て滋 ｩ 作 ｈｉ ｊｾ 態にて ｦ 硬 化 せしむる こ とが普遍 ｮ ＧＮ ｪ に コンク リー トにた切なる影響をｾｊｩ ｊ へる事

力;'1・IJ るのである 。

( 2 )  温度の経化 ｬ 二日し保進ｾｾＴｩ ｊ へる事 、 がＺ試に持せしむると Ｂ林圭 に州 Ｇｊｉ に ｩ ｔｴＺ )くなるうt

である。コン ク 1) Ｎー トが静香 ［ｾ ｎｬｦＧ 又は硬 化 ｉｉｊ ('oJ it の 時 に 於 て も 低i胤! 支の祇備せしむる こ 七は

強度に少から十 、 ｊｾＧｾ ，呼ケ ｲ Ｔｩ ｊ へるものであ る 。

セメント設の乏 しい Ｑ 有料な［則子＿のもの ｦＧＭＧｒＨｾい ｩｾ ｩｬ ｊ Ａｴ の［［ｾｾＮｾｽｾを Ｚ材 ｡ しくＧ交け るものである。 ｩ 吹

にさら1例外気が- 3つC以 下 に あ り で は 現 場 に 於 げ る コ ン ク リート 打 作 業 に はi MEl の;泣備を施

寸をロ ｊ とす 口然らぎる場 介には コン クリ ート 内の水 力 ｾ ｩ ｾｩ Ｇｾｾ ，Ｇｻし時に はコ ンクリート の ｪ 州 哀そ

3 へ も 誘 致 す る窃fTがある。

凍結に よるコンク リート 強 度 の 低 トーを 肋iJ トーす る方法主しては

1. 高級セメント の使 IIJ による (Il 1! 化の促迩

2. コンク リート打方後の{ 料品[

3 凍 結防 11:並に似化促進を円的と 寸 るiIt 手l円相lの 使 IIJ 。イ11. し妓紡づンク リー i に 於 て は

Ｑ ＭＺ 日己 Ｑ 昆手 Ｑ Ｎ Ｑ 剤 ｬ を Ｑ ｾ ｊｊｊ せ玄る こ と

、2 1 XII 



4. コンク リート断面を飴分に大にして依淑疫の内部への伸播を i! 主延せしめろ

第 10陥l表は A. B. McDaniel 氏 の英生中の調度1こ闘する研究の一部にして 、これは水セメ

ン ト比70%調合 1: 2 :  4  ( 軍最〉のコンク リートに就き、 養生中のf瓶度ーを数冊に分もて試験

し? こるものである。

第 川 Ir"tI 1去は施工月の出! 立が; 拶押を研究し! こるもので、古 IJJ 輔 七l l:: の熊本に於りる笠験で

ある 、冬季施工のものは水セメント比の如何に拘ら- t ' 1 i 季地工のものとの強度の差は樹投

なる ものがある 。殊に賀際現場に於げるコンク リート 打作業に於ては更に大なるものと考

へて良から う。

(  3  )  コンク リートが充分硬化する迄民動及過分の荷車等舎がlへき' る椋保護すること 。
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コンク リー ト打終了後 3 日伶 は 共 上端 を歩行し或ひは重い材料を置く こと は厳禁すべきで

ある。殊に簡単等を)JII へコンク リー トに範裂を生ぜ F らしむる様注意することが必要であ

るo :/ft!枠の組立が堅オこならぎりし Tこめ i丹充に常ってコンクリ ート に誌動ぞ輿へ、 えは型枠

の取外しの時JUI を挟まつ 1= ) . め附造物の強 l支を著しく i成予る様なことの無い様に注意すべ

きである。

( 4 )  大1院の嵯化lこ到してコンクリ { 卜の銘川 I( ! I を保護する こ と。 コンク リー トに H 光

が直射 し又 l立大風が吹き 付 けることはコンク リート が過平に乾燥せしむること〉なるから

埴首なる方法 を以って共生存より遮断すべきである。冬期* ，i3えは寒風に 1-; しでも相訟の防備

を施さないとコンク リー トが氷結することがある。又牒 I:! : j に到 して麹' 品・なる備へ金興へな

けれは. コンク リート 断のセメントぞ流失し其rrtl ' l ' l を齢"fJfi 射なら しむ るものであるから{ i - :

立すべきである。

( 2 ) 型枠存置 期間

型枠 の存置期1mは天候の良否、季 邸、 コンク リー トの配介比及7J C: 在、 セメン トの駆類敢

に英生法の適否。構成部分に依 ｢ 一 定しないが 、 可及的以く ｅｾ 枠内にて硬化せしむるれは 。

好結果をナ得らる 〉のは論今る迄も無いことである。要はコンク リー トが設計強度に述する

迄制強の意味に於て型枠を存置すべきである。然るに ｉ ｦ［Ａ Ａ枠に Ｑ ｭ 充し ｔ こるコンクリ ー トｻｴ＾ｾ ｾ＠

構成部分に総じ材11を摘11¥して一 々強度会試験することは不可能であるから 、大悼の期1m

を恨定 し置くことが必要である 。兎に角Jf: x . 外す時は氏物につき調布の J _-_判定すべきである

建築撃千 ＿ の標準 Ｑ ＺＱＺ桜井に於ては之等の諸貼を巧 ｉ ＮＮｊＡＺに入れて 、 Ｑ ＱＱ 科 ｅ の存置期 間 ｾｾの 他 を下

の如くにキ宵定してゐる。

(  1 )  J f，I! 枠! まコンクリートの打込み後別去の期11:1 {t>来日過したる後之れ 全除去すること。

似し監 Ｇ 作技 ｦｦｲ ｬ ￮ の惰ポにより共の期 Ｑ ｪ｜ Ｑ ｾ 延 ｋ ー することあるもの主寸口

叉高級セメン トを使 }I jせる場介又は軒微なる椛造物に r.J しては112' 将校( : J ji の承認を? れて -J I_:  

の期間を鋭献することを?得。

( 2 )  ｽ 担枠の除去は ｾ ｪｻＭｾＯｴ 千技 ＨＺ ｉ ｪ ￮ の承認を純て之を行」、乙と。

(  3  )  餓筋コンクリートの床 、 ｪ 将棋共の他の杭匁 ￆＺ ＭＱ の 卜 Ｎに引枠を泣くる窃イ＿にＨ［ｴ ｊ ｉ ｾ のｊｦ ｩ ｬ ｟ Ａ

枠制 ｩ 余去するに先了にも 、 共の下附の主要却Ａ枠全除去せｾること。 刊 しコンク リ ート打込後

2) )  ｻｴ＾経＿こるもの 、 コ くは Ａ ｈＺｩ Ｇ ｦ 子技 ＨＺｲ ｪｩ の承認を Ｊ Ｈ ［ｾＱ こるものは此の限りでない 。

￭ ， ｜ ｊ 建築事介摂 ｱｲ ｜ｪ ｾ ｪ Ｚ 椋 ｩＭ ｊｩＺ によれば 、 コ ンク リート の強Ｉ支は夏季冬季 ＩＱ ， Ｚに等 しく 得られる械

になってゐるか ら、季節に よって 別枠の存世矧1mを雄主! I する必要はないが、主!¥j 院が特に 1l¥

いn寺、j象1明の強! 主力tf専られな い様な場合もあるから 、J祈政な時lま:Jt:賀川に! 監じて11三位矧llil

を延す必要がある。

I:-:J 純セメン ト金使川 する場 f干の別枠イ1・位]明11:1¥こ就てはヨj;:-rご別段の定 めがな し¥ これは I' :: j

級セメン ト に ｉ ｾ 討 する標準蝋 絡 が存ホせ す ・ 、 共性能 の研究も 不 プ ピ分 であるのによるものであ

2 3  XI I  



るが、i也部宗薫氏の提案になるものを? 参考迄に 下記すれば

セメ: - ' 1 の 種 類 | 基 礎 : !il&.&榊 1] ¥ 版 下
梁 下

日蓮セメン ト( 腕 標 準 ) ¥ 5  日 7 2  8 日

高 級 セ メ ン l' I  4  日 I  4 日

高 燐 セ メ ン 1 1 9 日 Ｑ ｾＱ Ｒ 日 ｅ 2  8 日

( 最 近 セ メ ン ト ( I 向 山二 の で 同 期間 に 於 て ば に矧 勺 るべ き し)

のと思ばれる。之に側 L では今後の研究 lこr:r . つ可 きでめ' ..J '.，i

或は簡単に下記の如〈採る。

高級セメン トは普通セメントの弘、{D. し故{民間-. l : 5  n  [[¥1 

高嬬セメントは普通セメントの f. 5- 2i : 'L 111
.し28n  t:¥I.L'jJ Ĵ o  

ri: 古事項を暴〈れば次のilli りである。

l..!f;! !枠含除去する場合に はJI[i，プピせる コンク リー l のイモ;"，11分に絶Nl こ出動J I. 打i似せしめ

ぎる様相 ｩ 心 の沌 ｩ 立を ｾＮｎ｛｜ ＮＮｳ、＿こと 。

2.  .  A:.梁J t 他重要なる梁等の文枝 を除去する場合にはドI，jy，' i，¥の支キ1:よ 1) 側め 11
1
央・のえ; キ 1: lま

差支な き限 1) イ[-世すること 。

3 取外しを移り? こる別枠はl U" Gに繋j : ljl. をなしむeｾ＠ -j，くInl使川に似ならしめること o { II. 司

定の場所に過大なるｩｔＡｾ ｾ ＺｉｾＺ の ・ ｉｊｉｉ はらさ' る様作: むが必要であ る。

以 上研々なる{ 床項に鍛み佐行 LHまltM犬に :;@li U; して J f，I!枠のイl三世一期1: ¥1{ t > 定むべきものであ l，

フ。

第 5 章 型 枠 の 工 作

C1 ) 加 工

摂板 、 文桔 、 桜木 、 桟ｾタ ｾｮ 象め川 Ｚ立 されに ｕ Ｇｉュ ｉｉ［ｾ ｉ に抜 Ｑ Ｉ ， ｪＧ 法 、 ｩｉＧ ｾｊｉｉ｜ ｫ しし州 Ｑ ｩＱ Ｇｩｪ へ板 は

内断、傍共、佐j 掛とし 、伐木lこ釘J [ : めとし運搬Jfd. J l二1!l!1，: IJ な が仰木に出11:，'，: て〉 世く 。

力刈加 ＱＱ 工 に首首Ｎりて は， ｩｪ 市［古＿に材材 Ｎ質の 良否をを ｾ ｦ照＿究 ･刊切目引別 ｬリ ｪ し ｊ ＨＧｪＺ ，十抜 ｊ友占必 色官首 Ｚ￬ｩ ，

し、仮設物と雌も工事泣 ｴ 捗をｾ ｰｦｬＧ 汗し ｩｊｴ 凝 ＮＺＮ ＱＺ の強 度ーを汁 ｮ し Ｓ く は 入荷に ｩ Ａｩ 険金Ｏえぽるｾｦｉ ｾ危 ｉｊ 六

を生じない様にする 。

C2J 組 立

Ａ耐久 里 ｾ ＺＱＧ Ｚ で使 ｊｉ ｊ ｱ ｊ ＱＧ ｩｾ ｦ ｬ ￯Ｚのが Ｆ Ａ Ｏｾ ｨ 、 撚 ｴｬ 弓 ｈＺＧｾ ｆ｟ すユる 事なく Ｑ ＱＮ つ ＭＺｊ Ｈｉ 司使 ｊｉｊ の場介力Ｑｉ Ｎ ＱＺＪｉ ｬＺ、工千

ｴＺ ｜ｬ の追加 、 材料の 供給 ｪ えぴ 冗ｾＺ ｾ の諮 問を制度に首｝ し 、 射ｊｬ ｉｗ Ｍ ｛Ｚ を迫ひて ｊｦ ｬＱＮ ＱＮ ｪ 、 取外しの側め

て例' j .' ，択に施r _ し得る桟な方法で組光てる。

従って仕 口 は ＱＱ 止も問 Ｑ ＱＱ に して Ｑ Ｑ つ Ｑ Ｚ ｜ ＱＱ Ｑ かない ｻ主総 ｴ の流 ｈ Ｇ ， 漏決なさ Ｚｲ ｬｾ {t> ｾｕ ｪ せねば ならぬ 口

C3J 取 付

｟ ｨ ｬＦ ＱＧ，号車 、 朕力ｾーによりｻ波威 、 折お ｩ 等 ーの ［恐 Ａ ｌ なさ松 プ己分段ぅ ｩＧＺ に施工し 、 ｊＺｬＮ つ ｊ ｉ Ｉｉ｟外しに於
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て別枠材及コンクリートを 彼損せ ｾ る様容易に Ｑ ｊｪＨ外し得らる ｨ 校に工夫する 。

一般に 1取k阿f小‘

充分緊結する口

以 下 前三 項に付き ま 開村i浩別に 記 述する 。

(  1  ) 桂 げ l粍 〕

ｬＮ 摂桜 内 ｼ自 ｻ傍 Ａｕ 臼掛とし ＱＺＱＱＱ 深なく突合せ幻の ・ Ｇｉｾ ｩ t叫 1: 111に 刊 の 他 l白itまl4<i!i :Mに板りを )m

へ? こる I1I とし民本l，iJ刈にi J i i ｋＨ［￬ ｾ 長校に 後 ｸ ー は ｴ＼Ｎ ｊＮ 慌に軒く主 ｦ 11:めとし出11.:"': 後 長 時 に ポ

ーJ レト純矩桟に艇かひとする口

主主に襖｛ま 凡 て堅ｾ，ｦ，Ｚ［｜ く は俄製を 川 ひる。郊 ＱＰ ｉｩ ，［［ｉ参ＩＡｾｻＮ

2. ［｜ くは ＮｬＺ Ｑｾ 桜は Ｑ ｲ 頁に ｱｴ じ 、 住本は四本 ＩＱ ， Ｚ 等 ［Ｑ ーとし Ｑ ｾ｜ｩ ｊ ，Ｇ［Ｇ｜Ｈニド Ｑ ・ ｪ 釦 Ｈ 住と ＢＧｊ hX"  iJ似の 小 J iーを?

s幻L一j止I

時 ｩ削 ｦ刊 Ｑ Ｇ ，Ｚ市 ［Ｗｉ［ ＿［ の小 ｆ隙京をを＿イ ｪｻ せ ｆ しめ 、 Ｎｊ ｾ ｉＺ ｜ｉ Ｈ こ艇 かひとなして純 ｪＮＩ ける。お ＱＱ Ｑ 凶ｼ参 Ａｉ 仔

3. ［ 陪本Ｈま四本 Ａｦ､Ｇ￮ ｊｬ ーとし 、 ＱＱ 州正に ｬＺ ｲｊ 隔ｾＡｾ ＭｊＭ ｉ 尚 ｼ に撮り幻 ＱＱＺ めとし ｩＡｅＶ 後 ｡ ド ー ［ ｜Ｍ トにて和 ｩ Ｇｩ

ＱＮＩ ける。抗 ＱＲ ｉｩ ，， ［ Ｑ 参ＮｉＡｾｻＮ

4. 長 HJ こぎJ しては有I i ＧￌＡｊＧｾ、え Ｚ佐 佐 四 附にするのが 使 である。

I r貞に於げる長持の l勺而にえ:杭 を添へ矩技との 1: ¥11¥京に J31全力、ひk Hえ:t 1:  i - ' 泊してポ

ール ト締とする。

相交はる桟のＡな也 Ｑ 主任むの型 ｬ ｩ に 於て初心Ｚてられる似がある。第 ＱＳ Ｑｩｩｾ Ｑ 参 ｈｾｻＮ

5. 3項に於げる守二l三十支本の外rWJ 四 陥 に 於 て 支持 を添 1mす る場介もあり ，件fi'i i J I..: 文 杭 をj必

して時本;に ボ ールトおii とする口市J項 目 肢 の 円的 とねJ 1 更がある。郊 141前!参 HU.

6 前 J頁f変川のボール トを 銅 線 & 健 全 以 て よ に 換 へ、 ， Ｇ ｪ ｴ ｾ 軽減ｉｩＧ ， ｾ＼Ｚる。部 ＱＵ ｉｩ ，［ ［ｉ 参｝Ａｾ ｾ

7. Ｓ 項に於けるポ ー ルトを銑 ｾＩｪｬ iえぴ艇にて位換へ、ずi: 附 fe. j ｴ こする事が ｉ ｉＧ ，ｾ＼Ｚ る ｯ Ａ［ｦ ｾ Ｑ Ｖ Ｑ 品 ｼ

参! l f {

8. コンクリート の 附 f{ j、ヅミ鋭なる時は J f; '!枠 取外しコくはコンク リート Jy1充に抗って{ 波打i

コくはイミ 足全米し易し 、一 般に隅角をノj 、l市JI)( としてよを j象ド;}j する 。 小 [百は451主のご匂:

遊の角形とし 、 知 Ｑ Ｑｉ の版 一 仮に釘 ｲｉ Ｚめとして Ｉ ｭ 工す る。郊 げ ｬｩ ，［［ｉ参 ｈｾｻ Ｎ

-市立に柱の取阪桟等 (;1 ｮ ｦ もさ ｊ 勿 として ｩ 向 Ｇｴ ｮ ｾ こ再川し作る松 ｵ として世〈 。 例へば ｼ て ｉｗｲ｜ こ漸

減し Ｎｆ ｌ 柱 の＿信頼 統 一 的 なる場合の虫 ｉｉｾ は摂恨の壮大訟の外叫 ｩ よち ＱＱ 民共和 Ｑ Ｇ［ (1 を減少 し得る 虫fI

〈拡幅 li の減少方法にJ " ，jij へ争lil K 訟を子 J!)( 1・j け必要に肱じ外端よ1 ; _ .j" . j づっJI)( J，1トし lヰ川し件る

掠にする 。

rR. し差僅少の場合 lま傍手斧研、鉛掛とする。

桟は Ｒ 項に於けるカサ川 、 ド Ｑ ・ ｪＭ ｬｪ ｩＧｩ ある場ｻ Ｇ￬Ｂ ｴ 立中ｨＧｩ ｛ ｬ の埼 化 にｉＮ ｲｦｴｾ じ顎の ＱＧＱＺ 世会鑓へる。加 Ｑ Ｘ ｉｩ ， ［ Ｑ

場とIl f {
す い

認に Ｒ Ｎ ＳＮ Ｕ ＮＶＮＷＮ 項 の 如き場合ｻま堰板 を ｦ ｾ ｽ 陰の ｮ 打 とせ今 、 ｴ ｴ ｴ ま可 動 ｦ ｬ Ｂ ｪ に してＨ板に釘・

2 5  X fI 



制 2附藤田

間

第 13附 田川

第 101品ij

回目ー

許第IS附

務

お ｉｉ ｉ［ ＧＮ ｾ _ .>/ _  II f" 'l1U  

州 第16間 'IB ｡ ｾ＠

fl ｾ 竺 主翌土 ｢
口

第 171剣

ｩｉＺせ十〉取外し共 ｲｯＱ る平手易な ら しめる 。 Ｑ Ｎ Ｔ Ｎ Ｙ の如き場介はまｾ［Ｚ溢陵に釘 Ｑ ＱＺ めとし 、 長遊牧

傍陰釘，t1: ＺＺして混 ｾＱ Ｑ ｈｉ ， Ｍｉｪ＼Ｚる 。

(  2 )  [員J tt 

同 ｬ 柱は板市 ｮｉ 長片をＡ援 ｾ ｎ に ｽ ｉｊ ひい ｊ ｬＨＺ ｉ ￎ 瓜 ｬ 弧に介せ傍 Ｉ Ｑ ，Ｚ飽掛とし術指せしめ、 ｬ 終に数 ｩ 判 的二

日IJ ｴ，桟木内側に釘 止 めとし、 ｊ ｉ ｩＮ ＱＮ ｪ ・はＮｊＺ ｦ 本を束ね合せに コ くは添牧、 ＧＡＺＡｸＡ ま突附けに ｴｴｻ Ｇ￬Ｇせ ｾｰ と

はボ ーJ レト 11:めと寸でる。摂板は桟* HII '.め又 lま傍|世主 J打或は 一二ifi Jt Jl J ＺＺし内寄与物の流 ｈ ｾ ｉ ぞ

防止せねばならぬ。第 Ｑ ＹＱＱ 品 ｬ 参ＩＡｾｾ

桟オミを鋼製バンド コとは銅線ク ランプ締に換ふる場介がある 。収板は傍陰を[ 打 X( 主n1i '，'，1. な

る桟木に釘ｊｉＺめとして Ｗ Ｑ 予献金五確に保持せしめる 。 第 Ｒ Ｐ Ｑ 刈参 ｊ ｈｾ

( 3 ) 桂 頭

1. 桂の梁に 1'Iする開 口は耐員後コンクリー トItJ に介せ成は) 科医J' メ-t' i成じ挺コンクリー

ト断商の成に 一致せしめ 、楼オ木((はま梁均取日

第2引1. 221尚参J ! H

2. 桂、開r1中t，lj {  Ａ 後 ｾ ｦ，ｾ枠外 ｦｬ Ａｬｪ rlll こ1州立梁担!枠外J;¥Uこ ( Ｇｍｾｬｪｾｾ 板下主主の ｊ ＧＯ ｜ｲＧ ｩ 成じＩ受伎 、

開口 板yj叫端iiA山;1U:1; とC It'川11ι{十. -(にこ才打r 1.付.jれlけ?人、 捻成似 ｦ傍万斜に ｊ快次 ｾｴＨ 泌九し村粍 Ｚ 収板 内 而に ｪ悩揃古副前 ［ ￭ ｪ へて Ｑ利Ａ 心日 れ Ｂ｜立、

第2引1 . 2お31ド凶i布川叫[ 直;gl品l参j照Ａｾ旅 {校{  

3. 梁に ハンチある場合はIｾｦ ｾ 口 組 ｬＮ 2. J"f' iに市じ 1:芸能より持j去を右足11
1

，せしめ 、根板年主張

とし 、 ＡＧＮｲＺＡＺ Ｈ ＡＱ Ｑ Ｑ 板庇板を受け し める。 ＡＺＨ￭ ＲＴ Ｑ 吋参ＩＡｾ ｾ

XI I  2 6  



4 ハ ンチ桔巾 に等し き時 l主1距に ハ ンチ 民板を襖11- . めと し、側 板は柱 よ 1) 持法ち に突 11' ，

せ しめ 、持 法 りょL0・文中Eに交け しめ叉は柱 哀 桟 に ポ ーJ レト締 と して梁I f t IJ板 、底 板を? 交

け しめる o !:i ¥25. Ｒ Ｖ ｉｩ ， ［［ｉ 参Ｉ Ａ Ｈ ｾ

(  4  ) 梁

ｬ 被爆 放Ｈ計 ｾｲ ［ ｊｊｴ に 伐木にｩｊ 11:めと し、底右足、側 似 た ・J' rt 111: tこ)J11二lてし、ノj 、梁 間 n を附 し

ｦ 枯 �ｾに ｩｪｬ ｜ 十 Ｉ il !l Jf.lt にIH IXA長J.-:.. 交を取十j け、要所 ( まえ:中1:に交付しめ出IJ 立つo ＡＺｩＧ ｾ Ｒ Ｗ Ｑ 品 Ｎ ［ Ｑ

fJ!l J  ｈｩＨ ｩｬ Ｎ高 村 正 を挑んで Ｊ ｉｬ Ｎ ￺ Ｚ て氏 桟 ｦｉＡｬ ｊｦ 誌に存 ＱＮｾ ｩＧｬ ｉＧ， し ｍ を 於 て主 ｊ ｊｉＺ めとし 、 Ｊ ｮ 反 根木 交は

交 桟、腰 掛 持 IP，し3くはil !l J住に 杭 に主J l I:めとする o ＡＺｩ Ｇ ｾ ＲＷ ｉｩ ， ［［Ｑ 参 ｊＡ ｾ ｾ

Ｒ 支 ｦ ｬＺ は頭部持必 Ｑ Ｉ に ｦｴｻｾ せｩｊ 11:めと し、!内部 は 腕、砂] 布、 虹iE機匂: にて 71¥'1三に均 し

中川 は 桁、筋 j主を iソ、て摩川IlこI，'I¥め 卜.. ;I&f，lf 'p: 、振 動 に 到 しー街全を期すべ く、文 科: は川

国 l日

ttt-寸」

第 19附

由工 主

い
倒

与

、

h

a
j
'
f

 

ＱＮｂ Ｒ Ｐ ｾｪ＠

第21 rr:.; j

五車肴11

〆的叫投 目マf 辺倒11

オ1 ト

第 22開 第 231日i
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( 木材は， ｾＮＨる限り買ー直の通物全用ひ桁筋遺ひ、板間 、 は避け分厚 ｔ よる材料を 附ひる 。

ｬＮｲ ， ｾ［ｬｬ￭ｾ イオ ー とし て手 ｉｊ ｉ Ｇ ｉ｝Ｉ 己むを得すも継ＭＱＧｾｲＮＺＧ ｉｉｊ ふる場［Ｇ￮ ｌ Ｚｴ ｈ ＱＺ 断 ｉｉ ｾￎ ｾ 材め さＧ る枝 且つ えＺ キ Ｑ Ｚ

断面以 |ての商積める i:s +: ｾ＠ ｬＧｊ ，て紫給する 。 第 ＲＸ Ｑ ，ｾ，｜Ａ参 ｈｈ

3 穴梁側椛はノj、梁 とIri J成に小i'#: Il ¥l lこ於て 'ql. 併を?日 'J け桟ぞ下方に持一閃し 、下部側板の掩

と ｪ 直結 する。江 ｾ ＲＹＱ 川 ［ Ｑ Ｑ 参ＮｉＡｾｾ

4. Hit 従の 外f! !11は町住? 失川什しめ 、世トf ! 1I] 、f ! !II H に紡i主11: めとして flll] 似の特例、{:多則合

防 " 0  ｾ［ｪ ｜ ＳＰ｝ ｩ ，， ［Ｑ 参 Ｎ ｉ Ａｾｾ

目反ＱＱｾ＠(  5  )  

1.  ｱ ｾｮ 反は根ｊＮ￧掛としハンチノ ｬ 、 なる場介は ハ ンチなき士お介主 ｬＧ ｩｊ 服 、 ｾ Ｓｾ J.-: にUJ :fi 1に} f ll:め

ｅ し 、 棋 ｊＮＨＨ ま ｾＱｾ J，( .立: X. (.1.ぷ1' 1 にえーへさせる。

ハンチ l Jよる場介( J . 1HJ.( ｲＺ にＧト泌をナ匁け ［Ｑ 立し 、 ハンチは ＱＱｾ J，..:.. 1えにて力lI i成して車|い'，: つ

似た )'H 、決は'jkllH小なる Ii !jーは"V:; くは決の11U..:.. 交に ul i K匁!i I主し 、リ:Wi¥1 んなる号J 介( ; 1 '1 '  

1I ¥l lこえ十1:¥こて 'J:. げしめ 、11_: に I'，"&f，:i i官、
j
え振引に ，M.] へる政怒川に禦:'f. ，' ii- る。山31I i，，;1

ｾＮｉｉＺｾ＠

2. 彬阪は 1.. ，i' IIJAf:?l ，i!臼掛、宅起ノ「f に村U": "l : Hi I : めとするも 、小 i:;!; 絡をなすn.'f (叫iill予( : *". ，'，: 

て ｈｾｊ 版、Ａ託収に・栄ｦ｜ Ａｉ ｊＱＡえをつぶ附し・ Ｂ￯ｴ f¥i: として JI'.{ 什 < Ｇ ｊｦ がある。 ｈＧ ｩ Ｇ Ｏｉｾ 1; ，(1I に枠組をな

し似合釘i I : めとし 卜: ，1占; 行州市に，nHへしめる。引321川|参.I! ｾ ｻ Ｎ＠

L

I

H

 

-
-

L

 

・
t

• 

ヲOcmx  180c Ill  X は 60c III X  180c1II 材f の J が; ( こ枠 jえIj' 時金利み 、取収えを釘 11:めとし 、

ｾ ［ ＧｴＧＺＨ叫 ｬ ミ ｊＮＨ Ｈ こ代川せし めノ ｪ 、 ｪＺ［ｾ に架 ￬ｊ 立し ｫ ￭ｊ 打 コ えは鎚 ｩｉ Ｚめ として Ｑ Ｑ ＧＮｻ Ｑ ， ｪ ける。

3 近'Ly，Ａｫｾｦ ，Ｈの ｾｉｉ ち Ｇ ＱＧＮ ， ｦｴￎＨ･Ｎｪ なるものにあ Ｑ ，ては 、 パネルのＪ Ｂ ，'，: 法を咋川す るc

パネル式にしてノ ｪ 、郁分 伝 ｾｭ ， ｪｬｾ せん ｅ する場合は枠 の陥 ｬｪ Ｈｩ の ＱＧＩ Ｑｾ 分に於て ｉ ， ［ｊ ・材料金泳

機ぎ して延長する 。 ｾ｜ ＳＳＱ 品 ｼ 参ｾ 11: 1  

Ｔ ＮＱ 椛段 ｉｾｾ 版の ｊ ｦ， Ｇ Ａｴ Ｇｴ Ｂは ｬ 可 ｩ ［￭，ＺＡに ｲｩｙ ひえ Ｚ村、 Ｑ ｈ ｊＮＮ イＧ乏をｾ込み， ｩｾｉＡ ｘＺ ， ｈｾ ｊＮＮＮＺＮＮ に主 ｉ れー として ， ＧＱＴｦＡ ＡＡ｝ に

十 ｦｩ を＿架 ｩ 度し腕刊 ｉ ｊ ｾ ｩｉＮＮｪｻｾを ｊｬｩＱ Ｎｊ く 。 江 ｮ Ｔ Ａｩ ，［ｩ｜参ＮｉＡｾｻＮ

腰F
-

Z

E
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(  6  )  

1. 1; :，' 1- '  Ｈま 一 般 ｬ こ取 ー板杭 張としえ［れに主 ｌ ｉｉ ぷ〉とし 、杭 岐に大幻・ ｬ ｲ ｾ え は 鑓 ＱＱ Ｚ めとして筋 ｬｬｩ に

て1i l :世を'，'，- 1光し /I'- み燃れ、仲間ゐ存在? 防ぐo ［［Ｈｾ ＳＶ Ｑ 品， ［ Ｑ 参 ｈ ｾｻ

2. 斜文位、版起し守r の川ひられぬ場; 1' (ま!:丞材 を民1，'，- 1Ｈこ主主込 Ｗ［Ｍ 、ＮｪＺ Ａ，Ｇ ｴ 桟を， ｾｱ げ ｉￎ よりボー ｊ ｌ

ト Ｓ くは 銅線材 ｦ とし 、 ＴＱ そ ｊ Ｇ［ ーをＧ イミ 培な ｬ ，しめるＧｦＮ ｾ Ｑ ，， Ｑ Ｍ ，11¥1附のパイフ¥ ナッ ト3くはっンク

'J . ートブ ロヅク或はJ L: Ｑ 也の悦製セ パレ ークー を ｉｉｊ λ 、べし ｄ ゐ ￭ｾＳ ＷＱ 川参 ｊＡｾ ｻ ，

Ｍ自立には制点本 ｼ ニ 、 ｊｊ￭Ｎ ｄｾ 台湾 ｊｗ に ｉ ｉ ｊ ｏＭ 、 ぷ Ｍ ［｜Ｎ ト 父 Ｈ Ｚ ｕ 判 ＪＡ￭ｴ じてノ ｦｬＮ み Ｑ Ｑ ・めをして ｦｩ￭ｩ ＮＭ Ｚ X  
〉

ｾ＠ fji :}li して*U.，' ，: てる o ［Ｚｲ ｾＳＸ Ｑ 川 Ｑ 参 Ｚ Ｎｉ Ａｾ ｻ Ｎ＠

4. Ｇ ｻｊＮ ｬｊＮ ｊｉＺ を銅線にてする ｐＭ［Ｉｪｾ ￌＧＢＨ主快かひ Ｓ くはクラン〆々 以 て締 ｈ ｬ ｴ る ｯ ｩ［Ｈ ￟ Ｙ ｉｩ ， ｩｩ Ａ 参 ｊＡ ｾ ｻ Ｎ

う Ｎｊ￯ ｗ 胞はｼ問 ＱｾｩＩ のｩＡｊｾ臨『に より ｊｉ ＧｸＮ ＱＮ｝ＧＩ Ｚ［ に対 化 がある ｣

)( 11 2 8  



信25;凶

ｾＱＲＶ Ｑ 品， ｩｾ
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第28a苅

ｾ￮Ｒ Ｙ ［［Ｚ ， ｩｩ＠

有';3 ¥1ぃ¥

Ｏ ， 小吋 ｲ 績の れ 他の場 ｾｴ Ｈ ま ド， ＡＧ ｩ｜ ｾ［ ， ｕ 豊 Ｐ ｦＮｩ［Ｇ［ 刊にボ ー ［ ｜Ｍトえは制線を型 ＱＱ 込み 、 ょに慌桟をＺ＾ＩＮ￫

i見に対日 iJ 主し li: H1-Y 組込む。

Ｎｲ｜ Ｚ し似 ｪ 亡 がゴンクリ ート Ｊ版 ト にある慰 ｩｾｴＨ ま Ｓ ｊ 良冴 ｾＳＸｉｩ ［ ， ｩｬ に ｩ｜ Ｑ ｜ じ 、 |、;';j¥%陪及斜文 tl

の!件，I! ， ｜ｪ｜ は Ｇ ｊＺ［ｪ Ａｸ にれー父ＨＮｈ ｾ ｊｉ Ｚ めと し ｬ 係十 ｩＧ］ ｩＧ Ｑｾ 十 Ａｩ せし める ｣

ド［ｉ， ｾ｜ ｊ 也 棉 υ コ ｾｉ ｉ 2<場: ¥' (，: t! I¥1起し 、IJJ ，I}f !，j¥は小.f ic(こ 鍛 ;Fllf 寸る。

主 Ｇ Ｑ 去 Ｚ ｈ 、 ｉ ｊ｜Ｎｌｩｬ ｩｾ の 舶はｩｊ Ｆ￮｜ｪ｜ を伐 本 に釘 ー ＱＱ ー め 父 ＨＱ 棋かひとし 住金 Ｑ｜Ｚ し 、 ｦ ｬＨｩ ポ ｼ、 振 れ守Ｚ な

き十五m，'，:つC み ￭ｾ ＴＰ ｉｩ［ ，ｦ Ｑ 参ｊＡ Ｈ ｻ

ii 七}i: 1申 立ベ ネl¥-yII J r ' 、 ベ ト，しはぷ ｔ を ｾ ｵ￯ ｬ 二位込 み 、 作を付 ｩ 伐に捻 Ｓ く は ｉＨ ｊ［ J  11: とし

紫IJIl{ 金物、 紛述 、IJ' IL起夕方ーを Ijl:II J し、敏i泌i必i.l ＱＮ 糸車料Ｚｾ幻 ｩ

(  7η)  1. 1

必E 位

Ｑ ， 附 ］ ，ＧｲＺｊ， ｾＨｩｪ 古は堰似悩 Ｈ￭［ｫ に出水に，￭［ ｲ ＮｊｉＺとし 、 ｪＺＧｉ 遊 ｊ ，己 ｦ 礎 ｉｾ ｩＯｩ t-J にf了せぷ必Jた舵 IIJ に桝似似合

事長へ て先 制縁 を什 ｲＱ ・ ｪ け 、 Ｊ ｵ ，Ｇ，Ｚ後 日 ｉｊ ｾ [lJ ん幻打ユくは鎚 11: とし、 11.
1
1'七より泊宜銅線にて 1'/

ＱＱＺ 台地す 。 ￍＩｦ ｾＴＱ ｉｩＧＭＧｬ ｬ 参 ｊＡ ｈ

Ｒ ， 傾斜 Ｉｩｾ Ｈｬｊｴ Ｈ まｾｩ， ｾ 溢基礎十七 ｊｉ ヨ凶 ｩ に揃へ ＱＴＴｙｪＧｩ ， ｬＦ Ij ＧＯＺ｜Ｑ Ｑ こ住金 ｊ｛ ､Ｍ ｊ 、 ｫ｀ ・ｾｾｊｩ溢の校 ｬ こ誌が ひ

2 9  X II 
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端桟に ｮ 止とす。［［ｲ ｾＴＲＱ 鍋参 ＡＡ ｦ ｻ

3，辿制基礎成の低き場介は竪桟を? 枕打として堰板t削長に ll il. H ＼。抗 ＴＳＱ 晶ｼ参 ｽｈｾ

ＴＮｩｬ 主税樹立 ｴｩ ｾ 礎 ＺＡｬ｟ＺＡＮ 皮尚く又は ｲｬＱ 大なる場合は必Ａ枠の移動、Ｉ下み、燃れ 、 持倒等［を防ぐ

得斜路迷又[ 之 JJ包起して }IU、、 lt等! 可1斜材』対抗桟にJ ; f 5 くは拠JIてとして模元は抗えは受

版 lこll :x.付ーげる。

此の方法 は 位、明 生 存の必礎に Ｑａ し ｩｬ 止も多く係ｊＮｬ ｊ せられてゐる。第 ＴＴ Ｑ 品 ＺＴ 参 ｈｾｻＮ

( 4 ) 運 搬

J f，I! 枠材料は加l工場に 接近せる問所に以滑なwを?"文り 、谷村別に I以11- ' . に伎なる必1< 貯鋭し

ｊｬつ Ｉ ｊｉｪ Ｇ Ｚ 仁後ｻ持｢ｌ立 ｉｉｉｾｩ 序に従ひ ｊ ｬ ｩｬＮ ｴ ・ ｊｗ むに巡搬 して ｊｬ ｩｬＮ '1トし後も ll i l . 市場に 再j材、場外搬出金区

今し、 J件宇部 j -均'iL凶f付l白削〉

1仇h伝kは ，、 ι竺で 人にて i辺i辺辺i正; 搬し1件4斗} るk如JJき jた〈さ 1吊RR:t却対d止: をぞ?松枚!{i叩I f 三にする。

( 5 ) 掃 除

ｊｦ､Ｎ ｊ 後 は ｪ 示板 、 娘 、 明 、 伴 、 ｊ 制定等コンクリート ｊ 汽充にシｬ［ｴ，出挨ｾ Ｎ ｾ他の ､ｾ 線 物 全 ｩ ｾｦｍ し

ｊ 行 プ ￫ に Ｇｩ ｾ ［ ｾ異物質の ｩ 比へを制 ｽ ｊ 避ける椋にする 。

刊を、住守［の ｩ 従さｫＮな るものは 桜花に Ｎ ｨｬｾ 除口をぷ Ｈｬ ｴ .1ft-Wせる/1，i ( 伴、本 J ｾ 杢 宇佐 ｉｾ そ示しなけ れ

ばならぬ口

( 6 ) コンクリート打前の手入

I泊・遠の掃除に :j，くぎコンクリ ート Jnプビl白;前に7ki.先立立に地伴にプビ分水分合吸牧せしめ、コン

クリート凝 l?i lNJの水分に不足全米さざる椋i主立。

fH. しi! R 結の恐れある場fTは湖水をj ; ) 、って之に代ふる事がある o ＳＧ ｩ件・般には ＡＭＮ｜ｾｦＴｾ は再度の

Ｉｉ Ｇ ｊ に 供すべきである ｉ 枚 、 コンク リートの附＿ｲ ｨｴ￯ ［ｊｾ板 ｊ ｴ 他 の 不注意を米す恐れあれば袖の類

(イ I ｩｦｨ 、 ｉｾＺ 月 ｉｬ ｾ 穿 Ｉ合 以 って五分泌￬ｴ｜ ｕ せし め 、 コ ンクリート の 附府 Ｍ ｨＺＺ を減じ ｪ 1っ使川後の糾

邸i : ' 察めならしむる :Jcカサ F要である口

( 7 ) 再 用 方 法

J目仲再JIJ は従前fl"J Iこ11止も必要且; } . ) 服すべき 111にして 、)111斗: 組:u: 、Jjj( 1・J 手入の i 州 1: により

影響甚大なり 。従って )JII 工時には liiJ - ‘ 建物の/1 11 ｾゼる限り多純凶に渉 ｾｭ［ｭ し作る ｾｊｉ ｾ＠ ¥判長:

に寸法 JI :b) j ) ¥金決定する必要がある。

組J '，: に於ては取外しのJl lriJ -がi ' 常に Jラほして狛且つ控牛に組立て取付もれlf. :j の符l定金考地:

して要所会 ，;:ik4i: 1こ駁 4113 し、' ) じ出なる Jl il. 付を巡り、JI Il. f 卜し寄与坊に紙十II の僅少なる如き方法全

以ってする c

特に l自if}t l6' t き場所に於ては型枠単位IHJの配ダIjに 注意すべきである。

明充前の千人作業は 、 コンクリ ート の附清僅少に取外しに詰って糾鰍の答易なる虫f I き方

法全 ｭ ひ 、 Ｑ ＱＮ つｻ波打 ｩ ￭ ［ｦ， ￭ ｊｗ の Ｈ ｊ ｾｊｉｊ ｝Ｎ は ｾｻｻｪｪｪ に常時阿 川 し得る桜整沼 ｈ し て世 く 。

3 1  XI I  



型 枠 の 仕 様 書第 6 章

料Cl J 材

コン クリ { トに接する型枠は木製叉は餓製にて 、査 を? 生す・る 民 れなきも の とし 、(  1  )  

商は.71三滑に なすものとす。

二本製の反板は 2c m以 lての j手伝有し 、抜邸宅ーのWt )).J}i なきものとし、 i上1-1は合iたりと( 2  )  

す。組立1i H半、餓製)5叫

円及 ＺＡ ｾ の 柿迭 を鎚 更す ることを得。

一度使 ｙｉｊ し ＿こる ｊ￭ＧＡ 枠は ｉ ヰぴ之を使 川す るにう ｬ ｊＩｾもコンクリ ー トに接する商金荷姉( 3 )  

す るものとす。

ー 』

」ムr  2  J  *Jl 

ｬ 叩伴ｻまコンクリ ー ト の Ｈ ＱＱＮ世 、 ＷＱｾｗ｜ 、 寸法に ｩ ｬＺ Ｚしく 一 致する服組立つるものとす 。

型枠の悦也、 ｍｍ 氏 、 ス ｊ Ｂ 訟 を 正確に似 つ＿こめ滋 ｩＧ ， ｾｩ ［ なるえ Ｚキ Ｑ Ｚ 峰 、 ＱＱＱ 可木 、 繋ぎ 、 ボ ー Ａ｜ＮＮ

1- .  11¥1目的) ;-等を侠 }I J するものとすo

ーノl

 

，
I

、

(  2  )  

文中1: は際ITなる: 9. 泣礁の 卜. に‘立つるか又は荷主力: l U 接- 下附支柱に i
d
[主主する肢に『点 t

るものとす。

(  3  )  

型枠は衝撃を .W. . s 、ることなく l 4 J に於ける除去に| 捺し各部倒立に取外し得る掠

に設 〈るものとす口

( 5 )  

(  4  )  

主!枠 は モル タルの漏 11'，せ古る 枝充分析なるを裂 す。lI ¥m京は餓板共他 を以 て之を出

ぐものとす。

コンクリー時 的 の 開 口伝説り 、位 、 栄及 ｾＺｉ その型枠の底 ￯ｩｻｉｊｬ Ｚ 他必 要なる箇 月 ｩ には( 6 )  

ト の 打込に先立 ち ｍ ｬ￭ Ｚｩｾｾ え捻 在に 使 なら しむるものとす 。

1間十字は足代、遣 JI手主宰の.l! TZ設物と jili 絡 せ し めさずるものとす。

型車l布

( 7 )  

C3 J 塗

ｻＧ［Ａ Ａ枠 の 内 ｦ ｜Ａｬ ｬ に 塗 ｻｉｩＱＧＱｬ ｊ ｾ 依 川 する時は Ａ底 ＧＱ 子 決 ｮｬｪｩ の ｦ 九泌を要するものとす。(  1  )  

5主布 糊は餓筋の配世前によを? 塗布する ものとす。

去C4 J 除

(  2  )  

)fj洲町立 コンク リー 1・打込後下ぷの 期11¥1会経過 し? こる後之を|徐1てするものとす。 {II(  1  )  

し此作技。Ili の指示により 、共の期1 i ¥1を延長することあるものとす。又 fよi級セメント営化)JJ

せる場合、コくは軽微なる 尚治物に 到しては! 証作技(: lli の承認を? 経て共 のWIII ¥I 全短縮すること

11¥1  

基 礎 ! iil，故州Hl J I 版 ー1'- I 梁 -f

5  J:I 7 日 I 1  4 日 I 2  8 日

]別世{{-
キ宇型

ｾ Ｑ 写 。

XII 3 2  



(  2  )  型枠の除去は監P腎技r: rli の承認を? 経て之を行ふものと す。

(  3  )  鍛筋コン クリ { トの!末、屋根共他の横架材の上に型枠 を設〈 る場合は共の型枠を?

除去するに先立ち 共の下階の主要型枠 金除去せぎるもの とす口

但 しコンク リー ト打込後 2 月会粧 ?こる もの又 は監管技f: r l i の承認を?経 fこるものにあ りて は

此の限、りにな らす・。

第 7 章

( 1 ) 型枠の損料

型 枠 工 費

型枠煩料の算出は先づ共工事に使用すべき型枠坪教の算定金 必要とする 、之れが所要数

の算定は計霊園及共工事の工程表 により取付 、組立及再使用等の順序方法 を充分に調査し

正確なる教室を算出 し之 れに遁首なる 有1¥足数量{ t ' も見込みて li 在貨に 必要なる数量密算定す

るを要する。

之れが所要数算定には各何人各樟の方法あるべき も次表の如き一覧表的 「表」 を作製 す

ることに よ り最 も簡明に共必要教 を? 算! 叫することが出来る 。

品毛

118 毛 4専用究 所 妻 宅え 早尋用牧 割 合
γ 占全文
i . t 入、

f主町II /.:.田』

f長官 ヰλ 到 令

f 枝
1""""， 

2  ) 0 ヰ 2 6  S  T.平 / 06 ス

!tt， r[i 
1""""， 

/ 0 0 0  /  v̂  6  0 駒

， 

- Pg  
く

/ 0 0 0  之17 0  r:乎 ，f' oj. d テ d' '. 

ドノ¥ /  (1 C O  
f' o o ・ 2 / 之 "  

三 階 べ/ J、 / 0 0 0  d  0 0  '  

， 

之 / 之
"  

四 時
/々

I  C O O  [  0 ρ  之 / 2. '
t，t p / 叶 今ム p グ.

五! 日1/  _50  0  tf 0 0  "  2 止。 "  }.J ' γg 

5. 7 5 0 "  2  ，10  r  6 1 5  

"十 全坪数に劃する ，，' 1女歎 ー2809/5750= 0. 488 .  ..  ( A )  

， ｾ女 散 に謝 する 振替 数 ｾ 685  /2809 ｾ＠ O.  244 ・・・ ( B ) .  ーとな る。

今工程 のi制係、 卜. 基礎 よ りー附へ、地階よ り二附へ、 A 附より 三件11へ、了ー附 より 山附へ、

三階より五階へ夫 々梓川 し得る もの とす口

而 して他へ特別の際は{ 淡損及有n足の10.fl: 80% Ｈ ー 搬には Ｘ Ｐ Ｅ ｾＷ Ｐ Ｅ Ｉ を使 刷し 得 る もの

とし 、又入着材料は中 6 %  ( ー搬に は 6 Ｅ ｾ＠ 8  % ) が切端 t な りて使用 し得 Y るも の とす

般に 先づ基礎剤 250坪と地附用 1，000坪に封 し夫 々 6 % を精 し表 の如 〈注文す 、一階刷

の 1，000:1+に 封 しでは基礎より 250坪の80% 、即 ち 200坪を特別 し得るを以て、共不足分

1，000- 200= 800坪を 必要 とす るに付 800坪の 6 %増 、即 ち 848:1' ドを註文 すれば よい。

同様に特別を行へば上表の如く 所要数 5，750jヰニに封 し 2，806坪の註文 を以て 足 るを得 べ

し。即ち 全所要敢に封 し註文数は共 0，488に相官す。

3 3  XI I  



コく最後に 他 に振称fこる数世が 685月二な りとせば、詑文数に却する探4等教は 0，244である

而して ｊｾ 損料算 ｈ ｈ こは先づ ｊ 四十字の ｊＧｻ ｬＮ 一曲Ｎ坪に要する似絡を制作し 、 之れに前記一覧表の全

主半数に到する註文教の割合を乗じ? こるものを以て平均士¥; '，::I;IJm料とし 、更に使 )- ¥J 後 ( 中古〉

ＱＲ Ａ 枠の娠持 Ｑ 貨絡を 差 引き＿こるものを以て ｊｾ 工事の型枠損料とする 。

例へば

卒 均 唱 粋 損 料 新 ｴｒｺ ラｾ ｧ 粋 ｐＯｬ f)( x  ，元女重文の淵合 ( A ) ・ー・・・・・・ ( イ〉

，｜，古担枠辰 替 Ｑ 貨特新品ｾ粋 ＱＧ ， Ｑ 似ￗ弘ￗ振替数の制 合 Ｈ ｂ ｽＮ ( ロ〉

ｾ枠 損料 ］ ( イ〕 一一 ( ロ〉

塑枠｝｜Ｑ Ｑ 貨を ｾＵ Ｎ ＰＰ 関 Ｏ坪とせば 、 ＵＮ OOx  o.  488- 5.  00 x  ｾ Ｂｸ＠ 0. 244 

τ 2. 44- 37  

- 2. 07閲/J!f-

J 七 一喧表中緋則の割 合金刊号定す るに は工事工科の選法、 コンク リート細部 の 裂 態、

同一型枠 の 繰返し 1!1!月J 同 数、刻 枠材質の夏否、工 事l 十JJ -の; 也否 及 共イ也のIJ 条件営委

酌 し、従 来の経験により遡古? なる% 台仮定す るを要す 。

( 2 ) 見 積 資 料

当!!枠I妾蹴 l印ー ¥， Om
2
にまJ する諸材.1，、} の:数s:

大 工 手 ¥ J ; l j O.  17人 手 { 事 手 間 0. 070 人

バ ネ も 板 60011 X  180cI /I  0.40枚 パ ラ 板 360cIIl  O.  Ｒ Ｓ ＱＱｬ ｾ＠

，ミ '/ 360，. 川 0. 76本 ｴｾ＠ 木

繊 線 著8. 者10 200.g  セ バ レ ー タ ー ( 15r川〉

洋 釘〈取交ぜ 〉 180. -" 

別枠 接イ燭商 I，Om
2

に到する木材 の数量 ( m
3

) の表

子[示 品lt 14 0

ｾ Ｍ Ｚｩ を高 Ｓ ， ＰｾＳ ，＠ 6mの時はが)O，07m:.九 6，Om以上の時はO，09 m
31v. とす。型枠 倭

綱 商 I，Om
2

(こ劃する乎1m ( 時HrJ ) の表

|基 礎 | 村 | 照 | 床 l

1. 05本

2. 7本

i子;日fff 主主

寸 る。
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第 8 章 型枠工事の検査友監督

( 1 ) 概 要

コンク リー ト川浩物 の ＱＱ ， Ｇ ， ＱＱＯＺ は 内 ｬ 白￭ｦｩＢ ｈ こ は ｊ ｾ ＺｴＩ とさであり 、 表Ａ創的には ｾ Ｍ ｾｉ ｉ Ｇ ， ゥ ｫ 上りＺＱ Ｑ 手紙で

ある。

前{ ' f はまれに 要求 せられ仁コンク リー ト樹、11EにM討はる川閣ではあるが、如何に川j到 なる

泊二lてに依る もよを 保護長生せられる明枠 の良否に 、コく後者ーに於 ては勿論枠 の具否が直接闘

係全持つものでゐる事は論を作fこない 。

よ等に附する前支述l住Sのお利糾iUl 件桁J なる村柿L造i泣;没支訂目計i-(はまf使変川村料A及え-よ[ 仁作後のJ，ρJ出刈t，'J悟王|ρほ4 る史知1占t吋t徐念によつて初め

て岳但1枠のイ使変命に j辿l立立凶l'江t憾l

y式亡に行 lはまれ? 二r行作ご力が; 些少の イイ不:三，'(苅h立に j 剖k吋! して手科宇f部f司市1甘iに1紅工ひカがz生 じ、11' ，米?こ: 11手伝損ひ又は漏水

のTこめlこ生す' るi J :A:fxのみならす- . ，ＩＱＺＺ しきはモルタルカ［ 流 れ ＱＱ Ｇ ， す虫 ｮ 引 Ｑ ｜ ＱＱｾ 等 、 或は極端なる

場介には 一 部の ｉ 此壊する虫Ａ日 ｆ イ ， Ｎ 制こも ｪ Ｇ ｃｪｾ る場介も少〈ない。よ等は要するに ｾＧ ｊ 枠の ＯＱＧ ， 外 Ｔ

7こ後件古11知i除 の疎漏 にj たす・< ｊｗ であり 、 ｽｾＧ ｈＺＱＧＺ 除 Ｑｦ の ｬ ｔＨ 大さ は 二 ｲＮ作工程の過ノ ｼ 三金占むると 言

ふも過誌ではあるま L 、。

( 2 ) 材 料

Ｑ ， 佼川木村は ｭＧ ｩＺ ｩ ［ 乾燥材にして航れ 、 Ｑ 必 ｦ れ 、 抜色 Ｈ￬ｩ守 Ｚの ｾｕＮＺＺ 貯 ｩ なる Ｑｌｾを生す・る ｪ 長な きものを

撰ぶ事を?要 する 。

2，現場に! 也 じて餓製 n!¥)!s.¥'l " f [ の引枠の f.t ｉｉ ｊｴこｼ 際しては ＱＱ ＩＱ組等念行ひ 、 職工に Ｎｊ ｾ 音寺能ｾ充

分 初得せしめ ｊｾ ｦ ｩｅ ｉｉ ｊ ブ Ｑ 法を ｊｾ ｴ らな ｌ 、 十｝ Ｈ二日 ｬ Ｎ と「を主与する。

Ｓ ， 一度使 Ｉｪ ｊ しにものはｦｉｽび之を使 川するに Ｑ ・ ＱｾＧ 丸、 コンク リー ト疑活断の清J需は勿論、

ｲ，Ｍ ｲ ｉｽ ￎｾＱ け ｕ ＱＡｬ ，ｪ ｆｬｽｪ の ￚ［ｅｉｉ ＱＩ見 ｲｉｉｂｾＱＮ i " させて世〈事力 Z得淀でめる。

( 3 ) 組 立

J  ， ｽｾ ＧＡ枠立世に ｩ［Ｚ［ り では ｊ ｌＺＱ 立世 一 、 ｲ Ｚｃ Ｚｊ 広 、 ｍＡｉｖ え件 ￎＧｾｬ Ｉ 、 ｦ 法 令は 必 要仁 ｉ 佐 じ 〕 イい Ｑ Ｇ 又は故後に

於 て ｲ 没 ι ｜Ｑ ・ ｼ 品 ｬｊｗ ａＺにイ ト致 し ｦ こるや存ゃに就き人 念 ｾＧｽｩ 拾するを＿要する。

2， _え;朴 は堅iTなる 般椋 | にえt てるのが曽 泊 であるが、i l : んに して;l設株下の地著書に到する

ＩＭｳ応力［ 不 充分じなり幼い ｊＩ でめって 、 ｉ 也椛の Ｑ 民 ＡｉｩｫＨ ｾ Ｑ［位ｻじて 白 ら ｊ ｾＱ 度税の村 ｬｩｩ Ａ ［ 法も具るので

ある。

よ今ｻ主力主イ Ｇ［ＱＩ の け ｨ Ｍ ｛ ｉＺ に於げる泡 ｬＧ 七と ｊ ｾ 現地 との ｈｈ 主に従って ｦｬｬｩ 担又は毛 ｴ ￦ { t ' せねばならな

い。向支fl:卜'_ 1': Yi'i 1が'X: +: 5くは政明書 卜.に統治: しないで打iji併な添木等にて支持 せしめ る棋な事

は危険此の 1-. もない。

Ｓ く ー ｉ Ｚｰｻｾ Ｈこ ｺ 立け られる ＱＱ 立川 のぷ 十ｼ ーは可及的に 卜ｼ 桝Ｚ［ｫ ・ ｮ 卜 Ｎに泣 くを＾ 1" 1
'
.想主するのであるが、

然らゐる場介に於 てはとを 卜i r，干支中 1: 1-. にイ' lijrr せしめる総工犬す るものとす。

支 持 の大さカ司、 ケ に大きい場介にパック［ＱＮＭしない版Ｚ段、材 ［ 及紡 ｩ 主等の使 川 にはｴＧ ｊ ￴ に ｾ ｴ 計 主 将 ｪ 及

3 5  XII 



工作に需品評 ｩ Ｑｾ る注意を必要とする 。

Ｓ ， ｬＡ［Ｇ Ａ 枠 緊結に使用し＿こるボ ー ルト 、 鎖線等金Ｎｦｾはコンク リー ト 打込前に於て ー ＭｬＨｦｦ ｻ ｾ ｬ Ｚｾｾ 村［

度ーの調骨子が主張要であるの普通多〈の失敗は之等の不プピ分なる? こめにさ存出 し舵撲のぷ閃とな

るものである。

Ｔ ， ｬｦｪ ＧＡ 枠 は Ｑ Ｑ｜ 米＿こ後各所の色 Ｈ ｩｩ Ｏ ｉＮＺ共他 川 隙｛ま Ｔ ｾ 内 部より防除して薄鍛板 Ｔｴ 他 ｻｴＧ以て怨ぎ漏 水

せき ＧるＪ ｾ ｾにする Ｐ

5，位、徒、' 壁 の 型枠 j長古昔、共他必要なる 11品所には一時的のIJ 目口を設けコンクリ ート打込

前に於て帰除 、 検 ｦｦ に使ならしめ堕挨等は散水望書［の方法にてえは本 ｊ ｪＧｪｊＮＡＮＺ 他は油首 Ｑｾ る ｊ ｉ｝ ｊ ｉ Ｚ

<t ' 川ひ 、完全に清帰する事が必要である。

6，型枠は足代、筏橋等の仮設物に連結せしめる事は犬宅: の動揺佐直接僻遠せしめるを以

てコンクリ ート硬化に思影枠を及ぼすものであるからよそ与は組1.j 禁んぜねばならぬ。

7，梁材のEI! 伴 は 共中央ーに於て@'i::; の起りを lねするのがよい。

8，fl!! 枠 l耐に塗油するのは附/(j を? ドノ与ぐのに有効なJ ' f りでなく 、板が水を吸牧して膨脹する

にめに生す・る型枠の歪ぞ IWぐにもイ7効である。

鍛 製 I盟枠にはJと非重油、Wiilb、イ[ 油 とリンシ ー ド7!h 1: のi昆介物理事を注油せねばならぬ。

( 4 ) 除 去

1，型枠除去は仕様書に規定なされ? こる期間後に於て 一般に全胞を同時に取外さすも比較的

。tfi;広告" ，乏けない部分全先きにして順次t，1 ¥i 也物の主要なる部分に 7止lます様軽き工具を以て1 I I (j

J-f; よ くi fふ。

特 にコンク リートタワー "J l: 他 成i捻ー1"" Ｇｪｻ のＡｾｾ枠は日正 Ｍ ｮｦ 長 ｗｉｉＺ Ｚｉｈ むし 得る様計 ［ ｈＺ し、コンク

リート強度がえ介護七I( し得る迄除去を延期しないと火l汝を招き易い 。

2  ト ｾｰ［ キに似桃を ｊ ｑＺ ｶ ＩＱこる場合、下附の主要仮 ｴｬｬｪ 除去 には ｊ l: コンクリート打込後二ヶ丹念

車' Uこるもの以外にありでは行はない ' J{. o
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第 9 章 賓 例 園

最後に究施馬民と i: r 施同商 とを記殺 して読者のイ更に 資 しにL、。

第 45悶

来 コンクリ ート 型 枠

お ＴＶ ｦｦｾｪ 腹 開 コ ン プ リ ート :1i'J粋

第48園 パ ネ ル -m47悶 パ ネ ル

3 7 μ l  



1it 仲間 梁と柱の述込 司

第 50箇

第 51箇1 階
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附 、 敷 量 表

作 釘

百 本 の 重 量 重 量に重苦し本敏 一 概の

ゲーヂと1 ' .j

百 匁

匁 H斤 庖

に{ 寸

PJf Iこ付 互王 に十1・ 本 敏

1J .J B. W. G.  本 本 本

う1 ×  17後 6. 8 . 056 .026 1，471 1. 779 3，922 239. 000;  

%  x  ] 7 8.0  . 066 . 030 1，249 l ，511 3，332 203，0251 

x  16‘  9. 5  . 079 ＮＰ ｾ Ｖ＠ 1. 053 1，273 2，807 171. 050 

ｬ 】 ｾＴ X  15焚 17.7 .  146 . 066 565 683 1，507 91. 810 

1%  x  14長 26. 0 215 . 098 385 465 1，026 62，500 

l'} '， ×  13‘  41. 5  343 .156 241 292 693 39，157 

2  ×  13 47.0  .3S9  176  213 257 568 34，574 

2  X  12場 57. 0 . 471 . 214 i75 212 468 28，510: 

llt i  ×  12 65.0  . 537 .244 154 186 410 25，000 

Ｒ ｾｾ＠ X  12 73.0 604 . 274 137 166  365  22，260 

2与主 ×  II 91. 0  752 .341 110 133 293 J7，357 

3  ×  10祷
137.0  1. 133 。514 88 195 11. 860 

Ｓｾ ｾ＠ ×  9祷 195. 0 1. 612 .731 うl 62 137 8，334 

4  X  8梼 270. 8 2. 239  1. 016 37 45 98 6，000 

Ｔｊ Ｏ ｾ＠ X  8後 314. 3 2. 598 1. 179 32 39 85 5， 169 

5  X  7後 416.0 3. 439 1. 560 24 29  64 3，906 

6  ×  

が100 1 4960

2. 250 17 20 44 2，708 

7  ×  5場 74. 0 17. 226 3. 278 11 14 31 1. 859 

C，;t. )  鋳 印{ 士現今一般に使用せら る 〉番手 を示す。

本2廷は安岡製釘所に於て問所 製巡各 種 釘の 量数 調責 に よ り 算

Ｚ ｜Ｑ Ｑ しれる淑ｾ歎な Ｙ Ｐ 一 憾の本数として 作 表せる洋釘の本数

は同所規定の正' ¥1 ( 16n:210匁入に潤しての本歎なり 。

ノ〈ツ キ ン カ' ム ・ワ イ ヤ ゲ ー ジ ー

パ ー ミンクツ、ムワイヤ ーゲ ー ジCB.W. G. )

グ ー ジ 比 較 表

(B. W.  G)  

ゲ ー ジ 大
、、号

の 者 子 手 ( p.j の 小数に て

5  0. 220 

6  0. 203 

7  0. 180 

8  。165

9  0. 148 

10 0. 134 

II 0. 120 

12 0. 109 

13 0. 065 

14 0. 083 

15 0. 072 

16  0. 065 

17 0. 058  

18 0. 049  

19 0.042 

20 0. 035 

No.  

寸 ｾ 1 ロザ 粍ヨ 鋼 の 重 金

う

6  0. 02274 1  0. 03237 '  20，88 

7  0. 01788 0. 02545 16. 42 
---- -----

封 皮 1't 庖

- p寸角

; 長さー l沢 lこ付

3.40 .411 1. 542 

8  0. 0150;  0. 02138 13. 79 

9  0. 01203  0. 01720 11. 10 

10  0. 009906 9， 10 

寸 角

長 さー尺 にH I  4. 812 I  ，582 
2. 183 

一 粧角

長 さ ー 米 に 付 1. 729 1  .  2092 
784 

II 0. 007946 0 .01131 7. 30 

12 0.006556 6. 02 

13  0.004980 0，007081 4. 57 

14 0. 003802 0. 005411 I  3  49 

15 0. 002861 Ｐ ＮＰ ＰｾＰＷ Ｒ＠ 2. 93 

16 0.002331 0.003318 2. 14 

17 o  001856 0. 002642 1.70 

18  0.001425 0. 001886 1. 22 

19  0.000973  0. 001385 0. 893 

20  0. 000676  1  0. 000962 1  0. 62 1  
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鋼 綿 の 重 量 及 長 さ の 表

パ ー ミングノ、ム ワ イ 十 ー ゲ ー ジ ー

-F- 吹
σて〉

担; 電 量に謝する長 さ

N o.  

十 封皮 十厄 に

No.  

ー貫 封 皮 庖 一貫匁に付択

にH 吠 付 択

5  15. 645 129. 34  う8. 67 64.3 77. 3  51 .9  5  

6  13. 324 110. 15 49. 96 75. 5 90. 8 61. 0  6  

7  10.475  86. 60 39. 28 96. 0 115.5  77.6 7  

"' 8 8.800 72. 75  33. 00 114. 3 137. 5  92. 4 8  

9  7. 080 58. 53 26. 55 142. 1  170. 9 114. 8 9  

，梼 10 5.804 47.98 21. 76  ! 73. 3 208. 4 140. 0 10  

1I 4. 655 38. 486 17.457  216  260 175  11 

12  3. 841  31.752  14 .403  262 315  210  12  

13  2. 917  24. 119  10. 940  345  415  279  13 

14 2. 227 18.413  8.352 452 543 366 14 

15 1. 676 13. 856 6. 285 60u 722 486 15 

16 1. 366 11. 290 5.  121  739 889 595 16 

17 1. 087 8. 990 4. 080 925 1112 747 17  

18 0. 776  6. 418 2. 911  1296 1558 1047 18 

19 0. 570 4. 713 2. 138 1765 2122 19  

20 0. 396  3.274  1. 485 2540 3054 2053 20  

組長H引鋼針金の主主及k さの表

パ ー ミングノ、ムワイヤ ー ゲ ー ジ ー唱さの電量 - 約 84斤

N o.  貫 Af: R  ｾ尺 米 務 扱

一 .

5  15. 900 131 .45 59. 63 8う7 852 260 コ

6  13. 541  111. 95 50. 76 1006 1000 30う 6  

後 7
10. 646 88. 01  39. 92 1284 1272  338 7  

8  8. 944  73. 94 33. 54 1824 1515 462 8  

9  7. 195 59. 48 26. 98  18ヲ4 1883 う74 9  

後 10
5. 898 48. 76 22. 12 2310 229う 699 10 

11  4. 731  39.  113  17.741 2880 2863  873 11 

12  3. 903 32. 269  14.637  3491  3471 1058 12  

13  2. 965 24. 512  11. 119 4596 4う69 1393 

14 2. 263 18.713  8. 488 6021 う985 1824 14 

15  1. 703  14. 082 6.388 8000 7953 2424 15 

16 1.388  11. 475 5.205 9817  9760 2975  16 

17  1.10う 9.137  4.  144  12331 12258 3736 17  

18 0. 789 6. 522 2.958 17270  17173  う234 18  

19 0. 579 4.790  2. 173 23う34 23382  7127 19  

20 。目402 3.327  l う09 Ｓ ｾ ＸＹＶ＠ 33664 10260 20 

21 0.33641  2. 7812  1. 2616  40504  40270  12274 21  

22 0. 25759  2. 1よ96 0. 9660 う2898 う2592 16028 、22

一 一 一 一 一 一
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汁ｾ - ;レトの最小断 l師表

レ卜の 符 I捻 子 谷符に於げる

p・l I  """ 

7.492 

ｊ Ｏｾ＠ 9. 989 

号色 12.919 

15.798 

ち7
18.612  

21 .335 

附、 文 献

日本ポルトラ ン ド、セ メン ト同 業 合 編 纂

多型 枠 篇多 J 二. .F  

2.  A .  E.  ｗ ｹ ｮｮ［ “ ｄ ｾｳｩｧｮ＠ and  consh  ucri on  of  

F ORM WO R K  for .  concrcte  struct ures" 

Concrete  publ ications L .  T.  D  

同 断 荷 積

( I J (噌.， 

一 一 一

0.441 

O. 784 

1.3 11 

1.960 

2.721 

3 う75
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工 場に於 げる防 空 遮 光 施 設に闘 する調 査 報 告

本調査は去る 7 月26 日よ り同月 30 円に亘って行はれ?こ阪紳防空演習

の|祭の調査で ゐるo

都市武装促進委員合演習部

自 次

卜序
( 2 ) 悠

イ、言胸 王年 の 同 自力 ( 3  ) 服 屋 根 そ の {也

口、 調 Eを
の 当時 望足

ノ、 、後光 !ll t又は昔話光作業主? 有す

ノ、 、調
資 の } }  法

る作業務の遮光法

1  燈 火 の .m h向三!f. (  I  ) 屋 外 作 2長

3  ｾ築ｩＮ｜ＡＩｬ 光 施 再生

( 2 )  E霊 内 作 業

イ、材 キ干

4 温 ir主 皮 7凋 査

口、普遜作業主与のi . ¥! ) l 光 法

う 幸吉 言吾

(  I  ) 出 入 口

1 . 序

ィ、 澗査の同的 賂火u'i右1]( 立、防2主演習の うちの ご主要項目の一つであって、従来このカ1町に狗し

て非常な努力が扮ばれて *1: 0 そのj氏絞も大鑓よ いゃうでゐつにが、完全無妖と言ふまでには( 1 ;1ー府

の努力が1必要でめ る と考へられ 1: 。 就 '1'工場にめつては、次の害者対の? : めに一般住宅や、事務所主tt 築

等に比して、 完全な燈火管市IJ を行ムのが悶維でめって、 技術的J I i ' 泡を必要とする絵地が多分にめるや

うに思はれる 。即

(  I  )  工場は俵令燈火管制' 1 ' と言へどい常時と同ーの能宗五? 単げる ことが必要でめる 。 一般の

泳庭でめつにならば、非常管制 '1' は消隠して舟て L よいでめ らうが、 工必に於ては この乙とは計 占れ

4・. ，

1，与し 、c

(  2  )  従 って作業義内の照明はなるべく常時と問ーの状態にしなげればな らぬ。更に主主風、検 艇

も瓦 IJ 干でなりればならぬ。! ! Jl 混汲J J r 及遁風について充分考慮する必要がめる 。

( 3 )  工務の関口部、!! Jl 窓、 /111 入口等 11、一般迷築物 iこ比して、 法光、際磁の悶難な積額の L の

が多 ｌ 、 。例へば天ｲｴ｜ 、 鍬屋 Ｔ 張 、 在京医様 、 荷物佐渡織 す るＯｉｾ人口の的 ｬ き ｌ のは 、 一般の建築物の窓 、 日』 Ｑ

入口に! 被ベる t 、関口昔日の面積 L 大きく jl 主光、|怨縦施設をなすことが 1'1; 1難でめる。作業場によって 11

ｾＧ， ｲ ｲ 百 ￎ 1まり:t ごげで閲波になってゐるしのがあるが、 これの jl 主光施設などは相首r r : 介なものでめる 。

(  4  )  工場の うちには、燈I ' ( 以外に火 i櫨の如l き務光骨宣伝荷す るしのがめる 。をま光飽か らをます る光

な遮ぎ るこいま、普遁電燈の. ul l i 光 よりし積々 の鮎| 利a i 1tでめる o J i . その火燃の縛めに 、作業 iJ 内の泡汲

l交の状態が厄Lるくなり易 い。
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以上の理由により治協合演習昔日に於ては、従間作業をなす工場について、 その燈火管制駄; 習をP 調査

し、将来の参考に資すると共 iこ、遮光、l懇必施設の指導に常 らんことを? 目的として、 本 年 7 月26 日よ

り同月 30 日に亙って行 lまれ1: 、 阪紳防空演習に参加し7このでめる 。

ロ、 調査の重量虫色 上主Eの如く工場の遮光施設を調査、指導するのが目的でめっ7こが、調査工場と

して選んだのは、大阪市内に所在 する 89工場で ある。 その 内従間作業を行はない ものも めって、 資際

に報告のめつにのはうう工場でめっ i: 。

ノ、 、 調査の方法 本調査は蛍協舎の演有吉1i の委員と大阪府答察官日建築課の方々の御助力とによっ

て行{ まれ1: 0 全骨宣伝 7 班 にわ げて調査を? 行つにのであるカヘ その編 成は次交の虫11 < でめる。

理E 班 員 場一 名コ:

第 l 班 長

官 脇 委 員

東 洋 鎖 倒1 銅 株 式 合 社

誠 津 製 油 工 場

浪 速 製 紙 株 式 合 枇

臨 野 義 lilii 苫 ifll 江 工 場

阪 本 館 造 所 不 工 場

島 問 精 子 製 治 所

美 津 波 j軍部J 用 品 II !l 'I.工 工 場

稲 畑 染 工 場 ー

を ま 動 機 製 itt 株 式 合 枇

大 阪 機 械 工 作 所

王 子 製 紙 株 式 合 社 淀 川 工 場

1  2 名

位 置

ｾ｢ 花 ｾＧｊ［ 大開閉 ｲ 1  -r !=l 71 地

出

也

・
山

也

4

h

J

，
t

J

 

5

m

A

 

r'

目

m

開

「

J

仏

h

内
‘
J

B

ノ

γ

J

 

目

安

い
n
師

'
-
町
、

m
h肝

J

ノ

h

h

r

 

ゎレ

uJ

花

'

V

L

L

U

 

J

D

d

 

I河 j定 )11 illi 江 1-_ 2  γ  I=l 47  ま也

ｾｨ 花 ｌｅｅ 大関関 ｔ 3  -r I=l Ｖｾ 地

両淀川収 ［ 潟セ＿工 Ｑ ・ Ｓ 丁目ｾ Ｎ｝地

丙淀川 ｾｾｾｩ 市江本遁了 Ｒ 13 32 地

点淀川院本庄 東 湿 4- r El 24 地

ｩ ｩＡￎ淀川 ｛ＱＧ ， Ｗｾ :大 仁 京 2 丁 目 3 地

点淀川L51山 崎 西 遜 1T  Id <j 地

点淀川区長柄涜遁 2 T  13 28 地

榊 戸 電 気 製 作 所 | 西淀 川 以 浦 江 北う了目 1S地

銀 紡 rl' 津 工 場 ｼ 東淀川ｉＱｊｾ中津涜主主 l γ 目 9 地

新 興 毛 織 r!J 津 工 務 | 東 淀 川 阪 中 津 潰 遁 ! 了E l 9地

地

地

地

地

目

Q

U

ヲ

ゐ

A

U

-

-

-

1

4

内

旬

、

J

1

J

r

J

H

目

回

目

う

了

い

ハ

ア

ア

筋

q

4

ワ

ム

q

L

Z

U

5

点

川

町

長

上

町

主

力

之

島

力

一

術

血

ハ

円

堂

勉

(

天

阿

阪

阪

係

以

レ

U

レ

U

レ

U

レ

U

レ

U

・

1

寸

，

「

ィ

，
寸

A

1

1

寸

ぺ

白

寸

J

1

所

社

社

務

・

祉

法

問

問

工

合

製

新

一

新

東

式

L

場

株

マ

+
a

口

U

口

u

工

緩

常

国

内

一

手

石

五

-

f

縫

紡

永

阪

阪

田

和

徳

大

大

成

昭

第 2 班 長

喜多村委員

1  0 名 | 東 洋 紡 絞 天 満 工 場 北 区 池 岡 町 2 1  

大 阪 l侍 司 王 新 報 首t I  Ｐ Ｑ ＱＺ［阪 曾根崎上 Ｔ 丁目， ｾＸ 地

古 河 電 気 工 業 大 阪 下 !I 鋼 所 I oliJ 阿 天 紳 橋 筋 4 T  Id Ｒｾ Ｎ 地

大 阪 境 監 株 式 合 祉 l 東 淀 川 l同 元 今 里 北 誕 3 ノ 14

三 園 セ ル ロ イ ト " 株 式 合 社 | 東 淀 川 区 十 人 保 町 う 88 地

| 横 河 横 梁 製 作 所 大 阪 工 野 | 港 区 南 境 川 町 3 丁 目 30 地

新 関 tIF 革 製 主住所 l 浪 速 瓜 久 保 吉 町

大 阪 ア ル ミ ユ ユ ーム 製 作 所 | 浪 速 区 様 )11 3 了 目

横 本 書長 松 | 浪 速 阪 稲 荷 町 2 丁 目 923 地

第 3 班 長

田 中 委 員 6 名 13
同 録 諮

問 喜

所 | 浪 速 耐 え 反 物 IUf 1  3 5 4 地

卒 | 浪 速 献 物 町 2 了 目 1336 ノ;

4 7 1 1 x  



第 4 班 長

辛口問 委 員

第 う号} H主

月E木 委 員

第 6 班 長

I!' -jド 委 員

第 7 J班長

浅 野 委 員

XI I  4 8  

8 名

6 名

6 名

川 卜 勝 之 i抵

川 口 松 太 昔 日

竹 中 錦 議 所

問 中 宿 三 郎

阪 口 新 治 郎

附 防 錦 造 所

奥 中 合 資 令 嗣 :

日 本 染 料 製 治 株 式 f j 社

日 本l ! F4 鉛 鍛 鋼 業 株 式 合 社

東 洋 紡 絞 四 貫 島 工 場

大 i阪製宣貫 主主 機 株 式 合 社

ラ サ 工 業 株 式 合 祉 大 阪 工 場

命 国 製 服E 大 阪 製 品 工 装

住 友 金 属 工 業 向1 鋼 所

中 山 太 陽 堂

久 保 田 鍛 工 J-;;r

伊 藤 獄 榔 株 式 合 社

石 川 製 剣 ) i } r

大 |奴 金 j喝 工 業 株 式 合 軍 士 。

朝 日 乾 電 池 株 式 合 社

生 野 プ ム 工 業 所

早 川 金 脇 工 業 株 式 合 拡

大 日本紡絞株式合社 卒 野 工 場

東 洋 鋭 意 工 l語 l

f曾 N 電 器 株 式 合 iid:

日 の 本 足 袋 株 式 台 祉

仁 丹 第 一 工 場

司 王 化 製 氷 令 社

中 道 金 属 工 場 「

勝 森 被 工 舟t

ｾ ｉＺ［中電気機製作刷

版 jド 製 綿 所

日 本 製 織 大 阪 製 餓 舟j- I  

l … 日 大 阪 工 場 |

大 阪 祭 主従セメ ン ト 株 式 合 社

I  r!' 山 製 鋼 所

8 名 | 内 外 木 材 工 事事 株 式 合 社

大 阪 市 電 箪 柄 工 場

日 点 後 ま た 株 式 曾 祉

王 子 製 紙 株 式 令 請 土 都 島 工 場 |

鎖 淵 紡 績 株 式 合 枇 淀川 支 底 |

浪浪ｾｶＮ［反物町 Ｒ 了闘 Ｑ ＳＲＶ 地

浪 速 版 反 物 町 2 了 討 1327 地

浪 速 区 稲 荷 町 l 了 目 991 地

9  2  

浪 速 阪 稲 荷 田T 1了 目 987 地

混 迷 阪 2 ・r 闘 930 地

浪漣阪裕司苛開r 2 了 闘 942 地

浪 速 稲 荷 開r 2 了 闘 945 地

此 花 区 春 日 山 田T 278 地ノ 3

西 淀川原 悼 法 町 南 2 丁 目 35 地

比花区四貫島大遁 l 丁目 ノ10地

此花区春日 ｮｾ 田 ｦ 上 Ｕ 丁 目 ＲＹ 地

凶 淀 川 l高 高 見 町 l ノ 64 地

西 淀 川 w，;; j事 法 町 北 l ノ 5 地

ｉｦ｢ 花 ｉ ，Ｇｾ ，1島 屋 町 56 地

i頁 i重 版 * ili¥，f 町 40 地

機械昔日展i A 阪船出町 2 了 13 2地

尚 成 阿 南 関 町 2 -1' 同 3 地

凶 成 田i 津 守 町 309 地

i逝 Iv U夜 中 関 町 2 T 目 10 地

凶 成 阪 鶴 見 橋 8 T 同 10 地

中河内郡 1111美 村 正 使 寺 26B地

付 : 吉 阪 商 問 漫 田J 2  5  t也

住 吉 1 ¥ 1 ; 平 野 安 1ST 12 地

l主 f氏 以 rl' 本 l町 2 T  lol 10 地

東 成 阿 片 江 la[ う78 地

点 }& ｾＥ＠ rl' ｩＧ ｾ＠ I町 1  -J  は 2  才色

決 1ρ; 中 道 川 内 laj" 554 地

点 1，骨 r!' 澄 川 jili 111[ 55 う地

点 阪 清 水 谷 l'拘 ノ IUj 335 地

点 同 清 水 谷 両 ノ III[ 299 地

米! 日a 陶一玉 ili III[ 8  -1' 1=1 1  地

点 防; ノト下; ( : ; - J[: Plf 94 t血

大 王 阿 南 慰 1111 鳥 田f

大 正 以 北 J長 尾 町 2 ・r 同

大 正 阿 南 恩 "I1il 烏 111[  

大 正 lぶ 船 IIIT 1  

った 正 ｉ ，Ｇｾ ［＠ -r- ，¥}， 111 r  6  

大正区ｊｩＧｾ 1
1
1.[ 1 ア 闘

旭 凶 赤 川 9 T  1=1 3 0 0 地

:1じ 凶 普 源 寺 町 4 ノ 12 地

旭 師 友 淵 田 [ 1  2 3  



大 B 本 }合 裁 株 式 合 前士

大 Il 本製紙F株式合註i二大 |仮工 場

開 '1' 車 柄 工 袋

ｾｴ 庖』 長 野 田町 Ｙ ノ ＷＶ 地

旭 区 友 淵 町 12 1

:It 区 新 喜 多 町 l

溺! A班長

村 弁 委 員

各班員!士次に" 日 す るや うな謝' re'，' Ue J:l t行 して、所要事項な泥入して報告とし7こ。

| 工 務 遮 光 協 設 州 に 附 する 調 査 表 I I署名 |

l工 場 名|

周 治 I I調 査 日| 昭和 12年 7 月日 |調 査 者i

必光 をなせる 榔 おI I主 .Im政 I作業人員|

作 業 本 作 州 島l

巡 k 均片 手盟の主l| ||消 燈| 減 tqI  li出 泌|

悠 協 泌I I材 料l
光

H1J 入 口 勝 治| |材 料l

施 越 屋 根 勝 辺I I材 料i

設 一一一

共 他 |構 法I I材 料|

Zp減、fES正鑑、時物俗、加熱鑑、炭 Jt- の

繊 の右無 焼鑑 、 石 背 子 製 造 部費 、 ￌＡ ｜ ｪ 折コ ー タ λ 製ｾ 蔽

法減、EEl 鉛昇華起草、共のf也の製造嘘 施 青空

温 滋 度 調 査 |

跡 地設の有無 |

2. 燈 火 の 鹿 置

制食工場 Ｘ Ｓ 棟 中 記入なきも の Ｑ Ｖ ｾ li ;j， ｾ＠ ￳ Ｗ 棟につ き ｾ［ ｡ ￬ｉｊ の 内 諸々示 せ ば

Ｎ ｾｲ￭ 泊 燈 3  

一部消燈、illrt 級、滅燭燈 う

- .，';¥i消勝、 i己1低 11  

ー ￬Ｇ ｮ ｾＩ 向 勝 、 ｩ 威 燭灼 6  

ー持1白域、ーー，.; ii 脳級 j  

全 il 主1桜 28 

一首!i i!lli蔽 3  

全滅燭 経 5  

一部滅燭均 ヲ

67  

工 場 股 火 は その41. 8%( ま令 波 紋 てe あ る 。 ＭＭ Ｎ ｻ Ｇ ，， ｜ ｩ ｪｾ Ｊ 弘法［ｧｧ ｦ 依がその ｊ く に 似 し 、 全般 的 によ

ｻ＾ は れば遮蔽に よ る作 ［ｬ ｩ ｉ ｊｊ ｪ￬ｬ ｾ カ ［Ｑ f(まれ て ゐ ることカワ、11 られる。

i，' ，J股 火の うちに は 、保 電 球 その 他の も の が 案 外 多い が 、 これ は 少 くとも 笠 を つ り る 脱 皮
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にはし! 互い。

3. 建 物 遮 光 施 設

ィ、 材 料 遮光地訟の材料につい て、徐討 して見ると 凡そ次去の如くで ゐ る。

遮光材料と工場棟数去

と

ー

で

一
一

川

1
1

7

7

一

一
l

一
l

一

一
一

土

一

一
l

一

一

一

一川

「

日

川

一

…
ト

一

一

一

一

一
4

一

…
…

7

7

7

一

紙

一
二

二

一

一

u

i
じ
い

一

…

一
4

一
4

一

一

一

た

一
2

一
2

一

一
一

日

一

ω

7

7

一
日t I. 黒 布 に は 防水 キャ ンパ ス、総 色 布、 1ミ子、 モ メン、 プ ム引 ifi 等 i "合 仁、。

2.  2種以 ヒの材料 t Jflひ t: L のは各>)11に ，i l ' J 二し1: か らi加資H.lJ! ! ¥とt : 災 の合計とは 欽

しな L 、。

材 料の分類は 、大雑把に大日Ij してS;!. 1このでめる力そ れでも そのf: ffi類は 12に上っ てゐる 。

遮 光地ぷの』試験時代と 言ふか兎に fij Ｍ Ｍ Ｚ Ｎｌ の 方式 が 本 ｦ ご Ｈ ｩ Ｚ ｻ ， ｩＮ ，Ｇ， ｾされてゐな い で 、 Ｑｾ ｾＪ の［ｬｊｾ態に

あ る干吋去 を?反 映 してゐる や うに比 える。

｟ ｾ ｉ Ｚ ｾ ， ｻｊｪ がー 桑 津 山 伎 はれてゐるが 、 イｾ ｴＮ然 性 の 材料 金もっと伎 ｊｬ ｪ して 欲 しかっ ＱＺ 。 不 燃 料 の

ｾ 川 は 、 工 作の製ｊＧｩ から 言 って 、 操 ， ｻＯｪ 等［に く らべて Ｑ ＱＱ 首弘、 ｬ 刻 ｩ で 、 不 燃 料ピ げで遮 光 施日立を ｾ f上

ｊ Ｍ ｟ げ ると 言 ふのは無辺で め るけれども 、 少〈とも外部に は Ａ北 米るＺＺｴ け 不 燃材 全 ｾ 川 す るこ

と にし度 ｌ 、 。天 窓 、 二重崖 桜に謹 を ｻ 史 川 し ＿ こものが相官 ｻ めるが 、 ドＺｪ ｪ 火 の 場ｾ 等から 一 考の 嬰

があ る。

ｾ ｲＮＺ布 と言」 、う ち に は 色々 な ｦ Ｚｩｦ ｉ 類がめるが 、 値 段の う ｾ Ｚいこと〉 取 り つ けの俗 ｬ 幼な ＱＮ Ｚ ｾ め に 、

般に j長〈使 J I-J されてゐる。然し その取 りつり方法 につ いては色ん わっ て、- ' '- は換制 の刻1

ｾも ヲ ビ 介 に 考 慮し ｔ こ ｩ 安 ｦｩｪ な も のから 、下 はピ ン止 めの 簡単 なものに至る ま で 、 ｻ 垂 々雑 多で

あ るが、 ピン止 めのや うなもu! くれl統な方法 によ るものは 、若し 〈減少してゐる。

日、 普 ｪｩｬｬ 作 業 場の ｾ ｪￏ［法 ｱＩｩ ｦ ｬ ＼ なる 投光 韓 Ｓ い ます主 光作 治を イｻ せす 門 主 に ｾ ・ 裂なる股火

のみを有 する作業場を 言ーょ、のである o ;.J.'J 公作業場 11_
1
、I-)[ J 口i¥jlのfili 類によって 、そのi出jI; bu.i

ぷを?分 類掲示すれば
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;71Nj 戸

出 入 口

下家式 ( 第 11副、み

話31司、詑;4凶〉

( 1)  

( イ〉

第 Ｔ ＱＱ ， Ｑ Ｑ に Ｏ Ｑ ｾ されに方法は Ｑ ＱＧ， 入

11 の遮. i U札立として一肱完全な

-r ｾ塁手

庁暑マ

喜子

ものと巧へ られる o f，'，J撹ひとし

ラ サ 工 業 工 場}!; 1  lB1 

1"' :7 

て{j i知を1! t 川す ることは防火の

日I '1'  11": 'iiil l  J :  ｪｾ Ｚ＠;r; 2  I凶

ｾＮｾｩ から言って 一 考の裂がある。

F

4

南

砂
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!

?

y

U 本製滋工jお ( 内tHCニ 2F- M量6基 7 白λ J.>!"; 3  ｾ， ｾｩｬ＠
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主n 5 倒 籾 IJ ｉＺｾ 乙￮ＡｩＺ ￬ 也工品ｾＺ

ヌ:彩。『予〆

11

1

1 入 r I  

第 8 回 大阪 Ｚ＿ＧＨ ｩＹｲ 岩崎工 必 ｾ ｊｾ 務 ｊｾｩ

X I( 5 2  

( ロ) カ { テ ン ユt Ｈみ山 ＧｾＵ Ｑド ［占川 ｩｾ仏 ａ

1，い1品U川刈iリlし、 丸筋 ￭ｾ 91 砧刈lし、ゐ第 Ｈｾ ｉ 01ド{品川心|り)  

111入口の内部えは外部に出イri を? ? これ、丘接遮光ーする

) j 訟でのる。普iill 己の方法がー待Jo'( く)IJ ひられてゐる。

これも 〔イ) と[ ，付1に¥l )j 火の泊li が川1( 1j でめる 。

第 6 凶 同中機械製作所鍛工場:

ｾ＠ 7  I河 大阪以ｊｉＺｩｦ尚ＯｉｬｾｍＮ七

カーテレ型 ( 1)  
内 部

-'i '" 一一一一」一一→

.. 



ｾ￬＠ 10t;:;1 3  111 '.1' "'11 鮒

第 I I J歯 石 川 製鋼株 式 合 社 ( 併用式〉

rJ;> .;(y( 

竺主主主 主弓 手. . ，- - - ""' r' i
W 

' h主 主 =

ょこ ト生主 ｾｲ - If t : J :  J - - 一己4

- - - - - - - - - ， 相 且

外 幸F

閉山
-・・

( ニ) 円 挺よ Ｈ 第 ｴＲ ｛，ｦＮ ｩＡ 、 ｕｾ Ｑ ＳＱｩ［ ｊ Ａ 、 部 ＱＴ 問 、 第 Ｑ ＵＱ［［ Ｚ Ｂ Ｉ

住物州附 ＱＺ川 Ｚ ＺＱ のシ守栴 ｷ川 Ｚλμ刈 Ｇ Ｚ ｾｊ叫 ｊ地也ｕＡＮ ｉ卜 Ｍ二 ｊＺ Ｂ［にｌ こ二 ，よ川川， Ｇ Ｚ Ｑマ腎， Ｇ ｘ｜ｻ ｉ摂 ｘ｜ｻ ｉ川イ

人 l川 ｬ と 完芯芯 ｅＵＺＴ をｾ IL川Li JドH時l!手干に遮1蔽依寸 る口

換気保1' 1ーは良灯で めるが、日H火、 耐 久) ) の町/lを' ; }s

へ る t 不充分でめ ると， ;"( 1 げる をfうな " 0

'";-' 'X. 

一一

日夜担 第 12]lj 問中 車納工広

.酔

‘  
ノ

働>r:; 9 回 東洋紡絞四貫島事務所

( ハ) fjj: JHJ:t  Ｈｴｲｾ ｴｴ＠ 1琵1)

カ ー テンと ｻｩｦ ｴￏ ｩＯｾ とで ご Ｚ Ｚ ＼Ｑ｝Ｚに遮光す

る J; μ: での る。 11' ，入の町民ri: がたき

くな る!Y%型li がめ るが、辺! . i t効 出は

よくな る ､ｬｾｾ で の る 。

事が妙僻
争U

臥

第 ＱＳ 悶 悶 ｲ ｬ Ｎｬ ￮ ｪｩＺ柄了Ｚ ｾ ＿ｦ ￯ 務所工 場
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同古 川 電 系 工事長大阪仲鋼 所 の('1'銅 :L草子第 14闘

容

'''' 、

(  2  )  

Ａｾの ｬ 人 ｊ ｦｴｩ［ 又は外部 よ Ｑ Ｉ ［ ｾ ｉ ＺＡＺ 引 ｩ の額 を も って 遮光する方法が最も多い 、 元米工場は窓 ｲ￺ｩ 干ＧｊＧ ￭ｬ ，［ｩＧＨ

カー テ ンJ{〈遮 ｊ￩ う Ｔ 完令なる科 、 反 Ｈｉｾｩ に 市内の術家｜Ｑ Ｑ削 Ｇ Ｑ Ｚ が侭下する 。 遮 ｊ￩ 施，［主とし て は 、
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一一
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ン

の
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テ

式

・

-

裂

・

ヵ

れ、
、正、

-
、

F

，
‘
什

口
H

( イ〉

.: .  u)  Ｎ Ｇ Ｍ ｮ イ ｦｪ 頼主＿ 内部 又は外 ｩ 慌にもうけ て 遮光寸 る ノ Ｑ 法で め る 。一 円に，ｾ＾ Ｈｊｪ 頼主 ， i つ で も、

間 傾( ま多様でめるが ( 材 料の1只 ( 3) の去の，it 参)Ii:り そ の JI!i. 1) つり方法に不ーつては 、JJ. ! :に佐

ｴＡ Ｑ でｩｩ＿る 。 然 し 何れの方法にしても 、 長 引 ｮ の ｊＱＲ 光及び換斜の黒 ｾｩ 、 ｱＡｩｾ こ換 吉 正については 慣煎

に三均台: する必要がゐる 。窓 l百に桁I f lーしてカ ーテン佐設りるものは換制がよ〈なし ‘ 。第 1
7li o'，'il

...，1， 

属

品

・

A

W

主

枇

に示す ものは カ { テンそ窓商よりはなして換気の組i を;. iS ｾ｜｜ＮｩＺし ｔ こ良ＯｊＮ ｦ な例で の る 。

軍

手

?

?

ン

事

② 

① 

所鋼製友付:

yf 事F

第 17闘王子製紙株式台社淀川工場第 16間
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( ロ〉 日除 式 ( 第 18岡、 第 19岡、第20岡〉

窓外に 丸太を? 刻 lみ、 ヨシズを? 張り 、更に窓 雨{ にm布 を?

ｾｫ り＿こるもの 、 遮光地 ， ｩ 立が二屯になってゐるから 、 遮光

ｾｪ ｊ 果は良好になる ｦ ご ら うが 、 換 気が一層悪くなる 却 ｩ と 、

ヨ シズが 燃 え 易い型 ｾｩ Ｈ 二 明 ｉ がめる Ｐ

( ハ〉 口説式( 郊 141; ，司 、節 目!日1、第2111，'，';])

第 18司 市'1' 戸笥; 糸製作所

ｾＧｩ ｗ 南 太i仮勾一 11 主月間耐:

Ｈ Ｈｦｲ ｗｬ ｊ ａｾＺ＠ )  

第20苅 大 阪 勾 " ｾｉｩＧｲｬｦｬ 面 Ｑ

( LW向ヰ 1>)日J

見n物j 川市地主?と13布日記でお{ まつにもの 、又はq'.'i)JIJ に-' Ｇ Ｎ 家全泣けて 、 ヨシズを二ＧＱｩＺに ー すＨｾＺＩＮ

7こや うな方式 でめる。泌21 Ａｉ ， ｾ ￭Ａ 被説材料力 ζＱ 飢えル ‘ のが ， Ｑ￻ｴＧ ＱＩｽ ｩ でみるが 、 この駄がｼ徐 力 、れ川 工

j(ii i h・‘ やり方fごと思ょ、。

f，¥J天窓につい ては外部から荏をかぶせにも

のが一帯多かつに炉、これは 日常の操作、.lljJ

安 間蓮佐取り除主 、夜になってか らかぶ せる

何日の仕事が大捷でゐる 。そ れに材料 が燃性

であると 言ふ貼も商内〈な L 、。 これはなしろ

内部から黒羽ri 類で遮光して 、下か らひ もで問

問の!日米る や うなもの がよ いや うに ー考へられ

著ｾ

Z

4

ア

守

- ' {  

A  

自

マ

ム

合

W" / t 'マ;;7<<..0万柳 7

る。

第21闘 It 友 仲 鋼 所
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第22岡 大 阪 朝 日新 聞 社

XI 1 5 6  

印刷工場 ( 天百三の ilffi 光〉

ｾ｜＠ 24 ｩｬ ，ｾ＠

混迷製紙株式令祉

(:;('; 2 蹴 f州民主〕

ヌ ｾ ＲＳ 阿 波主主製紙株式令嗣:

( 第 2 盟主t'T{，!引っ

( 3 )  越屋根其の他

第26問、郊27州、 第

281，':':;1)  

外 ｩ｜ｾＱ から Ｎ ｾｉＺ｜ 引 ｩ でおはつ

? こもの . 丸太で一時的

な腕"宣伝 して、集ギri で

政見しTこもの 、コくは必

{ f かけにものなどがゐ

つfこ。 何れも. 天窓の場

イ＿と Ｏｉｉｈ エＨこ内 Ｑ Ｇｩ ｩｬ から Ｎ ＺｾＺＡＺ

ギ[i ) t l ' i で' 1! : 光寸る本来 1".1氏

主?し fこい。

1i 25岡 大 日本} 今綴株式令m:

( l 東南:隠製造工吻 )

'Jj"¥26湖 'fn+1可決工場K カ ー キ }Ai'i物ちた染織工場〕



鴛昼夜/o註を

{嘗査 f苛苛tl l { :I <tT )  

J [!J[!J 

ｾｾ序 ￂｊ 芝 ｉｫ Ｚ 乏 r  t写 11 ' ず 吾p

ＮＺＺＮＰ ＲＷ ｩ ｾ ， Ｑ＠ { I : 友 ftjl 鋼 所 -;{i 28開 銀 紡 淀 川 コ : ＺＴｾ＠

f ハ〉 琵 .it;jf，![ 叉は殻光ft: 誌 を 有 寸 る 作 業 場 の 遮 光 法

(  1)  1長 外 作 業 作 業 が 犀内 で行 はれるのが一般であるが、熔接作業の如きは

ｫ Ｉｾ のもの を＿取扱ひ 、 ｦ ｌ 昨 夜ー ｬ こ際して設併 Ａ の ￯ ｬｾ し いこ とと 、｜ｬ日以 ｾ ｉ Ｏ ＧＩｻｴ ，主で あることの ｦ こめ

に 、h是々 l長外で作業が行はれる。

二の場介には ｟ ｉＭ｟ ｾｻをイ午って 、 卜 Ｇ［ｩ｜のなかで ｗｾｾ を行ょ、のが 絶 ｦ ｪＭ ｉｉｉｉ ー の方 法で めら う 。 本

［ｩ Ｉ，ｬ， Ｑ Ｑｾ ＱＱＱ に 以外船 疑 作 業を 行 λ 、了 ー 毎はごＱ｜ｉ Ｎｪ ｊｗ のつ＿こが 、 Ｈｉｉ｛ れもこの ー ト弘しにによ ってゐる。院

佐作ぬま 、 ＮＧｴ ｬ｟ｩｾｊＮ ｌｊ 析の琵 ε ｉ ］｟ と技士 ｊＧｎ .:e ＱＧ Ｑ 、 ふから 、 換みえについては故人 ー のｲｲＭＮ ｴ ［ ーを聴する 心 ｮ ＱＮｾ悔

ｾ ＺＨ では 不 充分でめるから 、人 会 Ｑ ・換 え〔の ｬ 立 仙 台しなければなムぬ 。

(  2)  Ｎ ｊ，ｾ＠ 1" 1  fi ， ＺＺｩｾ＠ 設 J t 開 3くは 殻 .it: fi ， ｟ ｾ ｾ＠ .:e ｊｩＩ 内 で ｪ 昌 也 ー す るものには 、 Ｑ 似 た ｦｩ ＼ ｜Ｇ ｾ と

火慌の fてつが) i ) へられる口

;.fMJ 作 1:拐にどりつ七時の開 閉 (i

加1 Ml  trili 6  

}支 立j ガlk 2  

J占ち;.f 
物 担民

1ii' i  ヲー ｾ ｾ＠ ili 蹴 3  

J i. jflj つ { ク ス 県i 1 ! 怖

電 斗孔 担話 3  

世誌 4  

il lリj J' J-
i夕U、I  

iiI 
賎I  

ｉＺＺｾ＠ f  J -，l  、i  

告i ｾ ｹｾ＠ t昆

その遮 il 施設はHt1ゴ，: よ、 -' __渇むに ;及天Zf 式 の 8 Hi頼 に 介 傾/-1 1，米 る。 '11) 諭 建 物 のn:lnMI ま前

注乃普通f 'v業場に従って遮光されて夙る。
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式( 第29聞、第30岡〉
-

立I 、街

第 ＲＹＱ 間の如〈践板製オ Ａｩｾ ま本裂の街。 Ｚ ｬ こ よ

って遮 it する方法でゐる。これはヂ販のや

うに主に 側方か ら琵 たする場合に有効で め

って火峨に終近して泣ける昨は不 j洲;1:H:t'f

の向 。: とし fEぃ。
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ｾ｜Ｒ Ｙ ［ ￭Ｎ Ｇ ［Ｑ＠

ＧＱＧＱ Ｑ 門 ｬｩｾ 鋼所Ｈ製何ｾ ｛ｴ む〉ｾＳ Ｐ ［Ｚ［［ｩ＠

上安52
。

.  .  .  
11 、ートー家ffj' .J Ｈ祁 Ｓ Ｑ ＱＮＧ品、 ｾ｜Ｓ Ｓ Ｑ［ ... iJ) 

みる。峠接作業の主nくに琵才t: が

ＡヂＯ～｝に ＩＩｉｊ ｬ 二 上 九 Ｑ ＡｴＧイ午る ｊ［ ｴｬｾ で

ｾ＠

惣1 内

四方 卜字下に及ぶものは上家全 f'l '

って遮光するよーり外[ こ方法がな

いでのらう。僻接作業の| 僚にー

1二

，ｾ＠ !1j) 

棒切:立しなければならないのは

苛

1

・
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剛

志

山

今

I

の

ベ

気

述

換

で

lE  

j貯が設生し 、且甚Tごしく夜間す

るから 、排気、換気力; 充分に行

ばれないとイ牛業を続行すること

ｾ＠

〆

r  

， 

.-ーーーーーーーー-

J  

/ /  

/' :、 l

r ピ ， "  

〆』、 1 、，

ＮＮＮｾＮ、。、ー、、，

p 乞二 L 一、二.J_ _ '.l..:ー一司

が ｉｬＧ ，ｾ えなくなる。 人 ヨ換お泊Ａ，泣

l対己主 J に必要でめる。

主へtt

大 |奴汽車製造令枇第 31[鼠
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JII 、天蓋式( 第32岡〉

火憾の k部に天Zf 様

の遮光- 施設会ほど こす

ものでめる o ｾｾ ＳＲ 阿は

Ａ Ｚｾ鉛昇華熔 ［に 使用 し ｦ こ

例で めるが、一般に lて

部への琵K が、主なる

上 家 型

Z 可ア，パ

!皿一一一一.J!!

@  

ものでめる 0

J:J ，卜:Z 要約衣示すれ

ば凡そ弐の 如くに なる。 イで友製鋼所第 33開

法

式

一

六
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式
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術

天

業
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健

一
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一火

外

一

m 手並光

ｾ，＠

官主

山

円作 業 m

Jr. ;'  

内民

1/IJ 今度の調子tで瓶式協をヰ干する i!! l( 1"，場に十J' て調べ fこが何れも夜Hr J の作業を rll JI: して J1';1こ

二とはY-Jt ;念てJ めつ f こ。

ｩｦｦｌ 式場［念行する 作 Ｑ ・拐の遮 Ｎｩｴ［ ｊｪＨ ｉ［ ， ｴ 支は火 ｴｴ ｬ ｬｊｾ ｬￜ ｴ 芸 ＴＡ タトに殻 ＱＱｪｩ してゐるのでこれぞ遮 光する

ｮｬ こｊＭＧｩ ｕ 、 阿佐 ｉｔＨ ねればな心ぬのでおとが ｦＨ ｉ Ｂ ｊ に施 ， ［主力司 ｾｲ かし ・、 のでめるが 、 帰米Ｎ ＱＭＮ 次Ｚｲ ｬＺ 父 ｴｴ

メ ｾ ｾｾｾＮｲ ｴ のものを佐 川 し仁左イでなものカ ｱ ｬＧ ， 似るで めらう 。

温濃度の調査4  

XI I  5 9  

科工場に到しが'ff，干JVllf rJ " ｉ の ｉｒｩ 的支 測 定表を ｈｾ 組し ＿ こ慮 、 ＳＰ 工場 よ Ｑ Ｉ ｾ ｬ Ｚ の報 ［Ａ＿ を＿うり ＱＺ 。

がめつ fこのは止むを得な い ことで

める。 今 その報ー出ーを f写?こ30*来lこJi，t

て ｊ ｌ のＵＺｾ気対え態を見るに ｩｾ ｬ 度に 十 ｪ

ては 測候所 の標準温度ーよりも平均

して 4 5度高く滋度に小j ては 、i!!I ]f1匹

所の標qr: iM- 度よ りも古川( ま多く夜

ｈ ｲｊＨま少い 。百 三 ｾｾ ｦ ｾ ｮ ＿ｊｩ 命予るに＿Ｚ＿

1) ては淑 l支漁度ーを/l iJ 時に朽へて 午IJ

ｾ ＳＲ 闘

断すべきでめって 、 ｱＧ ， ＩＧｬ こ ｬｦｯｬｾ ｬｬ 友のる

大工場を選ぴ、im弘前方公巧[ &: し

1:1熱球1照度表をかかげで何日々 にイ.J'

;走n丹する 。
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あるカq，: r:拐に於て
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れは遮似の路ｾ， ｑＡＺ がめ

らわれTこのでのる 口

以内私的の) ( なる乙
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みが出磁の泡!むに (1<っ て jli;

止を? なし1 : rtである。
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主主波警十長時に於ける宗内の泌長Ri盟l主の 1-.1-1'- (ふこ!: 倣でめる。

その主の j出 iueに窓 、11' ，入 口共 ゴム 引 よ13布 によるもので 、: 長雨前

ノ ｪ 、 さく 、 多 人 数の ｊ｛ ，Ｇ￭｜Ｈ工作主の ＿こ め 、 ｚｾｾ ｈ床 ｦＧｉＺ の 忠化 合 ｊ ＱＱ め ＿こる

XI I  

ｊＮｬ ｩ 洋製錐 株 式 千 ＿骨 ｪｾ

6 3  

Ｂ， ｾ ＴＴ 凶

ものと巧へらる o ｛Ｏ ｉ ｊ この主 に は 換 金 ｾｖ 芥があるが Ｑ Ｇｦ却 ｊ は Ｔ ， ＩＧｽ Ｑ ｉｊ に 表

[ まれてゐないようでめる。
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27 日夜間杢襲警報 l時に 於 てiHi 球温度 I
O

C ｊＭｊ ｴＧー をづ ι 「こる外遮 ｩｕｩ による Ｚｾ ｾＷ 激なる も ｴ 化 会 見

今 、 之はこもＺ内科もいｾ :  

大なること ート'. (' .1¥換以

ll lii 111 2  2  2  2  11口

mガラリ窓、のf十IIJ に

よるものと忠はれる

ｾＢＧ［ ＴＷ 脳 大阪時事新報量土
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( 大阪時事新報工場) ( 第47
1胡)

ＲＸ 日 夜 Ｑ ｬ｜ Ｑ 空襲警報時に於て若干の ｩ 熱球温度の 上 昇を ［ ｊ ｾ す。室 内 はＱＭ Ｑ Ｇ， 入口 、窓 共泉 布カー

テンを以て遮光され換気に封する考l低金〈なき% であらう。

以上より工場内温度滋度に依る空気保1 t [ ; を考へて見るに寸支に漁球温度の上昇は現質的

である。而して特に夏期に於ける遮蔽下の工場作業場では荏策t条件の悪化防 11-: のため必す・

換気の問題が考慮さるべきであって、遮蔽と換気とは 一見嗣立し難きものの様であるが、

建築的に之等は可能でめる。換集i蓄を立てるのも良し又様械的な装置( 送風機) 舎も う

けるのも良いが、 一番やり易〈且貨効もめると思はれるのは越屋根換機方法で、工場では

必す' 之を設けてほしいものである 。

5. 結
三玄

関ロ

(  1  )  遮光施設の恒久的 ｬＵ ＡＦＮｴＩｾ 充分でないゃうであるが 、 この黙を 一 層考へて欲し ｴ 、

防主演習は今迄比軟的短期IUJであっ fこから 、多少の不使は我慢で通し Tこりしてゐるが、 lt

|僚の股火"C/; : I ，I]I 立教ヶ月、或は数年にも亘るであらうから、その場合でも快陥が現はれない

やうな施設であるこ主が必要である口

( 2 )  そのｾには例へば日常の操作の容易でめることが望ましい。天窓や鋸屋根の窓

の遮光設備として 、外部から涯をかぶせにものがあっ fこが、これは防火の黙からもよ〈な

いが向者ー1mの保光の? こめに産をまき上げる際に 一々屋根迄上つ Tこりするのでは大盤、である

( 3)  遮光施設の材料には、 /1¥付近る 丈け不燃材料金使J l J し度ぃ 、特に 安の外部にほど

こす遮光施設には、ギfiや涯のやうな火を引き易い材料の使) l Jは絶1 t . j j j 生りる可きである。

( 4 )  鼓光瞳のある作業場、特に平協及瓶式躍を有する作業場の遮光施設は今一般の

) 61，担金要する。宅の開口部の遮光縮設以外に、護光器の ).!;J 闘を覆ょ、施設をしなければ遮光:

が五分でないが、護光韓の位類も多様であるし 、作業の昨今年の瓢も考慮しなければならな

いのでなかなかむつかい、簡立棋のものを建てる方法、上主反ーを? 作る方法、天蓋ェに等ーがある

が、更に種々な場合を考へて 、結論的なものに到達し度ぃ。

(  5  )  作業場の電慨は棋でなく 、 ｾ ・ ＭＹＮ笠をつけるやうにすること。保電球を使ってゐ

る工場は相官多数あるものであるが‘ ｈｾｾ ｉ リ ｪ の能率の製 ｴｩ から 言つで も、遮光の喝 ｴ から言つで

も、355を? つけることが欲ま しい 。

(  6  )  窓の遮光には 、材料 としては j字乎.'!.Hli の 2 枚_ j J ，[ ねの程度で充分のやうである。

特に強い光源のある場合は 別 として普辿作業場の電般の光り程度ならば 、この程度で遮光

効果は充分である。

(  7  )  越匡恨の鍍窓は 、w: q.J 光がなければ特に遮光純設をする必要もない o -，ごから普

通作業場で電［般に笠がめれば 、 越屋根の綴窓はその ｦｾｲ でよいであらう。

( 8 )  作業場の温i民度j伏態について充分注意する必要がある。防空演符が比較的短期

間である需に我慢出来fこ場合も、 長 期に瓦る時には色々と扶陥が現はれて来る。温漁度! l k

態な ど、こ の黙を充分考へて行かなりればならぬ。特に夏期はそうでなくとも温漁度状態

の悪い 日本のことであるから 、作業場の遮光地設については 、通風をよくすることは絶劃

必要で ある。
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遁 地と そ の 限 界 性

一一者 ｉｾ -r1i 計 輩 家 は 何 慮 をr: {J j  1:皇 ふ か ? 一 一

一一 中 村 希 同 氏 の 木 誌 9 月 批 所 論 を 中 心 に 一 一

J:::I 

rnJ  橋 事 男

1 前 書 き

小; 誌UL トj 披に 111，j: HI司氏改1耐火「泊地 ・立 地 ・地代」を設ぶされて、氏の fl 頃の泊J 也論佐

官E約 さ れ 芳 々その it t'I'IJ と検討を2要; llj され 1: 。 それに i出 ちに符へて本誌十 )-J批には凶 Illgp三

l(: {J; r  ＮＯ ￭ｩ｜ Ｍ ｉＡ ￮ ，刊誌に於げる ｊｾ ｊＡ Ｎ論」なるう子刊を ＿ 蛮表され 、 泊地論がＭＪして者 ｩ ｜ 司Ｇｩ Ｑ｜ Ｍ ｉ Ｇ 輩の ｊ た礎土 ＱＱ｜ ， ｩ￭ｲｮ

fこり得るか否、及びそれが住築物法に於ける地域; Ii IJ と飛躍的に :結合されて了五、等のことを

述ぺられてゐる。筆ＮＯＴはＩｾに興味深〈読ん ＱｾＧｯ 妹に 1I1ｾ・ ｊｬ Ｂ｜［の論文は 、 それが我閣に於て数

少い部 ｉＡ ￮ ，｜十主論の理論的なものでめり 、 コ と著Ｍ＿Ｇ￭Ｇは他な ら ぬ都 市 ｾ Ｍ ｉ Ｇ 主主の官ｼ擦の仕事に携はら

れ 、一 々がJt 際金 111
心 として生れてゐるの般を以ってことのほか熟r. n しにのである。そし

て 、 シ［三 Ｔ Ｑ 的 か然 ら 十人 Ｎ Ｈ ま 遊 戯 的な今日の都 Ｍ ｉＡ ￮ 計 ＧＧｩｊ ｕｩｬｬ ｩＱ￭￭日に 土 ｬ して欣然と ｲｾｩｴｾ { t > 披置されてゐ

る1I 1
村氏のもな悩性 lこ心からの敬意を返するものである。

IP村氏のこの熱;志に洲ち fこ良心的な論文金読んで) 5 へられる乙とは 、今 日の我陣|のf'i' 1¥'l! i

ln'lJ!: 家i主はなんと矛盾と脱7E と出荷Lの渦巻く時代の 11
1
に立ってゐることカ > ! といふことで

めり 、 これは決 し て 一 部 ￯ ｬｬ ｾ ＭｪＭ書 家の下に依つては放ひ得ないものでめるといよ 、乙とで ある

都市計霊家はこの荒波のI j l で良心的な岡下を絶えす' 振りながら、依って以って自己の:u: つ

立場を求めて紡復してゐる 。 Ｑ ｉ 什 ｊ 氏の則論はこの Ｑｊｪ Ｑｾ｜ の Ｑ ｉ Ｑ にめって 、 とり ＡＱ ￍＨえす把み得仁

子 ｴｭＺ な一平 二 ｻ でのる。荒波の ｉ Ｍ ｉｾ の ｷ 仰でめる 、 勿論 そ の ｬ い には 色々 の夫 ｾ ｉ 物が多〈合ま れて

ゐるに述ひな L、o 1ごがこの場介、夫J羽t物 lこ11民営〈れて 、 それを指摘し それを批判 する俗人

ￆｬｾＧ ｉ Ｇｌ は的てなりればならぬ口 ＱＱ Ｈ ＱＧ Ｎ Ｉ は百の夫総 物 の ｬ い から 一つ のダ イア モ ンドを求 めること

にめる。嘗て筆者ーはこんなことを IlrJいfこことがめる 、μil ち人の労作の 1-1
1にアラを探せば L

、

〈らでもあ るも のT二 併 し それが能事ではない 、そのう?作の! い から 一つでも い〉員旦1¥{t>設

はすることこ そ、若' - 1 1 に封ずる拡大の倣芯; でめり 、又以って その労作ーから事ぴ11i 1. つにと 'ム‘

ひ得ると。指摘、検討 、批判j の万 I('J は 11': に乙の械なものでのり !立し、 。そ れ放に 、若しも以

F筆有力; 指摘 する釘1 <池上也i命力: 似乱と設謬を犯してゐ fことしても 、次に 米るものは、 それ

のhit 令的 fj: Jj 引きlの探 究にあるに過ぎ ない。

百lij 世きが長くな っTこが、 (̂¥' .X'( ま1[q:. J氏 の州市首を 111
心 lこして、J J f J 山氏カ; ィ、充分に し1; 、指摘

しなかっ ｦ 二割 ｩ 、 一 一 山 ち主主 ｩｊ也 Ｑ 治 の 伏線する ￎ ｬ￬ｬ ＧＨ ｜，的な立Ａ州 ｬ ［｜ｬ ｽｪ について、ＳＡＮＮＮ立地との ｉｾｾ 服に つ
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いての J ラ安全 泣めることにする。その立)州知念先| 仰することは、 やがて適地1iit の 今 11 のIl iI:

ヂ? に於りる限界の七1 : 賞金( ) f' げて考出tH:lj ii 得ること' > . .}) へ てゐる。この険討の. 上に、今 I Hえ

ぴ ｬ リ Ｑ 日 への都 ￮ｬｪ ｾ 十設は Ｎｦｬｲｲ 論的な歩成金備へ る ｾｲ きではめるまし、か。

2  遁地論の主張と立携

こ〉てーは先づ Ｑ Ｎ Ｑ ｾＫｊ ｬ 疋の ｉｉｮｾ 、る「 地域指定 の基礎ｊＧ ｊｬ 論 」 会均す 「 泊地論」を来日介するので

めるが、依りに詳細11にTCることは挫りて 、ほんのアウト ライシピけに JI.. め度ぃ 。 それで詳

車111 を知られんとする説1 i . はもう
度 中 村、及 び凶山. LI : ; の 1論文伝説まれんことをお刷ひする

きて趨地論の主要松J主会1 . 1 すものは何か?
それは} ! 当地の琵見に在る。埴地主は 、 その

土地の* = も趨し fこ川注に従って、 fylJ へぱ良業地、工業I也、住 居 地、商業地といよ、如くに J .:

ｊ 也の油度ｾ｝じ められた ｦＺ 地主 ＿ぷふのでめって 、 Ｑｴ にこの泊Ａ文会主ｾめること 、即 ち「如何な

る土地に如何なる施設会民すべき力、」は剖 ｉｮ ｪ ｾ ｬ Ｎ［ＡｬＺ f-_ 1"" J!' 常に JT( んな 11:) 也」 でめるとされて

ゐる。

然 ら ば ( 1) 之等の泊地は如何にして殻見する か ( 2) 護 J;!' し?こ泊地 ti 如何なる広場及び

目標の下に決定されるか。

之に封して ｉ Ｚ ｉｾ 村氏は ［ｶＦ に平正 ｩ AJ院に而も. j ;j め て1;[ 見がj に手IJWJJ 追求が支配的である今 FIの

尚品生産 ｉｈ 千＿を肯定され 、 泊地もヲ ｾｾ 手 ｉｊｩｦｩＱ に従って護見されるものであるとされる。ょに故

も趨常 し? こ例は工業適地に兄られる。即ち「工業i邸主tkはそこに工業を企業して比較的Ih:j ｾ、

利潤京営委告げうる J 一:地 と制定する」又「工業泊地とは工業企業の牧手IWt 大なる: ) ) 也である

」この際注意を要することは牧手 ｉｊＧ 陀 をｾとげるものは許 ｫ か＿といふことで 、こ Ｇ＾Ｎ ｴ こ先づｾ Ｚ ｾｾ

ｾＮＡＡｘＨ ま資本家的な ｾ￙Ｚ 場が現れてゐることである。次に ｉｉｾＫ Ｎ ｊ 氏 は平 ｉｊｩｬＧｉｊ の迫 ｪ くを詳利 ＱＱ に数千台

以って地代の矧念を? とりいれつ〉説明される。 それに依ると土地の泊地でゐるか否かは 、

・. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  

「 色々な地代の内で ＱＱ 立も ｉＺｾｪ ｾ、ものによって決定される」ことになる。地代の牧得おは枇か
f 詮〉

＿ こ〉に至って ｉ ｉｾ 村氏は明らかに地主の立場にも ｾ ｬ Ｂ Ｚ ってゐられる。

こ〉でi也代を以って 、 それが地 代 そのものと併さ うと 又) J '( < 純牧人と併さうと 、人 々の

芯，むにｾすとして 、 兎に ｦ り にも泊 地 は線、牧入金以もんき〈する土地 ｦ ごと併つ ｦ こが 、 そ ｩｌｾ

決定する Ilf;j と立場は? 'I
1

!・.J 1又はこれに却 して火の .?I II く，--r はれる o .Ii ll ち「然らば11止も':=:J い

• • • • • • • 
J也代を費生するJ 1 J j主力; I1! l ちその泊地 )IJj 主となるかとぷふにん; m・1 さうでめるが全然絞りと

はエ之へなし、。都lI i ，1-1・司王に於ける泊地 l立地代の松戸:J といふが. ? I / I ｾ地主的立場はとらないで 、

• • • • • • 
大局に fこって或る 定の l剖杭全髄についてのi白地を潟へるのでめる J ( 10扱 15I " [ ) 故J J'. や 事

( 詑〉 序に丙山氏はこのこつのーな場のキ目建 !t' 宕過してゐる。氏は I ｾ吐令的総牧入Ｈ利 ｩ 関及地

代、但し此のH，; 合; 藍地の間分方法の主量化は_ .IM地代部分のみの増減に除J係する 〉を:Ii支 L

大きくすることでゐる J C本誌 IO月盟主68頁ー傍鮎官者〉 と云って、維がその総J ¥X 入を得る

かを間越とせす ， 、 叉 利 ￬ ｬ 司と Ｑ 也代とを ー 絡に総ｾ主人と云ふ名同の ｌ とに ｪ 干 附 げられてゐる。
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此彪に 至つては上遠の地主の立場でも 都合がよぷい、宜敷 < 11: 場第三へ! そして乙〉に「大

局に fこって J なる立場が出現する。

以上は遁地論の主張の基本的部分の紹介である が、併せてそこに含 まれてゐる 三様の立

場を分析抽出して見? こものである。向中村氏は適地を説明する場合に柿足的に叉牛ばそれ

に依燦し fこといふ 意味でウエ{ バ{ の 「立地論」を持ち 出され、立地と の比較封j照をされ

てゐるが、これは第 4節で燭れることに して、 叙速の都合上、こ の三様の立場に従って i吟

I床のt告を進めよ う。

5  立場第一 ( 或は資本家的立場)

剖¥J 手な調五資料を抱えて矯すすべを知 らぬ今 日の都市計霊外を見て中村氏は勇敢にも、

こ〉に都市計霊に闘する理論を作り !二げて 、行動の指標とされる。氏は自らを適地論者4 と

名乗って「都市計輩に思論を築き上げて誰から如何なる抗議があら うと正々堂々論破でき

るピけの基礎を持Tこうとする人々」の一人と して現れる。今日計帥 B ら抗議されようと論破

ｉＫｾ 今 ｫ る桜な理論は何物であるかは姑〈措〈と し て 、現 買の今日の都市計置にあって抗議を

持込む種類の 人々 は何者であら うかと 考へてみよ う。それは第ーには都市に於げる生産者

及び商人で あって先づ一括して資本家階級と云ひ得ょう。( 小賀商庖主は大資本の前には

無力化する〉第二には都市の土地所有者、地主である( 借地人叉はノj 、作は地主の前には無

力で ある) 第三にはこれら無力の人々に 依って構成 されて ゐる市民局である口第四には地

方Ｇｾｾｾ腿 にあっては中 央官雌であるが 、 之は調は ｙ 内輪日 宣 ｬ 嘩 のよ うなものである故問 はな い

として 、上記の第一、第三、第三の人々の抗議を反駁すればそれで仕事は -P，I}f; 捕なことに

なり、思論は一躍完備充宜しにことになる。賢明にも中村氏はこの 11¥1の事情を汲みとられ

て適地論を護表するにも寓全の針策乞とられ こ〉に 三様の立場を? とられに ことlこなる。

党づ資本家( 企業家〉には資本家のn民主? 以って。第一釘策は資本家叉は企業家の立場に

立ってとられる。此廃に於ては、 i白地とは資本家の利i問追求の法J ! l Jに背反するものではな

いと 宣言 される。工業は泊地にあって故大の利潤を、 lffj 業は陪j 業地に於て最大の利得を得

• • 
なければならぬ。工業泊地は氏に従へば、a) I土地、建物購入先、原料代、持働者・雇入費

等」は安い慮を蝶ぴ b) I 持{動 ( ) ' の質並量 j を考慮 し c) I 交通機闘の猷態、道路幅員、 *11;

迭等」も充分良〈而もの金融機凶等にも近接し? こ地区であれその t 自然的な諸僚件、

地質水質等々は良好である 庭とされる。。商業の場合も同様利i問主事故大の fこめの官条件が探筑

される。之等の諸t条件は生産又は商業の利潤の確保及び増んを円指す物質的な技術的なる

もの〉総動員であって 、間は Y 午I j 潤性の醜梓であり 、X 制特に過ぎない。

利潤の迫オミは資本主義生産の起動力である。併し乍 らそれ放にこの不¥J7問追求ぞ市i¥自iにお

し立て〉遡地 をも決定しようとするならば 、問題は角10り? こ如き外貌を呈しつ〉解りてゐな

い ことになる。何故なればか〉る解決は既に泊地論ｾ待 ｦ こすＧして前Ｚｩｲ日生産が資本主義化す
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るときから 既に自然費生的に現貨に 11'，来上ってゐ る答案でめるからでゐる。 この態度は謂

は 叶1M々 のIIJ j題を一般へと( こ〉では手IJj 閏追求) iIJIf泊して 了って 、一般的命題のみを以て

fIi，1々 全も伴せんとするものでめる。 Tごが宜しい 、今利潤迫筑を? 以って泊地の僚件の線、和と

しよう。そして利潤率なるものが何をやり H' ，すか一寸制後 して見ょ う。

先づこの利 ｩ ｬ 句率は ｬｾｦｪ ，日生産 ￱ ￬ｴ 令に於ては 、 競 走 によって無 ｻ ｬ ￬ｉ ｊ ｾｬｻ に叉無慈悲に追 求され、

之によって資本主義生産の虫 Ｑ ｾ ｊＡｩｬＨ Ｑ Ｈ Ｎｦ 的、 Ｑｲｲｾ 統 制的 ｪ 伏態は ー 感激 化 されるのでゐ る 。工業生産

の配備も直ちにこの無政府 Ｇ ｾ ｊ Ｚ を反 映 して Ｔ 症の配備の次ぎには新しいよ り 多 〈 の手 ｉ ｊ 潤を求

める競走カサ ｦｉ まり 、 競走は利潤家の平均化合導いて 、 折角の適地の利潤の＿こめの諸後 Ｑ ｾ Ｂ を

注文にして了五、のでめる。中村氏は手IJjl 習率金「一定期1I 日に於げる利潤を線、資本で割つ 7こ仙

でゐる」とされ、 この手IJi 問率を? を大ならしめることのみを1m題とされて 、今 日の商品生産

の無政府甘え態には一言も慣れす寸こゐられる。 ｪ 起が現買に於ては 、 手 ｉｊｩｲ｜ｾ の ｔ こめの競争といよ 、

生やさしいものではなく、それら説中Ｚの ＪｩＧ￮ＺＡＫＡＺ は 、 ｽｲＧｩ ｊＹｾＱ の虫 ＱＱ ＼企業の ｾｾ［ｩ d干形態が産れて 、そ

れは例々の企 業資 本の競争合排除せすＧに却 って抗 争と Ｑｾ［ ｩ 内と の 日 ｪＺ イ長といよ、形に於て現れ 、

この闘係は 「利潤王容を止くなら しめる J 1こめの僚11 ¥ーを愈々復雑化してゐる。等しく手IJif-k1率が

20% としても 100の投資に到する 20の利潤色 1000の投資に到する 200の利潤 とは、既に利潤

の 51: が質的な差異を形成するでゐらうし、この場合例へは前I将に到しては家内工業又はマ

ニユフアクチユア形態がゐるとすれは後者に到しては大工業、大絞替がまJ謄; する。この閥

係を見す' に単なる利潤率の増大と 云ふ ことを以ては、決し て牛.産 ・会主ーの配備を合理的な

らしめることは不可能でゐる。ましてや上記の企業の調占を考般に入れる場合、調占の償

十る E 大なる偉力は 、服売しくも適地保nの如きものを吹き飛ばして了ふのでゐる o ｾｲ 守

:企業は者jl 市の適地に満足せぬ場介は、彼は共鹿から 向て自ら更に地代の安慣な 、税金の安

い、運稔の使引j等々( 否之のみではなく 、彼は鍛道のない底には餓遣さへ建設する力を持

ってゐる) の地を探し 、そこの企業を中 心 とし自ら都市を形成するでゐらう。形成 されfこ

都市は叉々適地の混首Lに悲鳴を? 怒り' るで ゐら うが、調占はそんなものには無頓着でゐる。

利潤牽の演する所の一幕はさ' っとこんなものでめる 。無政府と無秩序と護展の不均等の

メフイスト共がのさばりかへる。斯〈して 「平IJ7間性」なる一見現献に摩擦なく受賞する適

地t条件琵見の法則は 、lTは資本主義生産の根本法見IJでゐりメ フイスト共の狂詩Lを作り 出す

の故に 、一つの無原理的な或は一つの悉意的なるものと成り了せる。若しも この無原理性

を肯定し得ないならば 、前提{ f 鑓更せねばならぬ。即ち利i間七iミを 以て現代ffLt合の法則 でな

いとするか 、若〈は利i間性を? 刑: 令の絶封的な永遠の法WJ として l存度適地論を検討 し直すか

の何れかを選ばねばならぬでめら う 。何れを選ば れ るのも修 ＱＱ 勝手 Ｑ ｾ が 、 その う ちの後者に

ついて 、こ 〉で一寸立11: ることに しよう。彪が好都合にも既にその試みは我 々の3努力に待

fこす' とも一つの既成品が存在する。 即 ち A. Weber 氏の工業立地論でゐ り、中村氏も 度 々

引例され、 又少〈とも工業適地に 闘 す る 限 れ そ れは「工業立 地 と ぷ 向 tAるである」
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ＨＧ Ｑ 往築雑誌 ワ 昭 何 ｉｉ ｉ， ｉ ｾ 7刀減吋世成指定の基礎理論としての; 菌地J命" 一能鮎筆者〉と言はれてゐる

ので 、ノi ' - Weber  ｬ ｃ［に頼って 、 此Ａ援に ｲｩ ひＩ￈りね拡を ｦｬｬｩ ひっ〉、号々 ｾ ｜Ｇｏ 也 論 ｵ 白地論とを ｪ じ

較してよL ることにしよう 。

4  工業立地論と適地論

￯ｩ￭ｲ￼ｩ ｩ ｜ こよ持げに 了 ｲＮＮｾｾ 適 ｪ 也にｉ｢討する ｡ b  c  d のri -Jtf l時z1' lーをよL ると 、 想起 さ れ る の は ウ エ ー パ 氏

の工業立地に ｈｾｌ 、て Ｑ ［ はれてゐる 巴在地決定の 三 Ｑ ＸＱ 子でのる 。 即も

Ｈ Ｑ Ｉ 運輸的指向。 ＱＡ Ｑｬち ｩｬｩ 賃蚊少なる �ｬ にき場所への合業の ｬ 趨 ＱＧ ｾｊ ｯ

Ｈ Ｒ Ｉ 労 働 ｾｉＢ ｝ 指 ￍｊｉｊ 0  ＱＡｪｊもう＿働力の ｪｬｫ も侭阪な場所 へのＮｔＮｾ＿［｜ Ｇｩ ｬｦ 古Ｚ の Ｑ ｾ ｛ｦ， ｊ 。

ＨＳＩ集航 。 即ち他 の工業的企業の集作せる場所への合 ｾＧｾＧＨｉＺ ｩＮ ｦ Ｇ古Ｎの ｉｾ ｉ 向 。 〔 注 Ｑ Ｉ

ウエ ー パー氏は資本主義的な合業の毎月 Ｑ はこの 三 ｼ 羽了Ｍ金 ｬ￬ ｾ ｉｾＩｮ ｾ する ことに依って・決定され

るとする。これは令く適地論に於ける工業適地の，; 官僚1' 1ー'1'に合まれてゐるものである。 1:

Y 異る j起は、過j 也論にめつては何よりも手IJif 可否終に到する閥心力; キ直に披慨されて 、 そこか

らｊｬＮＭ嘘 ｦ ｬ Ｂ ｝ な僚 ＱＧ Ｑ Ｇ が産み ＱＱＧ ，されてゐるのに、ウエパｻ氏に あっては兎も ｦ りも利潤なる ｾｾが

Ｑ ｜ まされてゐて 直ちに 三 ｩ ￅＺ Ａ 子力 ｱｩ Ｇ， て米てゐる乙とである。 ｍ 放にウエ ー パ ー氏 は平 ｉｊｩｬｊｲｾｮ を ｲ ｬＧ

村 氏 の1m< 員先きに揚げ宇ーして 三 l"k!了ーの み を 抽 川 し て ゐ る の か ? そ れ は こ の 三 閃 子 を 同 定

化、ｦＮ ￴ ｬａ 化するこ とによって 、 三 ｼ 現了 ・ からが ［ 論される利 ｩｬｾｱＧｾｊ ーを永遠的なものにらしめ人と

立岡されてゐるのである。これは現1 ' 1 ，' の生産方法に牧歌的火装を清せ、お伽噺を? 綴り 、 以

て 問 題 全 現 究世 界 か ら 制 念 的 抽 象 ! 的早へと移さうとの試みである。これに依ってウヱ ーパ

ー 氏 は 資 本 主 義 的 生産の配備を? より 組 織 的 に 介JI¥1[;"] に 計 抗 さ れ 得 る も の で め る こ と を 立 読

しようとしてゐる 。 この鄭 '1-1村氏が平IJ;I 苛| 生を取り 1-げられに史ti 、如何にも 氏 の事徒と して

の 良 心 が 躍 如Tこるものがあるではなし、か。中村氏は泊地研究の注意事項として 、趨 i也と云

〔注2J

へとも「絶封的 、 不鑓的なものでない」こと及び「地代を追求する地主のイ ＨＨｲ Ｚ ｊ は ｉｾ Ｚｬ也

の ｩ 床ＱＧｩＧを迫ひかりで常によを打消さうとする」ことを指摘されてゐることは 、氏 の意 ｉ［［ｾ ｉ を

ｮｩ ｬ ｾｊ げする人々の舟に旅芯［して置きに ｌ 、。

(;'t l) r¥' 村氏( 士古il 揚" 建築雑誌 '1 rl' に於て菊岡太郎氏の「 守地論」か らの引用ぞ持って、 ウエ ー

ノマ ーのな地論の三部分別伝 1Ｉ湛危な抱論 Ｒ Ｉ 努 Ｈ ｾ［Ｑ ｊＩ ｲＮ 地論 Ｓ Ｉ 集結論と さ れてゐるカ ヘ 筆者 ｬｩ 議文

悶版の「経i努地理名義の諸問題 J rl' より引倒してゐるのでめる 。向月三乍 C 一言して置き反いことは、

終隣地開与と都市百十設について γ ゐる 。今 H、↑l上界経i好の行きつ 止 りにつれて、叉各岡京の新しい

終 ｩ 舜再編成の要求の ｌ とに 、 生産の問備に測する科皐として経 ｩ 狩 ｪ ｬｩＡＮＺｦｾＧ豊島Ｈ品目心力 ［ 高め ら れて ＪＱ 、。

我閣に於てし経済地主里喜多に闘する叢替の r¥l ，版が凡 られるに及んでゐる 。 こh に於て取扱{ まれる ti::A

の商E俗、古¥i 惑は勿論金閣土的、金刊. 界的、 ( 例へば本閣と柿民地〉の L のでゐり 、昔s市に於りる A

A  C! I 司々 の企業〉部省、分布にすぐと 、 そのー構成部門 立地論が適用 されるとは考へ られぬが、例

へ ｾｦ 都市と農村との日目係等｛立、今 ＱＱ の本闘と梢民地の耐 ｉ 係の紡 ｉ ｴＺ ｬ￬ とし考へ ら れるので 、同 じく都 ､ｩ ー

の生産副知 に附する 者s市計量f分野には経理時地理祭の知識は非常に差益考になるでゐもう。チユ ーネ ン
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ウエーパ ーは殊に な地に於げる械戚であって、筆者等が到底論及 WJ来る L のではないが、一l二記引例

のｾｴＺ物は そ れを筒寧に 土 とめてゐるの で 、 誠にズルイ考 へ であるカヘそれに主主い で この小官官｛土建め

ることにする 。

C;H: 2) '1' 村氏の市! 掲 9主主築雑誌" よりの引例でめる o お認みになっ1:入は御承知でぜうが、 これ

は 〔主〕として組 土れてゐるが、非常に自己反合的な食電な部分をなすと考へる 。殊に民l . ，l J H f.の

資本 h義的社合の不作理十lーをこ〉で5包〈認識 されてゐる 。

きてウエ ー パ ー 氏の立地 Ｑ ＺＱＨＡ｟論の棋 ｊ 左右ｾｲＮｴすものも 、 っきつめて見れば 、 今 円 の企業は生

産 Ｑ ＡＨ の最低なる ｪ 列 ーに配備されると い よ、 所 ｾＱ ＱｊＪ ｉ ［ｩ 桝ミニマムの法 則 であるが 、 ャ ・ フエイギン

氏は之は「生産配備の法Hl WI ，と生産登展の法filWI ーとの隔雌である。買際に於て 、生，&i の配

備 は生産設展の ー側商である」と云ってゐる 。つまり配備も# それ自身として考捺す可き

ではなく常に生産の殻民営前提して取り ートーげ られねばならないものである。 即も そこでは

生産の琵民が兄弟されて、徒らに 三 17，1了‘ がミニマムの純白f創刊ーとしても1 t 11'，されてゐるので

ある。底力 ;1'f l僚にはこれ ら三 閃 下はその椛に拍子J的 、I，'il 定的なものであらうか。今例 へ ば

三閃下' 1 1の一つ併働的指向ぞ取り 1--げて Soょう 。 そこでも i i . T . ヨ二は努働力のが街地獄へ指向

せられるといよ、が 、而も そのノ|モ|断、 「労働力が工業中心地へ向りてi J lさ寄せられるといよ、

ー側而が、完全に! 日E訴してゐる J o ( 都市 にがlつての民村人 口の移動集中〉交通運輸に闘し

でも[ i I j ; 践であって 、 こ〉でも工業tこま二Iする運輸の彩縛のみが問題となって 、 この反割は一

向に忘れ られてゐる口 45に大工業的生院にめつては運輸は如何様にも生産に泊! 佐せしめら

れる。従って之等の| 天! 子はジとして:了. 業企業のl ' t 質的配備を? 絶封的lこ決定するものではない

吏 lこ生産費低下( 平IJ11可窄の塙大〉に至つては、ウエーパー氏の取上げに生産g'i: といよ、のは

〔注〕

現1' fの生産投ではなくして、 Y'l に資本主義的生産主そであれ而もそれすら不充分に取り J-_

げてゐるに過ぎない。( キIJi 同率について去へば、利潤率の小商がllI(.り J-. げ られて 、手IJ 11¥q奈

が支持1¥努働と不椀努働との 11¥1の率も示すものであることを取り上げてゐないことになる)

と云ょ、のは Weber 氏の閃子では生産力の相呉れる水 l y 、及び谷地置における技術水準の差

• • • • • • • • • • • • 
異といよ、如き極めて軍要な要閃カ; ) st孫してゐる。 j起が現買には単位陣j di llの生産貨は* ，11純 技

術的諸モメントに{ : { { 干1・するもので、 1列j をサ 1< 迄もないが 、家 内工 場的仕事場における 一 軍

の肉動車の生産とフォ ード 工場におけるそれと比較するならば、非常な差がある。之に依

って不IJ洞 宗を高めるものはi Hcて地到l的な諸要悶のみでなく 、叉技術的な要肉もあり 、殊に

絹占の段問弁に主IJ つては資本そのものが要閃となることを知るであらう口而も碗占資本: はH - :

ノ守地J }l l的なものを抹殺しさへする。

之を要するにウエ ーパ ー氏の 立 地jibは不IJil 司追求念日骨円慢に承認し 、諸杭の閃下ーを設定し

Ct仁〕 資本主義的生産授と L、ふのは資本支 t-PJ によって評是 されt: 商品償値、! ! 1l ち ( 同定資本+ 石J

鑓資本〉によって表現され t: Ｑ，の 、 現質的生産授と Ｑ Ｎ￬ＧｂＨ際の不梯苦手ｾｩｬｖｊ量のｻ賃値ｩＧ之に ｊｊ ｉｬへ ＱＺ もので

ゐる。
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一見配備を合. Fffi 化し ようとしてゐるが、その根挺に於ては 、現代枇併に於げる自然成長的

に形成される生産配備j的枠ーを介. f l I 1_化し ようとするも のに他ならなし、。 この限りに於て工業

埴 地 論も Ｇｽｪ 、 、 自然成的なるもの〉イｬＧ ｾｬｪＡＮ 化を算式全以てボはすものと云ひ得る。成程中村氏

は「油地論と立地論との机注」を大局論、( 間々 m散であると されてゐるが工業に閥する以上

の見併合 以 てするならば 、 油 ｩ 也 論乙そ Ｍ Ｂｾ ｉ ｜ 市叉はー阪城に於りる ＱｦＯ［Ｑ 々 の企業を ｉ ｃ｜ＨＮ 扱五、 ￭ｦｩｩ ｬ 々

論であり 、:-;'0也論こそ大局的に立って全降|ニ|二tこ亙る生産の配備をナ諭す' る「大局論」ではあ

るまい かo .，こ Y 工業のみでなく 、叉全岡土的でなく 、一都市について適地主? 論争る場介は

• • • 
それは確に「枇令全般の施設の分間:fl J l . 論」であって大局的であると云ひ得ても。

5  立 場 第 二( 或は地主的な立場】

都市討議に於ける資本家の抗議はウエ ーバー氏の立地論の掩護射撃の下に兎も角も撃退

し? ことすれば:;j，くにボるものは地主連一 一土地を所有してゐる Tごりで企業家のねj得の計千部

分を懐にし得る 人々 に到する針策である。この場介、越地論は資本家に利潤追求の法則の

遵守を約束しTこ如く 、地主に土地所有の樺和! の保全を約束せねばならぬ。日< I一つの : f:

-・・・・
地は色々な地代の内で最も高いも のによって( 適地として一 筆者) 決定せられる」 而して

rl.1村氏に依ればこの命題全論殺するにめに - 11以 卜. に豆って詳細な数字的説明がある。

それは先づ農業、工業、商業、借家業( { =I : : 宅) の四 :者が同ーの投下資本を以て 、同ーの

平均利i問主撃をもって検討されてゐるのでめる。そ して第ーには各別のI投入の差速に依って

〔牧入一( 投下資本+ 利祉の=地代〕なる 2正式に頼りつ〉地代の大小 金定め 、第二には111>1令

かく して得られに地代が大でーあっても 、それは投下資本領の比によって 必す' しも最後的な

決定要素と はなり得十仮令地代がノj 、て‘ ゐつでも 、資本' 額 b; 大でめれこの雨者の析が最大

でゐれば、それが適地決定の要閃となると 言はれてゐる。

此鹿に於ては、地代主州j潤と 云ひ得るならば欠張り 利潤追究と L、五、言葉は使ひ得るが、

前記の資本家叉は企業家、或は商業家の利if句追究とは全〈 内苓を異にすると 言はねばなら

ぬ。 即 ちこ〉では地主の利潤が問題とされてゐるのでめる。従って資本家と地主主の利害

ヵ; 一致 して 居れば兎も角も 、相反する場合には 、同ーの適地が全 〈杵l異つ? こ理 1.11 に依って

決定されると L寸、睦着を来すのである 口安本家は工業企業の利i問金最大にせんとして 、工

場の建設を地代の最も安慣な庭を求めようとすれば、. 1-.記の命題に 依る工業適地なるもの

は地代の最高の筒所が指定されてゐるといよ、不合理主? 暴露するのである。 而も 遺憾な事に

は数式 lこよる岡表を見るに 、こ の場合資本家と地主との平IJ 得は創立するものであって 、愈

々適地に於ける雨 者の撞浩ーは現立件3汁存ぴて0 j ( るのである。も う一度算式に蹄って主任を逃

めよ う。

先づ中村氏の護表されに抽象的な数字及びその同表は如何なる現1 T の抽象であるか 、又

如何な る枇合が前提されてゐる か Y 疑問となる 。 と云五、のは 、例へば己〉では農業 と工業
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とが同 一 にｻｉＧＺｾとして取扱はれ 、 投 下 資本を同じ〈し利潤系金同じくしてゐる。 即 ちこ〉

では農業が完全に資本主義的経管でゐつでl台も工業生産への投資と 同様に 、農業も 7JF投資

の主τI象となってゐる。即ち地主 、農業資本家( 農業労働粁は丸Ij < 措いて 〉の雨者が夫 々の

立場を持って登場 して ゐる。資本家は二1:: 1 ' 也に投資して利潤をゐげる 、その利潤の若干部分

はー出血所有朽の地主の所有となる。 1切らかに 両手れま利i F:，gの別 げ前に於て釘立する・ので ゐる

泊地の不合理性が現質的となる根擦の第ーは之であ るo ＱＺＮＧ が更に我 々 の現 ｬｴｾ 見 ると きＪ

して農業はか〈の如〈資本主義的経営拡態に布るでめらうか。さうではなくて殊に我閣の

如きに於ては農業に於げる午封建性が問題となり、高察小作料の? こめに農民は都市へ移っ

て産業後備前を作り 、地主の地代利得部分は工業に吸I炊きれて 、農業には再投下されす寸こ

居る ijk態て、ある。工業は段業と護展のi l / 調を同じくせ十、常に農業は工業よりも後れてゐ

るのである 。一つの土地を ( 勿論者jlTl i郊外かT!i に近接せる j誌として〉農業地のま〉に世 く

か或は資本家に貸興して地代を泉げるかの地主の判断は将米その土地が市街地化す る見透

しの下に、 又複雑化し てくる現今の小作問題から ! 陀却 せんとする意志と共に 、それでも農

耕地としておくか或はより高い地代を確貨に泉げ得るような企業者の手に委ねるかにず1: る

ので 、中村氏の如く資本主義経営による農業との地代全比較してゐるのではない。

次ぎ にもう 一つの| 凋表に於て指摘せねばならぬことは氏の云ふ「平均利潤葱」について

Y ゐる。農業と工業の平均利澗率を同一に することは、否問ー硯し得るのは如何なる根擦

に依る か。恨りに 中村氏の如く農業の資本主義化を許すとして 、今日の農業地代のうち、

土地の私有か ら生す・る絶釘地代なるものは 、全 〈地主の悉定、に任せられてゐて 、土地私有

の うちに は籾占の要素が合まれ、それは自 rll 競午こを妨げ、手IJ 潤の平均化を 、農業と非農業

企業; ( 工業〉とにおりる平均利潤の形成を妨げるものなのでゐる。土地が限定され、その

限定され? こ土地を領有してゐる理 111 に依って、雨企業の利潤の平均化は不可能とされると

き、平均利mu殺を 20% と恨定する 中村氏は土地私有は勿論の こと、地代なる概念をも放棄

して 了ょ、ことになる。勿論この場合には地主の存在はなくなり 、地主的立場もな くな り、

地代最大といよ、適地t条件も消失して 、 「地代の内で最も高い云々」も消えて了ふ ことにな

る。

かく して中村氏の設定しγ 数字と| 品| 去によって柿成されに恨定は全 く現賞金忘れに架民

的なものとなるのでめるが、仮りにそれが正しい現貨の反映で める として 、 そこから生れ

る最高地代へとの越地の動きは 、前日にて取扱った適地の最小地代修行とは全く撞着する

のでめる。適地論第二の立場は今や撞所と混乱を以て終幕せんとする。 中村氏はこの混沌

を如向に して切り聞かれるか ? 立場第三へとJ i f l ま う。

6  立場第三 ( 或は前括的立場)

第一針策、第二針策に依る適地の解決は不徹底であっf二口市も今や向市民居によって代
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僻される第三の抗議を論破せねばならぬ。こ〉に於ては 二mの努力が要る。 一方には Ij l 手11

聞 が、一方には陣11民制力:0 Hf :し乍らこの:Vid州lはN. 程むつか しいものではない。それは断乎

として自己の立場金斗: ることに附する。自己の立場一一それは今日の我凶の者Ili li ，¥十諜遂行

の也後の捻北_ f i ' としての立場、又行脚としてずf僚 としての立場に他な らぬ口 この立場に立

ってＩ［Ｚｾ ［ ｾ｛ｬ ヒｊＱＧと日＼ I 大局に抗って ! J これで泊地論のもろもろの混沌は霧散する、i I T よそ述

[ま納得するでめらう。誠にその行や附 11'r'{ なれども 、その効力の有難きょ 。 これは混沌を救

五、救世主でもめる。彼は制めて親切に「例へばラヂオ日ヵ ;1-1，宅地の買: ｉ ｉｾ にで Ｓ て、朝 から

晩までフ・ ープーピー ピー J e騒音をかき? こて〉は i 1  Ｑ ＺｔＮｲＧ ｪ の安寧」カ［ｾ巳されると あって取締

ら れるし 、 又隣に「製和 ｩｬ 工場が 川Ｍｬｪ ｾて」己の家が「火災の危険 ｬ こ 出ｼ而 」 するのを防いでも

〈れるのである o rごが救世1: 主は賀際にこのよ うに 令能的に親切でめら うか、叉地 上にこ の

械な救 Ｇ ＱＱＱ Ｚ 主力 ｚ 干｛Ｎ 有 す るのでめらうＱ［、 。 これを＿民放するｴＮｴには 、 我々は欠 ｉｬｩｔｾＡ ながら ［ＱＱＧＱ Ｑ と資 本

とを ［￬ Ａ ｉ ［ ＮｾＺ せねばな らぬ。 恐しいこ とでめる。

きて此 ｬ 起に Ｙｦ ￬ めて ｻ ｉ ，民泊 ｊ 也なるものが顔合 川 し ｾｦ ￬ め ｲＺ 。さきの ｩ 前適 地Ｈｬ足、工、除 ｪ 業 Ｉ

に於ては資本家 、 令 ＺＯｾ家 、 商業家 、地 主の利得力 ｚ 問題になっ ｲＺ が 、 第 三 封策の封象 ｬ ま有 ｾｉ 司 ｩ

ＡＨのを臆的な多数Ｚｩｦ的な利得で め Ｑ Ｉ 、前 Ｈ￭ＧＨこ較べてより ｩ ｬ ￬ｴｾ Ｇｲ的な ｘ 円 常生 ｩ ￭ｦ， ＨｾＢｊ なもので の

る。それらが地域と結びっく場介 、 こ〉に必然的に ｻｕ［ ｲｩ 泊地力［ＩＵｾヰされるに王るであらう

{  Ｑ Ｚ 庇泊 地に於 ては 、 生産の代りに ｩｾ ｊ ＱＧＨ Ｑ［［ 、 ｩ 円到 の代りに 休養が ゐ る 。 従Ｍｬｪｾの泊地の護見は

生Fをと日動( 商業金も合めて ) が '1
I
心 となり 、その門 411 として利潤追究の概念がと られ?こ

が、こ) . {.I:: 居泊地の場合には、消火と休益が主要課題でめるとして思して 、如何な る円棋

を立て〉決定ぞ 見るので めらうか o 11立中ーや利il 叶ド1:は川佐官さ す・人 は々千平nを欲してゐる o

Tごが泊地論は頑強にも 利jr' ，1' I' I，をが'j:1ぅ川 してくる。 即 ち{ 1，肘泊地の誼l支を jためるものはfiT家

余 Ｑ ｾ に 於 ける 利潤 率 ｦ ごとされる。然るに今 日 借家 令 業に於りる利 潤迫ヲピ は 、 地 域的要 ｉ ｾ ｉ よ

りも寧ろ一定面積に ｉｩ Ｇ ，ｾ ｾる丈り多くのｻ庁次営住て〉より牧耐を ｬ 二 げんとされ 、 叉建築材料

の判悪性、現金、地代の軒減等が巧{ をされるものでめって 、企業家としてはそれが伎鼎泊

地で あるか否かは全 〈ご次fl"J な11¥1 題となる 。( 笠際にノI' n  11，宅の建設は柿市 の至る彪その

地域を問{ますサ古ど可能で めり 、又その要求 も王る彪に! l i f . . じてイfイ，:する。名古照に於りる例

でめるが工業地域に於てすら11'宅 jci住令州市かれてゐる粍でめる〉 ましてや中村氏の云ょ、

如〈最高地代の庭では借家令三位は逃げ11¥して了」、。それでは間るとめって 、手IJj問は何彪か

に一時頂t 1 として 、性用適地の三要|刈 とも云ょ、可き ili j僚が持11-' ，される。 即 も り 職業地に

近いこと 2) 円常生前に 使利なること 3) 健民地なること。この rllの何虞にも要約すれば

利潤? ごと 云ょ、結はな い。この僚'1'1ーは 、利iWJ 追究よりも iをかに 人間的なもの 、 日常生前的な

ものでめる 。泊地論はこ〉では 、- l.
fQ{利j作Jtl ，を忘却し て、ひ? こすらにお人の牧入に1 . (If:じ?こ

快適の度介を追及し てゐるではな いか。 併し それでは 、泊地を研究する慰問の機戚にMMす

る、 宜 し〈 一言 なからねば ! 叉「大局」を 引っ張り 1- 1 1 すと読者は云ふであら うが、全〈そ
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の通りでめる。忘却の河のIHl 口は「大局」がし 、〈 らでも郷大してく れる 。

そこで首然「ーた局 J とは何か 、x k局を? 11乎ばはる官' 僚の枇合的立場に言及し 、その分析

をせねばならぬでめらう。' 斤僚は資本家、合業家のt n < 利j問主? 迫求しない 、5 ( 地主の如〈

J也代金望むものではな く、又市民の如く徒らに 白己の要求のみを主張 しようとするもので

もなし、。彼はこれらの!H機のI j l にI って 、11:i 'd j';i えする勢力を巧みに緩和して同家の行政

その 他 念 行 五、のである。訴しも公平さといふものがｼ 州立 する努力の ｲｬｾ 和 にめるとすれば 、

彼は公平なる立見の代 ｭｸ Ｎ でめる。れしも統 Ｚｬｩｉｊ が混 乱のｉｪｾ から一つの主張と方 向 を持って

会盟公 組織するものであれば彼は又組織と統 :liIJ の M行 符でゐる。それMcにやれま資本 家のtl l

き又は地主のt /l ｾ＠ 111，1々 (I "J な立壌を十( 守て〉 、市に会粧の師趨を? 皐びーとし時には資本家や地

主の要求を? :1;1];%甘さへする o 5 1 . . . 時には資本次のみの立場( こ -:. i: って達制することもめれば、時

には地主fl"J なユ工場もとって将司4の大正Ii " 樹て ることも ある。これは常 lこか〉る村抗勢力 の

力関係によるがその主張は常に公フ1'- ￨ 慈愛に洲ちにものでめる。 例へば都市計 Ｚ［ Ａｦｾｾ 一 保全

見 よ。笠u 所は岡J"¥: の又i lH¥': の幸耐と安寧でめる。 そ してこれこそ大局 (:I" Jなる立場でめる

泊地論も亦、か〉る大局的草場に立ってゐる。 似令第一 、丸第3三の主岱封'1策カが;不先完俳全でdめうら うと

郊三1壬封5汚}策lはま大局の4名s!l lにこ功力か， ｾり Ｗ て ι斗 Ｇｲ むねばならぬ口 その7併ヤ衿衿仰fトν刊沖zdペ峠帆lt昨¥1

ても t仕l七i居i池歯度決定の三喜要E悶は湿守されねばならぬ。 しし，か るに 、Ij l 村 氏に依れば全くりしか

らぬ事態が起ってくる。 即ち 「資 本次、地 主等の金 ｾ￭ Ｇｾ は ｲ ｭ 大 Ｇｩｾ 敷金構へ自家月 ｬ の自動

車を 持つのであるから多ノタの溢部な二1:地 でもかまはぬし、叉健I ，] i地匂: も些まな い。最も地

似 の高い市中に当乙々 と{ t.m:l山を? ;; }ミ める J Ｈ本誌 Ｖｊｾｾ ｉｊｾ Ｑ Ｖ 了 ｯ に至るのでめる。さ うすると共

慮は三要閃金 i摘してmらす・とも 110m越地になるのでめ ら うか 、終{ 友住居適地にめらぎるを?

じへて立退きを? 命せ' られるのであら うか ? 1 者は米ピこの問題は j!fHtj ぬ。問題は これのみで

はな いo yfi めに記しに一軒のラヂォ尿にも注意と闘心合同j りる適地論がめるに: t (iJ らす¥ 我

々は絶えす' ラヂオ尽に悩まされ 、火災の防禦に 心し てくれるに拘ら今、我々の位居の附近

には彪大な工場が存在 してゐる。我々はもう 一度 数 1":主の名を H千び 、制! と資本とを? 評iti: せ

んとし ＿Ｚｊｅｬ しきｾ阿を嫡罪して ｦｩ Ｍ はねばならぬ。

7 適 地 の 限 界 性

三つの11: 壌に依って油地論を --1
'
底、ィ、プピ分乍ら検討して見? こ。これに似てって知り 得たこ

とは 、( 1) 泊ー地論の依綴する根. ) ，HJ ; 三枝のプ'( 拐の混合物で める こと 口 ( 2) 而して その各 々

の立場の ｲ ｬｾ に現立との矛市がイ ｬ マ，Ｚする放に勢ひ論旨が抽象化されて〈ること口ＨＳＩ混合物

内 の針 Ｚ 心 Ｚと混乱は行僚的なる ［ ｕＷｴ［ に依って Ｚｉ ［ｉ ｊ ｾｾ せんとする努 力 。 Ｈ Ｔ Ｉ 市し てそ れの界ご韓 化

過料に於て は紡局現 Ａ ｉ 犬 の向然殻生ｾ副長と一致して 、 そ れ以上には、例へ生 産 力にしろ泊Ｍ地

論は護展せし め得な いこと。謂は Y 干i'-'{ 'つする現!I えの合: r . n化に j品ぎないこと。
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この要約 はそれ 自身適地論の限界性をも 亦要約して 詰ってゐる。泊地を護見して 、そこ

に生産力を i公i め、ニ1: 地所不I -!'iーに はJ 也代収得を増大し 、 州知 li 1亡に は少しでも 1-1:み良 き11:居

地をＡｏｉｩｾへんとし 仁美しい ｪ ｬ 上んな Ｅｔ Ｚｬｩｩｴｩｬ は 、今 や資 本と地代の 限 辿 の下にお し つぶされ 様とす

るに歪IJ つ「こo 口の惑い都市計5!訪れま一一 rl:t村氏の何調を借りれば一 一ノトこ そと ばかり今ふ

でめら う。

「京乙そ主想家ではなかっ? こか」と o 31... i J;l [! . 恕はt経常 識1j. ｚ［Ｚｾ 想に過ぎないでは

ないか J e 。にが我々は血みどろになって闘っ fこ人に向って )1淵ほ浴せる人々に構つては

ゐられな いo より緊急: なこと は、闘ひのi伏況をつぶさに調べ 、依然として新しい理想tこ向

って猛進 しようとする ものでゐる。正に適地論の限界性の認識はこ 〉に 始めて有意義なも

のとなる。

その 限界性 は 現代に於 ては か ｬ 人の信 ｉ ｪ ｾ 立に 依っ て 依り得る ものではな く 、 遥かに ￱ｈＺｴ Ｗｦ的 な

ものを Jわ て ゐ る 。 それなればこ そ{: p: -!'i '  ｾｉｾ＠ l' ，j 氏の泊地論がゴ久々と』fi めは3ピ地論の例々がj 、

現 Ａｕ［Ｚ 主義 的で める こ とをｾ，論じっ〉 、 次第 ｬ こゴ ｵ 也論 とう Ａ￨ Ｇ ｪ おし Ｑｍ 事， Ｇ［ ｾ Ｈに近づ 〈に つれては 、回

山氏 も指摘してゐるカ ;.tm< 、現行地域iltlJ に還元されて 了ふといよ、過科を分析して見Tこのでー

めって 、例へ この過程は名馬ロヂナンテに誇つに勇士の放路に 似 てゐよ うと、

きうせするに

[ まゐられな い悲批 t も云五、可き立場を i栄〈眺め得るのでめる o : x . . この立場は現花の都市計

Ｉ Ａｾ ｾ誌の代表 的な立場ではめＮるま ｌ 、 か ｯ ｾ方位を＿絞けるか 、 然らす志んば妨程をｻ徐 ｻ 韮なくさせる

向物かを＿更に検討して 、 計 ｴ に ｾｈ しでも論破しうる朝刊 ｊ 計設の型 ＱＱ 論を ＿築 き上げるか 、 路はー

つであらう。再び中村氏に衷 心 よりの ｩ 引放を初 Ｑ ｜ ひっ 〉 口Ｈ昭 和 Ｑ Ｒ 年 ＱＰｊ ｾ ＱＷｒ Ｉ
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- 時 報・

近隣計童委員舎の示唆による 斬新な土地 ( Real-Essta同闘を委 設

クイリアム・ J 、ートクエノv ・ノV ドロー

F orest  Hill s  及ひ' 英の附近近隣計五革委員合後行の最近の報告によれば、 その{ 点放任してのげばこユ

ーヨー クの惨路 Iこるアパ ー トメント地域をもう一つ出現さすと云ふ様な 、 明白 に主E命付げられている

他 の区域を、言十輩の行 き届い れ近隣地に改造 すると云ふ提案がなされて居る。 その区域と云ふのは、

めの美しい Forest Hill s の北方に位し、 且 クイ ー ンスプルバ ー ド‘ の 1; を主主って居 る 最近開通 念見 1: 弱

点地「 餓道 (I ndependent Sub "，ay) と、 1939年の大博覧合 ( Worl d' s Fair) 用地と の| 伺に績にはって居

る地域で、 その 内 350 英町の地院が、 ニュ ーヨー クの最大にして最美の公園になると思考 されて居る

股大な土地が未開をまのま〉 に存在する のでめ るo ＷＧＺＯ ノ、ツタン まで う 銭均 一 高、速電車 Ｈ ｆｩ ｶ･Ｍ ｣ ｾ ｮｴ rapi d  

Transi t ) と魅力に笥ん Tご1， 200英国丁の慰築地 に して旦又永久的海水浴場でめると云ム好色条件とが、組 み

合さって、 今日 まで無生産的な空地で而も長期間に亘って税金ばかり支t弗はされて居つ土地主に 、以

上の傑 1
1
十は好況なる刺殺を奥へにのでめる。 で 、 ｾに此 の地域内で一人で成大なる土 地 を所ゐーして屑

る者は、 6 階述 36J支族用アパ ート 会 136戸建築する事の許可を奥へて居 るのでめる。 而 L 之等の述物

はいづれ ｌ 敷地の ＶＶｾ 乃至 ＷＵｾ { f 占宥すると云ふものばかりなのでゐ る。 倫 l主主重りの土地で多数の地

主によ って所有 されて居 る地区には一階建で一家族用の長屋の列 や、 2 階7'; 至 6 階段等のアパ ート の

集闘が散在せんとして頗る不調和な状態を出現せんとして居る様に忠へるのである。

自然の i!&に放任し ておい1: ならば、北っちの境界に沿ムて、 プロンタ λ やマンノ、ツ F ン等に多く見る

如きアパートメ y ト地区 になる: tjJ: { f 恐れ、F orest Hill s の市民 lよ、か〉る状態に 脅かされねばならぬ事

情に遭遇 し Ｗ こ内容を研究するカ法として ｃｬ ｡ｲ･ｮ ｣ ｾ Art hur Perr y 氏を委員長としれ近隣計査委員合を形

成 しれのでめる。都市計査に附す る市長委員合 ( Mayar' s Co:nmi tt 日 〉 と事ヨ促進捗周 ( W orks Progr日 S

Admi ni stratioο から提供 されれ局員との協力で近隣単位 ( Nei，，1市orhco:l unit s) として比の隠域を開後す

る匁に 、重大な而も 斬新な内容を持つ提案の報告を準備して居つ1: のでゐ る。

地閣 に示 す何 I ( 形式的街路湖、 貧弱な地域司tl]及摩校と遊戯場i施設の不足等の結呆{ ま今や、 マンノ、ッ

9 ン、 ブ ロン グZ 及プル ックリ Y のスラム 忍共の 附近 に雪量見する と同様な 、 想像も及ぱぎる状態を準

備せんとしてをるのでゐる。が然し幸な事には、 多〈の街路は禾T二宮| 日袋しれり又は勾商日が附せ られ?こ

りしてない旦又数地の殆ど全部は禾建築地で ibる事でめる。でゐるか ら比地域 を? 現代の者s市計査の

原理に基いて再設計する事( ま今伶 lま賀行し得べき事柄でめる。

近隣単位の原則の上 ｬ こ 基礎会 お， ￶ 、 Ｗ こ此の提案は創立し＿こ四つの小空襲校ｾｾＺ域の周囲を改造す る 。 ｅｉｊ ち

その各キの事区域は、 中心近くに豊島枚、 運動場、 そして社交施設営用窓し、而 L これ等の外周に は商

言主 Wi l l i am Hartwell Ludl ow;  Neighborhood Pl anni ng  Commi t t ee  Suggests  Novel  Real-Estate  

D evel opment; Ameri can  Ci t y， Sept. ， 1937， PP.  77- 79.  
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}占と 商業的サ ーヴスカ J境界 をなしてj羽図の交通街路に面接してを，ｾ 、 げri l.. 11'. i>k得 るかぎり 、 向給自足

( Sεlf -cont ; i ned) が可能な る様に してゐる 。 力、、 る 近隣 地に 附するｾくの研究が示され＿こが 、 結局は

基礎が照〈而も魅力に .. ＿Ｚｾ んで ｅ 号 る 環境と云ふしのが 、 関者安全進捗 さぜ1E: に叉ii柄足すべき健康的な社交

と都市，生活に も刺殺を輿へ る しのである。

街路網、地城市1]の修正」主力. " る近隣単位組織全もにら すべ き皐校用地への ltk案等はすべて都Tli カの

範園内で' t ( ff されるものでめる 。
然し乍ら ｚｌ 等の鑓更と云 ふ ものは Ｑｦｴ に Ｒ 十五の最低ｾ表は すに過ぎな

いのである 。 でめ るから更に: J d制支(comprehensive measure)  Iこ於て各 々の住宅述築及製枚、商 j占或 l i ! t¥:!:

築休養施設等に謝し、魅力 iこZr んTご建築的調和主 効果=ゐる巡回的住宅近隣地 ( T<sidenti al  neighborh∞心

を持ち来? こらすべき必要がある 。

常に 偶 然的で 、 防 ｪ ｦＺ系するとこ ろな〈 、 散 在して王寺 る土地 Ｈｲ･ ｡ｬ ｾ･｡ｳ ｴ ｡ ｴ ･Ｉ 関をまの銭になす斯様な計三 ｦ や

単純に置換へ る事や ( subst山 ting a  single) 統一 する事 や或11大波紋に建築作業ーを な さん とするに (士、凡

て多数の小地主によ ってJi) f1f されて舟る土地を 一地 1-: によってゆj- {f せし め ifri l . . それを製版域内に築め

る事が必要と されてゐ る。 土地を 集めると云ム困難な事業を治成せん Ｉｾ めには 、 脅 し普通の ｊｬ 法 で乙

ｾ行ふならば短端に経費全要するものであるか ら 、 此の報告には次に 示 す段階のなかに斬新なブJ 法が

示唆 されて居る。

都市と謂ふものと大規模にして財政好調なる事業圏慢と許1ふしのは共に全地域の敷地計主に隙J

して一致するものでめる 。

2.  市 l主新街路面積で い 皐校用地、公園及 その按領地域11公図的対J巣 の期待，m*るR置場及f也の '22

地で L 凡て必要なと ころは牧用することによって獲得する。

3. 小 さ 〈分散して洩って帰 る土地 l士一般的に行はれて居 る困地防l後形憾の 1・で1.1 "建築適地" と

しては役立仁ないと云ふ仮定のl . . t にク依てやす，る災害 '1 公選げる婚に超過牧州によって浅りの

土地を?獲4与するのである。

4. あらかじめの一致に従って、 f!- i l1星島悩域内に於げ るr L ての地似 {立平等でめると云ふ制限の l' で

開後図程 ( development ｣ ｯ ｲ ｰｯ ｲ ･ ｴｩ ｯｮ Ｉ へ建築敷 地 を診 すこ ｕｊＺ Ｚ ｉｾＱＴ ぐる 。 か〈して市ｻま無償で街路及

一一 一 一一、
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公圏全獲得する乙とが IHクk る。でめ るから塁手務局{ 土筆校用地 におしてのみ支扮念行へばよいので

ある。

rlI は公共の瓶: ; f IJ の錦以外に 、 正L的聞を走者の匁にいか h る土地集中計鼓を期 待する認には行かな い

事は明白である。公盆事業局 ( Publ ic authorit ies) の遁営なる市IJ 限の下で I.: h 健康的で魅力のゐる住宅

政策~且11 ち安全で而し計量ーの宜しき街路、遁包・に飢註 3 れれ豊島校、 公園及運動場一敷地ぷ過華IJ用途の土

地制限主建築符皮調官官等 IH 、づれ L 市の助力を充分正詣化して応るところの公金事業( Publ ic beneむtの

であ る と、 此 の報告は主張して居る。然し乍ら若し比の ) J 'I去を? 引き受くべく i l，の役人 ( city alficials)  

が現在の椛 ｬ 浪を充分認識してをらない場合には 、 次の議合で法律化し得る 州 、 ｬ の ｛傑 令を ｾｩｦｲｬｊ￭ 主する ι とな

比 の報告では薦めて居 る。

現在の蹴態と計壷案との得失比較表

現 在 の 状 態 I  JI 議 案

街 路 鍋

東への交通機悌Jの逼過 ( through traffic)  1: 1 南北| 交遜機闘の交通に附しては 4 本の僚弘し七道路

に通子る 8 本の主主1 ! ! r 道路を利用して居 h、 12本の I 1こ集中され 、他の街路は単に地方的な交遜機括討を

交叉街路は騒ぎ合意量生せしめ旦つ近隣住居地に於 l' 通過せし む るにすぎな L 、。而しで ごh要道路は伊J れ

り る児童のみな ら子大人の生活全しか脅 して舟る I (， 地十 銭ステ ージョンのところに導かれて居る。

近 隣 地 域

商 業制街路が住居地域へ入 1- ，て米て、地域の形 ，Ic: 要道路が件対地域を殆ど同! 何百I に分割し、 i! lj

組合不規則な型に 切 断して厄る。 ｉ も分割され ＱＺ 各地 ｉｊｉ､ 土星第 ＡｉＧｾ 威として［自滋な股さをＧ

有して居る。

準 佼 用 地

将来の要求を f柄1: しf止さ F る祭校則地が衛ヨ起用i -E I  充分なる底さを ｾ Ｇ ￚ ーする快適な皐枚 Ｉｾ Ｇ ｉ 地点 Ｚ 告 ー 製品 Ｂ Ｎ

E奇に して接して創是正されて居る。 I j成の中央に聞置されて居るので、児玄は交遜 這 路

を横断せす'1こ遜皐カ: 11' ，*る 。

商 業 地 域

引き (111ばされ 1: y ;);，ン状商業地域が住居地域を I ［直設にまとまっ Ｑ Ｚ 商ｽ占 Ｇ ＱＧ 心地 点［地 ｉ Ｂｾ 筑ステ ー ｹ

ｾ仰いその効果を路皮に低減せしめて居る ｯ Ii苛 | ヨン近〈に割程してゐり 。商染地域I i 資際的の必

I ; l j 有装地域として支持 :p，来 5 る程度の - 1! IJ ち 120 Ｑ 要以 ｌｉｾ 大きくせぎる椋市 ｉｭｾ さ れて爪る 。
・ 1 、

戸以 上 L のJ f! j iよの是lt ち得る{ 依地を用意して対る o

住 宅 地 域

6 階法ア パート メン トの建築が比の地域には笥 近隣関空霊長十J Eの提案1:1、低い walk-up アパー ト

されて居り 、後遺物は公園に直接しない建物から メY トの問に府 -'<!:: し1: 古余地 {t>J{，{つ 1: 塔状のアパ

の眺望を妨げる様に 公割前街地に前置されて居る ー トを介了五させ、最U -1苦々とし 1: 公園へ の眺認を'

若も敷地の最大限度に土で同 一形式で 6 階建ア | 楽しましめ得る様になるのでめる。

パ ー トメン トカ: 此の地区全競に建築されれとし 1: I  地 域111肋 ;i 量出・に人 IJ 符度合謝節 f るから 、委主主校

ならば就準人口 ( School popul ation) は恐らくは! &; ; I  1ま就主義人口による fsl 絡の恐れがなくなる誇で、 而j

状態に例桁するであ らう。 b一つの事業l辺住によ る全塁手臥域の完全なる 開 設

1 1:1永久的 iこ; 脳U 騨 人 口 を 用 意 す る 。
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工 業 地 域

無制限地阪に配置され1: 如何なる種類の工場で | 軽工業の工場及ガレ ー ヂ 、 未斯 Ａｬ ｾ ク又は倉 庫

L 、不瓦地区に隣接する傾向 を持ってAl-iJ ， 工業 ｼ の如 ｊｾ￯ 喜 ｪｾａｈ 以勿Ｈ 立 、 ｈｯｲ ｡｣･ Hardi ng 及 クイーン

地域内又はその 附近のよき居住地の関空去を阻む。 I スブル ーパー トに後綴する 地阪にのみ許される。

( 勉 よド幸女耳[0

大 都 市の 分 敬 う? 主張
す註

大都市の分散に就て強行な運動園穏なる大英国間園都市及都i ' li ;;1' 道協合 ( T he  Gar den  Citi es and 

T  own  Pl anni ng  Aswci at i on of  Great  Bri tdin) の名息苦F記官( Honarary  Secrεtary)  fこ最近任せ' られ 7二、 ウエ

ルウイン問園都市のエフ ・ジ ・オエポン氏 CF . J. Osborn) の指. J l ! l の下で行はれ仁 、 成大な目標を含

む協令の新しい 政 策 に 協 ｪ する λ テ ート メン ト は次の ｾｮ < 要約される。

ロンドン及他の過大都市 ( over  grown  towns) の務主主を直ち にドILJ J : する事の必要性を提唱するとい ふ

こと は 、 商工の 分散 と田園都￯ｉ￯ 却の都 ｔ ｬｩ 及 ［直 Ｇｬ Ｚｾ 大の依存者 ｪ｜市 への人口移動 に 闘 する 続定 的な政策と が

附注して来る事。

将来の市街化、 開園都市若は衛星都市型- llll ちそれは大いさは制限されて居る 、が然し生活と勢働

との設備が笠つに現代の経傍・量土台及女化生活を怨むには充分の i徐地 ft' 1':f- し、而も周 囲が永久的総地で

園紛されてゐ る所謂計査され 1: 都市営目僚とし 1: 1，のーと しての公共心( publ i c minのを据付げる司王。

法令上の都市及同国立十遊 Ccountr y planning) の組織を完成するのに妖くべからさ' る ものとして凶土

計笠を主張する こと 。殊に図土.，iI'llf の一部分 として、工場の位低の誘導力法及者j ¥市鍛張 に仲ふf也の手

段等によって都市の大さ及人口の大移動f t ' 謝節する事。

極端な人口籾符地区を＿招来着ｻ立精加する虫 ｮｾ お府警 ｵ 貸住宅 Ｈ ｦｬ ｡ ｴ ｳ ，テネメン ト及 J U也の施設を? ぢL夜

の8条件によって大都市内に鍛制すること は、 見ラムと交泡問題全解決すると云ふ こと よりは、寧ろ家

族の生活に華社して全然不通話な環境を弧制す るも のでゐる 事 ぞ指摘すること。

公開田園地 ( Open countr yside) 合奪ム如き「 リポン」

式，，9 ; い分散式聞をまに反主主し且遁1 i . ' ・に普く言世田;1 されれ都

tJ i  ＧＱＧ 心地と慰禦休養地を＿持つ集図的ｼ刻資金焚敵する Ｗ ｊ｟ｾ

ンの絡の善き生活力 t磁器Eさることが解って居 る秘 主

力法で都市述設又は披張が行はれて居るのでゐる j

比の音楽Ｈｾ同時に吾 ｨ 米国にも一般的に ｍ 接に訴へ

ｾＡトるものではなからうか＿ 0  ( 亀井幸次郎 )

{I三4回 評論f t ' を苦行 する‘ ' Town and  Country Pl anni ng" (1 

，Ij 街開設に闘し、現在 の不充分なる取締の不合理を力

説する手段として、比民主に再議しに立nきA 刺誌を最も

効果的に利用し? このでめる o Ｈ［苛 ｩ ま七 ｊｈ ｪ，ｾの同紙 ｴ に於

てオエホ・ ン. E ( ; ( ま社説として次の知〈言って居る。

「比 の センセ ー シ E ナノしな司王貨はそう屈身繰り返|

しではなら! l J o 一一ー現代の比の瞬間J' ..llll 今、比 の19

Ｓ Ｗ Ｆ Ｑ 三 の支に於て 一一 吾々英凶民Ｈｾ 、 吾人の恐 い と知

って居り且叉現代」主将来 にき れるべ きゼネレ ー シヨ

「共闘 のめら ゆる 庭園 とは J

アーサー ラツグ氏磁

設 D，centralizat ion of Great Citi es Ur ged; Ameri can Ci t y， ｓ ｾ ｰｴＮ＠ 1937， P. 83.  
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援 み も 考 へ 7こ 場 合 の 梁 端 敷 銀 の 設 計 法

緒言 本女平( ま E ' 1gineeri ng Nεws Record Sept ember 9.  1937 I二 J. E. Lothers氏によ って Base Plat e  

D " ign For B，. ms  Takes  Acocount of ｄ ｟ ｦｬ ｾ ｣ｴｩｯｮ と返して述べられに も のを Ｑ 津しにのでめ る 。

Ｓ 或骨梁の端郊の ＱＺｊ 霊ｾ コン ク リ ート 或ｻま［煉 天 等の支持物にｻ与迭 する 場合 、 一梁端下に周ふ る 敷鍍の す

法[ 士、4F遁の場合には梁からの荷重力; 支持物に等分布に体 lまると f限定して求め ることが多 L、。 J'!Il ちI¥，l

純溌の端反力が R. 支持物の評容堅縮舷カl安全 fc とすれば、数銀の l町長b.d  (ま

b. d= - - ! -

rc 

まま に bは敷銀の巾で梁の長さの直 角 の力 の長さ 、d 1: ) : 梁長さの ) j 同j の敷銀の長さで 、支持物の 中に 梁

の入り こんでゐ る長さを示す。

然るに' e ( 際のもお:合に jたて( 士、荷重を受げに梁[ 主総むか ら、 支持物の端却はこの梁の挑みの 1: めに入

込みの奥の古11分より 、 より多〈の総力合受げる。 このことから J 速しれ ) j 程式によって得られ1: 結巣

は不安全の ｪ￟ ｬ ｉ に談差を生すＧる 。 ｾ数銀が小形のｾＺ合に ＱＱ 支持物の内 側 端は 、 こ の般カのにめに破桜せら

れ る傾向を? とl' じ、こ の傾向(立 、破底力: 進んで釣合を保つやう になって止む。 これ程敷銀が小形でな い

場合には破I裂の成はな いが、I浪に 凡 えな い亀裂がこ こに誌はれる。

笠宮祭の場合に於て 11、放銀の災行 d は支持4I1J)!"t さによって定められてゐ るのが普: i l l ! でめ る。 故に 悩

b を炭 げて支持物内 ff (l l端の最大舷力皮が評容堅縮際力反 Ic を越えないやうに する のでめ る。次に主!i;べ

る理論は この内側端会論す' るのであ る。

先つ' 理論 l主、梁の13'.¥みの公式から 出雲 する o RIl ち g の x に附する 第 2次の微分係盟主はモー メン トM

ｾ ｅｉ に て除して ｾ ｦ 主 ら れるとい ふ 式でめる ｯ J' !j)ち誉

d
2
y  _  M 

dx2  -τr  

犬、普遁 の力鎮 iJ}に よって、水平線と 梁の 中立制線 とのな す先i Oは容易に 見 11¥し得る 。 例へば等分

布市主宣伝受 付る単純梁 に於ては

wu 
.'!r_ =  tan  D  = 土一一一二. ・ ・・・ ・・・ ・… … .. ....・ ・・… ・・ • ( り

;;2- '""  v - ｾ＠ 24EI  

主主 にW は金術章. L  1;1， スパ ン、+ は梁 スパ ン右端. ー は左端に周ひらi L る。 放に以 1'-は tan0 の絡封

値のみ考へー のカは考へな し、。

￰Ｎｾ 以 て 、 梁の荷重 に よって支持物内 Ｑ 日 ｩ 端の全

ｾ｟Ｚみを＿炎はし 、 ｘ 合 以 て敷鍍と支持物との扱簡の

深さ とせ よ。第 I 1副参照。然れば

ム = xtanD= x WL2/ 24EsI.... ー ( 2)

ヤン グの5理性係 数の定義から

ム = hfc/Ec

と央へられ る。 1-式 '1' h は支持物の高さでゐる

Ll = 工 t.n d  

λ ' "  = 単E

e< 

w  ｌｾ＠
6 =  ｾｲｯ＠ t M =一一一一

Z令k 工

第 I 1司 銅の敷鋲 F の支持穫の 内側端歪みの図

え普遜 のカ象沓に ;記載 ゐ h 例へば Mor by T heory  01  Structure  P. 194 
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Ec は支持物の材利の ヤング係敗。こ のムの値を第 ( 2) 式に代入し x について解げば

xJ fhι ! i _ ! _ = 一三4 h L .・… … ・ ・・・ ( 3)  

¥VEcL2  WU  

をに n は Es/ Ec で鋼材 のヤ ング係飲の支持物材 料のヤング係数に おする比で める 。今若し支持物全

コンクリ ート 迭 とす れば、Es/ Ec は lう を? 使用する。

斯の如〈して得1: x が厚さ d より小なるか或! ま等しきもおー合 li } fi 2 闘の場合 ( l ) の立11 くなり 、x が d

より大なる 時[ ま第 2 悶 0 ) の如くな る。

携合( 1 ) 第 2 闘の |この部分 に示しf ; L

のは梁によって生じ 1: 荷 重 b ; 1; ; コンクリ ート

支持物に 図 示の知〈断I百三角形 をなせる 角壌

の際、力状態をなす場合でゐる 。 この角点の 111

は闘で明かなや うに、 d 接簡の長さ x. 他 没

[士 fc の立穏である c 故に この立躍の穏砧にて

表 lまさ れ?こ降、カを R とすれば

y，bxfc= R  

今 R {!>梁端反カとして既知とすれば、幅 b

( LI: : . 式より

b=  2R 
= ー「 ・ー・・ ・ー・ ・・・・ ・. ( 4)  

xtc 

し

本式[ ま( 3 ) 式によって z が求められ 、fc を

支持物の評容摩線路力度とし7二時、数銀の幅

b  { ! > 奥へる式である 。

場合( ] [ ) 梁の除みが比較的小で、数銀

第 2 悶 荷 主Eの大き さにより 支持物に生じれ る

際力状J湿の 2 つの場合

と壁慢の接同署が厚さの全音I1に及 ん? ご場合である o I! [J ちX が d に等しきか大なる場合でゐる 。 炊飯 {l 全

部屋漏出互力を受げる 。外側端 の小な る総力皮 {!> foにて委主( ませば第 2 闘の ドの jj に示しれやう に、 この

断面梯形の立綾にて示さ れれ惚カ の合力 R は R =  Yo( fc+ fo) .  b.  d放に R を? 梁端反力 とすれば数銀 111 b  {i 

｢ ］ ｾ 一一 一…・ Ｐ ・ ・・ ｈ ・ ｡ ・Ｍ……ＮＮＮ・ ｈ ・ ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ ( 5)  

( fc+ fo)  d  

叉 第 2 園の ドの部 分にて明 かなや うに相似三角形の原理から

fo= 2 斗 与i ム ..... .，.. . .・ h ・a ・..... .... . . . . . . .一 ( 6)

x  

この式中の x { 立場合( 1 ) の1mく第 (3) 式より求 め得。

例 1  - 400x 150x  10 が柱心 6m の間にかげ波 されてゐる o ｾ 誌は等分 布市 重を受げ 、 自主を合

めて全荷量 18，000k喜o コンクリー卜 位 20cmx30cm、 お さ 3. 6mとする。 コンクリー トのれ室長寝泊総

力皮 fc3うkg/cmーと して、数銀の 111 ｢ を ｮｾ せ 。

解 叫 : .h.n. I 24x35x360x lうx 23. 974 
x= 一一三一」一一一= ＮｴＮＮＢｦ ～ｊｊ Ｎｾ ｊ ｾＧＡ｟～ ｉ Ｎｊ～，ｻＮＮ ｊ ， Ｗ Ｏ ＮＮ，＠ = 16. 8cm 

ｗｌ ｾ＠ 18.  OOOx ＶＰＰｾ＠

この x の値 は住の d= 20cm よ り小でゐる 。放に上の 場合 ( 1 ) に相 ;訴 する ω 放銀の幅 b {ま

X Il 8 2  



2R  2 x  9.000 

b一 = 30cm

x .  fc  - 1τ Bヌ3すー

故に敷銀としては 20cmx 30cm の L のが必要となる 。普通の ) j 法にて幅 b を凡tn ぜば

9. 000 

b= ーτ ア づT ー= 12.  8cm 

3 コX L U 

!! IJ ち正確なる力法の所要情の 40%位しか必要でないやうな結巣になる 。 このことから考へて L 普通

のカ法ば如何に略算的のものでゐるか v わ/ J . るむ

上述し1: 1 ，のは単純飛で、等 分 布1:J 設を受げてゐる 剣 梁が村の」ニ或はEきのよ iこのってゐて 、 この柱

或は釜の断im肢が敷鍍の面積に相等しい接合にのみ周ひ られる 。然し漢 の形、術 軍 の状 態、 支黒占の 丞ｾ

王主力Ｚ種々 Ｑｦｉ＼ なる場合も上 主 ＺＡ￬［ｃ同絞の Ｂｊ ｊｲｴ にで方 程 式を Ｗ 主主くことカ ｾｉｉｾＪ る 。 只これ等の場合には、数 銀

と支持物色の聞の接絡の程度が不分明なことか ら 、 相首公式を導くこと は 阻革 ｦｾ となる 。 このにめ最 L

簡単な支持の場合について述べ1: のである o - 支持の場合の公式と 、支黒占の支持以外の場合か ら導い1:

公式の差 [士、銀定され1:賂 力立耀の容誌の差 でゐる 。 若し 支 持 Ｚ物防の底断 ￬ｲｬ 町町平裕ｻ占 ｬ カがＺ 、 Ｑ放放銀の閏断 ｛ Ｑ百町ｾ｜討砧 Ｑｴ古 ＱＱｩ より ｊ大 ｴ な

る4場毎合に( は£ム、『際伝力立也[ は立数銀と 同じ; 漣盛 5営「持つ所の裁F頭兵角錐 CTru山山n悶l C白叫a抗ted P丹yr日arπ巾r

R幣E鐙の主場毎合に[ は1、 Ａｩ ￭前 ｪ日山 ￭ｲ 主述住の公式によつ＿仁 Ｚ 華結吉呆 Ｖを ｾｽ 井刈十刊 ＱＢ［ ふ、るな ｊれ ｬ ば 、 ｚ談央 玉差監 ｬはま安全 ＱＱＱＱ Ｑ でめる。 この場合の正確な

る解法全得る 1: めには 一つの垂直面を十、子つl &ii f{)1: J錐 か ら導い 1: 静かl の公式に 立脚しなげればなら向。

( 堀口基: <3' )

工

を

場 建

す

築 母 屋 、 胴

ミ 考 へ る

差
カξ

懸 垂 線

就 て、ー・

、r

、-

緒 言 本 文 は Enginneeri ng News-Record. April  1， 1937に Purl ins and Gi rts  in  Mi ll Buil dings Considered  

5  Catenaries と題して R. Fleming の注べられに L のの紹介でめる。

工場定築の倒1I塁走、端壁の胴差 lま皮々設計問題に表ばれる 、 之に iru して多くの新しい凡 )J がめるが{ 可

ｾ＠ L  1 ，はっきりし1: 1 ，のでな L、。 尖 踊 の S. McConneIl t >J 935 Civil Engineering の七月誠に「総長波形銭

銀的屋根及び小屋」と越しに女の中で次の様に論じてゐる o r  J 1 { 際の場合に多く用ひられてゐる。 鋼材

の最大路力皮 8lon/ 口ク、風医におして33. ) {%の} 曾 JJ 日を以て、 J : t ! . 潟支持のスバ Y に謝して設計され7こ母

屋は I ' F 方択に謝して、 4. 5封皮の気捻カしかないおしかし況に著者はntl lJ1.i 、 端墜の胴差として、

ＳＮＩｻ ク ｘＲ ｽ グの 山 形鋼を ｾ 161lR から 20択 の長 さに、.fl 4 1沢乃 至 うl沢の問陥に用ひにしのが20
j
[ o' . 聞の使用に

耐えてゐることを知ってゐる 。

こ のよき質測が理論 ー ｬ 二 の必、 Ｓ 以ｼ ニ めるのは 、 ｴ 辻屋 、 • s向き の設計に到し て仮 定 され仁社)J 重が彼等の t

に全部旬j くことが少いといふのが一つの魂由で、 今 一つの{ 也の理由は旬A 屋、胴差が潰れる前 l二、比 等

が懸垂線 CCalenary 等: 井'，:fJ{ で電 3 ゐる糸の雨端{ { > 同定する li，'f ，' ｾ ｪ［ 糸の占むる曲線全懸垂線 Ｎ 或は鎚線

とL 、J 、。〉をなすだ らうとい ふ ことでゐる 。著者のおL ヒの仕様舎には「母屋、胴差 Jtf也これに類する L

の[土、梁として設計し、懸君主線として考へな〈てよ い J 1 : の記載がめる 。

胴 差、母屋が懸垂線をなすと考へるのは比等が地物線( 胴差 、母屋 o梁 と考へ f こ1; 岳[立地物線五? なす〕
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をなすと考へるより L より正問権でゐ るとい ふ事を提議し得る。 2 駄 に固定されれ鈎が白由 に f : れさが

されれ| 時その重みで懸垂線の形をなすと仮定し得る 。 者し 一定の7k司王の限度の等分布荷主主 I? 気投して

ゐると考へるなれば、 それは地物線をなすと考へ得る 。 故に構造工聖書家としては懸垂線の性質主地物

線 の 性質の間の些 少のキ目具 を考へなくて L よL 、。 St ei nman 氏は彼の著書“ 吊橋Suspensio:l Bri dges" に

次の如く遁べてゐる 。「若し垂れの割合 ( S3grali o) が小なる場合は懸垂線におする凡ての公式は地物 紋

鈎 に謝する公式で置 きかへでも 其 の正確 さに於て充分 でめる 。」叉 Godf rey氏 は彼の若 fJ_，t: の計算表 にこ

の二 つの曲線の長 さに封する数値的比較を 記載 してゐる o 例 へばス バ ン 100択、芝居れ う日JU: し7ことき

懸垂線の場合その長 さは 100. 6636_1lR、地物線の場合 100. 6627!!T{ でゐる o 叉スパン 100ijR、 ききれ 3 択

とすれば、雨曲線 共 ＱＰＰＮＲ ＳＷＶ 択となる 。 曲げ ら れ ｴ Ｚ 梁は地物線の形を ＿ とることに注意 さ れ Ｑ Ｚｾ 、 。

ス パ ン ム 雨 端 固 定 の 地 物 曲 線 の 長 さ f の近似公式 (1、 垂れの割合 1t ( S3grati o) ( 1 ! 1 l ちスパン中央の

垂 れ " 合 スパン L にて除しれもの〉とすれば

I = L  ｃ ｬ 十 ｾ ｾ，，ｾＩ

一! / L なる 故 I = L ( 1十号tfL)

f hnkl and氏は彼の著書「短スバンの 吊橋 Susp m;I on Bri dges cf Short Spans  J に. このえi . 1以公式は l r.'

のズの範囲迄正し "、 と云ってゐる 。

カナダ橋梁曾祉の技 師長 C. M.  Gcodri ch 氏 l立女の立11 ｾ ［ｮ ｾｪｊＱ 土佐述 べ てゐる 。 建物の 側 照 合 波形 銭

ｾ ｾ にて 進 ＱＩ Ｎ 4. x Y x  ｊｻ ク の Ｑ ＮＱ Ｑ 形 鋼 洞 差 を間断 う ＡＡｔｻにとりつ げ 、 Ｔ ＡＡｔｾ の法 ￍ＿ ;k平に州ひ 1: りとする 。柱

間は20択。風i M(ま15!!T</ 平方択と仮定する 。故に l 本の胴差 の主主捻 荷 重 (1

15 x 20x う= 1500封 皮

4タ x Ｓ ｾ ｸ＠ ｊｻｾ のよの陽 ｦｲ 面積 ｬ ま 型 鋭か ら バ ］ ｝Ｎ 69口ク

断 面 2次モ ー メン ト 1 = 2. 8p. j' 4  

外没より司1_"<[ 制活の距自!t C= 2. 76fJ・l 、 C 斗 . 24. fJ .J 、

ヤング係数 E = 30， 000， 000;，/口ρ

柱の側 j ) へ の移動少ししなく 、 ポ ール トの滑 り CSli p) 1，なさ しの と仮 辺する 。胴 蒸 の端は不動 では

ゐるが、完全固定ではない L のとする 。

XJ I  8 4  

1500x20x 12 

スペン中央の曲げモーメント J f w= 8  = 45，O00冷

スパ ン中 央傍み tI = 命 名i = 長百五お話h = 3 2l ク

際 カ 皮 f =与三或は竿11 4 5 0 0 0 4担 土川 悦/ ロ ク 引 附

19，930非/ロク樫縮lfIf. i .カ

曲りし後 の歪 皮 = 似 ( 会 ) で-M4

総力皮 ］ ｾ 皮ￗ π ］ ラ Ｂ ｸ Ｎｬ ｽｾ ｾ Ｍ ｸ＠ 30，000，000=  14， 300，/ 口ク

240
2  

山形鋼中の燃力 14，300x 1. 69= 24，170字

この舷カに よるモ ー メント 24，170x3. 21 = 77，580匂



胴差の[ 脅j きを単純梁の知〈考へれば際カ[ ま i完みに正比例して鎚イ七する 。 叉胴差金銅綱 ( Wi re rope)  

の何I < 只引強力のみに fi rJ J くと考へれ[ 工、熔力1 J . 悦みの 3乗に比例して様化する。

t主際旬IJI ，、てゐる 1500封皮の荷重と不動端に於て 3. 211J .J のきI!i れを? もちこちこ 7こへるに要する荷主主との

比を止に表はす。

1500封皮をま1燃する必要な 45，000杭i 、 封皮の全モ ー メン ト

］ ＡＮＧｸ ｾＵ ，＠ 000 ( 単純梁モ ー メン ト〕斗ーが x 77，580  (' nI! IJJ によっ て起る抵抗モーメント〉

/.;3十0. 58/.; .=0. 58

，1= 0. 61  

45， OOOx  O. 61  = 27， 450 

77，う80x O. 6 P=  17， 610 

45，060ク著

これた・げのモ ー メントを笈捻 し 得 る。

的がつれ時

27，450 

ｉ ｾｒ 際 ｪ ｊ ］ っ ττ ｜ ｉＮＮ ｮＮ ー ｸ ｾａ ，＠ 350= + 27，0104/ ロク

45. 060 

27，4.50 

管 長( の = ーナー11/，. (1ー x 3. 21=  1. 95>  

可5，060

地物線として

17，610 "  1  

01張際、カ でで一寸万す- x 寸ZI I = + 5340 者/ 日夕

27，010+ 5，340= 32，350著/ ロタ これは全引張際カでめる。

曲カ: つ仁務合

27， ｾＵＰ＠
闘 機 カ = 45: 060 x  19，930= ー 12，HO ｾ Ｏ日夕

12， 140+5， ＳｾＮＰ ］ Ｍ Ｖ ，＠ 800 者/ ロク[ 立金樫綿服力でゐる 。

17，610 

各端に於げる 7k卒引践憾力 = 一一一一 = 9，000手

]. 90 

故に ，性に斡して胴差 を同定するには 2 :zドの が ール トを要する。

Goo:l ri ch 氏が説明例に 示しれ如く風墜を毎司王カ| 沢20封皮と仮定するなれば、 引;;tW.f カ 1:1: +32，8う0; カ;

→ ＳＸ ， Ｖ ＰＰ 非 となり 、 ｾ［ｴＧ Ｈｦｦｩ ｊＡｬＮｦ カ Ｍ Ｖ ， Ｘ ＰＰ 付 ［ Ｍ ＶＹＰＰｾ となる ｯ 又 各端のノＧＩＧ｜ＴＧＭ引張胞カ Ｑ ＺＱＺ 12，2604 となる o 脅し

風風ｾｾヶ毎卒Ｚｊ ｪ 吹 ＱＰ 非 と仮定すれば 、 引 Ａｽｌ ｑ 際力 ＫＲＴ ， ＵＱＰ 手 Ｏ口九区綿ｉｦｦＣ，カ Ｖ ， Ｒ 切 手 Ｏ ロク となる 。 各端 ｪ のＷｫ午

引張舷カ 1:1: う， Ｕｾ ， Ｐ 非 となり 、 これはが Ｍ )!.， トによって伎に停へ られなげればな らぬ。 ( 姻 J. . J 甚之吉〉

大 阪 市 技 術 向 上 運 動 に 就 て

大阪市では先に四週間に百: る事務改善蓮動念行ひ 、 行政事務の刷新改善の上 lこ多大の支献する所が

みつれのでめるが、 今やOl";常時局に際し吾々 rn技術職員としては正に技 術来 公、以 て銃後の諮りをー

磨間むべき秋なるに ｴｦｴ み 、 こ、に ｉ ｾ 司の援 ｪｊ［ｩＩ ｣ 一般磁 ｮ の熱心なる協 ｾ ｽｊ によって 「技術向 上漣動 J {r 

起 し 、 先つ' 運動の最初の FI i こる11 FJ  15  tIに 本市技術劇係織員各階級 f';:; J i it 五百名 [主、 明治天皇 年E念 'h'r

に於て伎術制係職員ｫＺ｀ｦをｾ fJIJ 催 し、五個係の1 '.U 主申合げをなし且IJ 11 次の忠旨に基き' i f 施、運動に入り 、

今や着々 その質績を 語辞げつ、めり 。 ( 桐本楠雄〉
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運 動 の 趣 旨

事業務ー主義lま我が大阪市の誇るべき健統てある 。 この光線める体統lま現ドの非常時局に際令して

主主々 その重要性を府大する L のと 云 { まねばならな L 、。 事業第一主義はその基礎 として優秀な技術の存

在 を鉄くべからさ' る要イ斗とする。. ! ! i J ち卓越せ る技術の存在に依つてのみ事業第一主義 の成果を完ムし

得 る ものと云ばねばならな L 、。

ｅ 寺 偶 々 園民精神総動員運動が通 ｾ ｩ ｾ として 、 会 園に起 り時娠に謝ム る図民 の愛園 の赤誠を? 具現 1ノつ〉

め る。本市 にiたでし既に「国民精榊網、動員大阪市賀行委員合 J が組織せ られ、300前市民を家げて変倒

の熱意会主皮i墜しつ〉ゐ るのでめ るが、 殊に 公職にｾｾ ヌ与 する我々市 職 員としては率 先 こ の運動の質成

金期し て去 る十月 六 日職員大舎に 於てその決意を図くしに次第でめる。

この技 術向トー淫lfIJ;は、 この新しき時潮と使命 に遁燃す べき技術7]( 準の開拓を意味するもの でめり 、

本市停 統の事業第一 三 ｲＮ 義を 披充して時奴に華社ｾせんとする努力の ー の 表 現に外ならなし、。 是れまEに本

市土木、建 築、電気、機械等の全技術部門を留まげて技術精神の陶冶、技術の向上 全国 h 以 て非常時

産業部を 捻ふ 市政の 使命の完全な る主主行 とその ｦ Ｓ Ａ ｾ みなきをま展とを＿期せんと する所以 でみ る。

きれば本運動は、 この使命塗成への全市技術職員及び 一般職員の熱意の綜合でめり 、 形式的、一時

的の週間行事ではな い 永媛的、ー恒常的に技術水準の向上を這求する運動でなげればな らな L、。 I If J

15 日より L 盟問の技術振興泊聞は患にその; 降火でみって、之に引捜き各種な方法を以 て、 zv- jy 技術

の進歩 と向上の歩武を進め 、高き技ー術的水準の質況 と維持を:;;t IJ • 永〈本主E動の成果のrtfI i保に努めれ

ばならな L 、。

主 要 目 標 及 び 笠 施 事項

1 . 技 術 の 向 上

本運動の中心は本市技術の進歩を以て 、 ｬ 博英ｊ｜ｬｾ克服せんとするにめる ｯ Fしそ技術的iliizvの級幹会錦

すもの は技術者の士気.の振作、 積極的新市中の高官間でめって、本浬到J にjs: て L 、先つ' 技術精jftill の陶' l ti を

悶り技 術の使命の自鐙 ｾｾ 足 し Ｎ 向上せんと する 熱意の逝りを以 て技術の 向上に遡準せ んと するし ので

める。 織烈に して不能、竪夜、持久の研究的態度が要求せ られ る次第 であ る。 賓施要闘は次の如きもの

がめ る。

u 時局の認識と技術不公の精紳に依 る士気の振作 2.新工法、新工夫の焚勘

3 共 の{ 也研究の奨励 4.本市、官公署・及び民間技術の見製

5.講 演合、座談令及び講習合の開催 6 工事;;1訟 の 総立 とま重行

7. 設計入念、設計怖循

2 現 場 の 緩 輿

各種技術の改善は結周現場: に於て その笈を結ぶ L のでめ り、 現場の振興 による更新なくしては百の

技術向上し盆なきものでめる 。 技術者の土気の振作、現場の規律、笠縦、協力、訓練 、能率之を7要す

るに現場の 活j授、をな伝にして規 it lj める活動 こそ、 本運動の: PI をま黙にして同時に最絡の目標1: る b ので

める。 このにめに質施 すべき事項は次の如くでめ る。

l  技能の鍛錬

3 宅見草寺の規律及び整課

X lI 8 6  

2. 工事院督者の数発訓練

4 現場の無事故



ＵＮ ｾ 青ｾ人 、 商 人等に豊せ する適正 な る 段容 と協力

3. 物 資 の 愛 護

園防資材の愛議、物資の節約は今 や園来的必要として舷調せられ る。 技術の 向上と相侠って 日常不

断些少の? 主主立を若手 ます，して、 物資の変溜{ e 悶り所定の任務の塗行に努めねばならなし、。この先に貿泌

すべき事項は次の各項でめる。

l 工授の節約、再用 t忠の奨励 2 図s E の愛用、図l妨資源の愛護

3 材料使用計査の確立と主主行 4 不用品の監査理及び各都議 lil! の融通

5 倫A11の愛護、消幸毛t忠材新の節約

4 協 力 協 調

個々の技術的改善 (1、 同時に之を j延期する組織と人の髄和協力金倹って、 始めて新鋭の利苦手1: 何年

る ものでめる。 これなくしては本、運動の何れの目標 L 達す るに 由なし 、o f ! 1 l ち各技術協門、技 術 と 事 務

段督者と被 Ｑ， ｾＺｩ Ｗ ｦｦ 者 、 市 民と 市事 業等技 術の 金百に溢れ るキ目 ｬｩ Ｎ の地解と協力は 、 技 術向上運動の主要な

質践的項目でなげればならない。

]. 各技術昔日円相Ji. 間の協力協調

3 技術主事務の連絡

5. 市 民 へ の 奉 仕

2田技術事務の改善

4 段督者と被監督者の協調

ili 技術の終局目的は市JJ工業の淀みなき施行でみ h 市事業 lま市民への司王仕に外ならな L 、o It.子局に諮

11する 1.<E(，な るさjJ : " ! R; の遜廷は容認せ らるべき L のではない。

技術の 向 1". 、能率の府議に依って ili 民の銃後の活動 に支障なからしめ 、 愁-I:]JI lJ・1停を旨とし 市民 の苅l

f1ii1l: :. 、援J l) J 0fj ，て事業の j主主t・{ e 凶ること 、 2止れ技術向 ! こm動の非常時市政に酬ゆる所 以で あり . X :l lk 

L忠、貨なる報閣の治でめる。

ト現療の治拐さを頓 2. 交遜安全

3. 工期! の.li; 守、完成の促進

5. 一般市民への親切

1' t 施 の 時 期

4..工事事務の迅速

媛 奥 週 間 自 昭 和 12年 11 月 15 日 至 昭和 12年 11 刀21日

向 上 運 動 自 昭 和 12!.1' .11 刀22 日 至昭 和 Ｑ Ｓｾｰ 4 刀上旬

振興泊1i1!1土本主] i JijJ のうj'jj}:( にj冷て、 そTLiii 及設計訂 ;if: の全技術百日門を泡じ技術の使命と本分に鈎する 認

識を? 明かにし、 その改善向 上の第一歩を力強く印する L のとして、 」二日日の期限! {e以 て之 に包・ て、本 illi

勤の H'. 妥結1: らしめゃ うとする 。

向 上淫lli1Ji Hi z術水準の一般的向 上とその維持合目標とするものでめ るから 、 相 '{I;・長期に百: り着々そ

の工会進める L必要がめ る。 そこで本運動のJ t t l ｾヶ約六箇 Ｉ｝ e し振興週間の絡 J {;圭明年 4 JJ' t 旬i Z 之官「総

液せ八とする 。
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、

家 は *架に J攻めることを「得 t: 後、切に 翠ま れる は

悦 ｊ 野博士の注築女獄集である。隙 ｪ 野Ａ専 で 七のｾ ヨ モヵＺ

多く手I=V-Z If: 1によってなされし ことを7考へるとこの

厚百( れ 、よいよ切なる L のがめ る。本容は側野惇士

が武裁高等皐校に於て同校高等科生徒のにめ 、昭

和 4年、約 10時間に て講注され? こしのの筆記念足

立康惇士、大阿賀氏が宜主平首な校関を? なして 出版さ

器 ロ 基

主 れれしのである。闘野博士Ｈまアノ ｾ ［＼Ｎの建築講座に

百 日本主主築史の講を? 載せ られ? こが、率緩時代迄しか

( 1J 餓筋 コ汽ク リート 平面と曲面の構造 議主主がなかっ1: 。めの程度に詳し い一貫せ る日 :本

坂静雄着、 A 59'11  191頁 昭和 12年 10刃版。工業 建築史が博士によって普かれ て居7こならば、天沼

国書株式含社。かつて 「賞用建築講座 J 後刊 の節 博士の 臼本建築史要 とは叉ZIJ種 の趣 きある日 本建

坂博士の「卒函 と曲面の鱗誼 J はその言十剖中 に改 築史を我 々は讃み得 f: らうにこ の ことなか りしは

告さ れに力 行主主用建築講座」の中途[ & 刊 によって 甚t: '主主念でめっ f:
o 只本替は 10時間の短かL 、時間

この講座に於て坂博士の この講速を拝見出 来なか の議漣でめるとは云へ、わが図上古より現代に 歪

つに我々 は今本舎を得て 、多年の渇望を留し7こり る日本主主築史￭ＮＢ極めて卒易 に 、 旦 内 容 ｾ 宮にのべ

とい ふべ きで めるo 博士が主主べられれや うに 我箇 られ7こものである。序論20頁 に日 本建築の待賞、

線材構造力豊島は相嘗の進歩をしめしてゐ るが、卒 後主主の素因を述べら れ以下、原始時代、飛鳥時代

面及曲面の力皐は殆どかへり 見る ものな い 土 v 率緩時代、卒安時代、鎌倉時代、室町時代、桃 111

耐震墜の問題が この間に於て研究されてゐれのみ 時代、江戸時代、明治時代 に分げて議注がめる。

であ る。

本容の第 l 主計師長平1m版 、第2: i ; 1: 菱目版、第 3

主事無梁版、第 4 1正問版及び環状版の 4 つのI，' i : はll jJ

ち平面Ｈ 水 平 自 Ｇ ｾ Ｉ ) 仮の考究で、 この中第 3 竿の菱

闘版 を除いては、従来可成 りの紹介が我闘に なさ

れ てゐ る。菱自販は博士がかつて建築雑誌にか〉

げら れ 仁 ことも ゐ h 京大中央賛歌主の途築科に

質施されれしので、床梁の配置を主曲げモ ー メン

トの線に 近〈し、菱自に配置しに構迭で、キ目 ';i';!J!Q

聞の大 きい もの に用ひて有効 な L のである。

第 5 1; 1: はJ i l &版の際1; 解折、耐震壁等について述

べられにもので、1主用耐震計算 l二永鮮明な部分に

封し 、博士の解説ぞ奥へもれにしのであ る。

第 6 1;t 架版担! f. 31t とまお7 i ; t苦手定! 夜、気;; 8  :1;t不苦手

＾ＱＺＩ仮の Ｓ ｾｴ ま本容中最も興味のあ る所 で 、 従来我

各時代の初め に主Eべ られ仁 、 その時代の i級車目、他

闇雲術との1 #1係等については、四' 片; 1. ; . る製織のほ

どばし1J 1 ! ;mて、如何に平易に短時闘に議法され

ししのと し、 へどし 我々 を Ｗ 教へ 、 且主主車 ｾ 力 Ｚ｛･ｾｾ へ

られるものでみる。守中、校i知者ーによって潟民の

持入めり 、叉附殺に 日本建築重要注勝一質、建 築

用務解説並に 附闘、建築用語索引を 附 されてゐる

行文は主l dご卒易且趣味ゐし私{ 立殺み :-¥11 して、

ー是正1こ 208頁迄讃了しt: o 近来 この様に愉 i火に誠

了 し ＱＺ 本はない 。一 識を ｾｩｾ ｾ す 、め す る。讃［品の際

チヨ ット 主主付いに ことでめるが、 196頁善光寺本

立の［己 主 ￟Ｂ ｉ ｉ ＷＮ ド ￄｾ ｪＺＨＺｉＺ柿立の ｉｩ 司 法ひと }[J.. J.、 。附殺の

227頁には柿立となってゐ る。

( 3) 第11回オリン ピッ ク大曹と競技場

凶に 於て殆ど紹介のなかっ 7こ部分でめる。鋭、てに 岸関 日 ｉｉ ｾ 刀着 、 大卵 Ｑ Ｑ 128頁 ｬ 昭 和 Ｑ Ｒ Ｖ Ｑ ｾ ｉ ｏ n版。

於て材料の経痴 を要求され る現在 に) たてば、我 # 丸善株式合枇。 2. 3阿

建築家は本容の方針に L とづき 、松 i犬、経務、且 昨年の支第 II回オ リンピ ック大台に我が閣尽の

力製仁合理的 なる大銭筋コンク リー ト構造の質現 血をわかしt : ことは 、非常なしのでめっ? こo 7. ド 1"

T 望むべ きでめら う。鱗 訟に趣味を: 1 -i せられるをlt 7月以後の 日支事後のにめ 、 とみにこのオ リンピ

築家の是非 ー識を翠み t: き容であ る。 ツク 大ir に測する図民の附心[ ま冷却を使え? 二ゃう

( 2) 日本建築史講話 関野貞述。4‘ 6版 に感、十る o 然し 3 年後に( : 1: 日支事境 L 13 /1' 1皮〈解

208頁 附 載 ｾ Ｘ 頁 。 昭和 Ｑ Ｒ 年 Ｗ 月 ｊｩｊｘ ｯ I. 2閃 岩 波 ' 11' :して 、東京オ リンピック大台が捷んに催きれ る

嘗底後行。 伊東忠太博士の文献業 6 加 を我々 主主築 ことでゐ もう。
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本警は岸関1専士が、昨夏 の伯林オ リンピ ック大 民のもの に劣 らない内 容奥 きものであ る。 「折 に

有に 文総省 より渡辺されて、伯林大合の各種競 tを ふれてJ の中に は割合 に多 く風景 に劃する 記述が

施設を＿建築 Ｑ Ｍ Ｎ の立場 ｉ［ ｾ ら調査研究され Ｗ こものの報 めるo tJ:. 駒 山 上より 見ゆ る四カの 山々の展望スケ

告でみ るo ＱＱ 白 林オ ヲ ンピック大 令 の桜 子 ＨＱ 、 ｾｅＡ ［Ｎ ｦｩ 寺 ツチ苧の興味深 きものがある 。

の新問、雑誌、映宮古等 により可成 り詳し〈 日本に 「匠人談義 」中のH火謡談義、{1:宅談義共に面 白い

紹介されにが、本容は、上記の報告が草 に競技の 著者 の裟娘も 布地の自己合よ い こ と に扉は すば

知介にと どまっ1: のに反し、競技場施設 の紹介合 らし し、。

セに しつつ、而 も興味の伺! に オ リンピ ック 大令の C5J 横糊 工往築事科 建 毒 自 境 技 設 計 園 集

諸全館の輪廓をよ〈体へ、具惚的 にf白林大 台に 於 向昭和2 &1三至昭和 121. 1三つ横苦言高工建築科4. 6(fi 卵j

げる言者施設を眼前に [}j 仰せしめに L のでめ る。 説 明39頁 悶 版 132枚、昭和 12年 9 刃 版 洪洋社

内容は線、設 には、園-<r. 競技務、図立競技場内の 6問 。I j l村 )1眠不氏によ って 引率さ れてゐる検溺

各 種 競技施 設 、 闘 ｾｊＮ 競技場 以外 の 言 者 競技施 設 、 オ 高工主主築科、 12ヶ年の生徒、研究生 の建築製闘の

リンピ ック村に ついて設べられ、手こに は厨 、第 民 営作、古11作 の作品集であ る。氏が 3 ヶ年位の建築

角f(，'{f完全もって、f白林 大合金販のめに り見る如 くに 修星第位を 以て創作 に卒業製作の文学金冠する事 堂

各舗 の競技場、各積の競技につ き解説されてゐ る 線本的に 嫌忌さ れて、従来「 建築雑誌 J -'二に もそ

建築家 としては本容の一覧 によって建築綜合計 の他 の雑誌 トーに も他校と 共に卒業製翻の稜表を'刻

刻カ の養成に、建築細部の設計に、叉新建築美星第 合に されなかっ?こ。今英の 12年間の成果 をあげて

の建設に多くの資 金奥へ Cれると 共に程 きね青春 後表され7二ものが本容 である。

の興味をも輿へられ る。 本舎と 向性1! r の L のに、東京帝大の卒業計茸1)築

C4J 匠 人 談義 厳島亥治郎著 4. 6卵11 319頁 が以前洪洋祉が出版さて、 日本 に於げ る建築製図

主i.-G!it 2 m。昭和 121. 1三10 Ｉ ｊ 版。相模 ｾ ｪ ｾ 房 Ｒ Ｎ Ｓ 問 。岸 童話湿の寝具を服部Iにくりひろげ'1: 絞で甚Tご興味深

日11' 1士の「 袈 」を:1' i'J しれ相模台房からの HJ )版物で

ゐる 。政 品同士の; 品:土 10数1. 1三lil1の随筆集でめ る。

民( 土建築皐党合分げて ( 1然科接的塁手先と 哲撃的懇

先との 2 つに 3 れてゐるが、 この哲翠J的筆先の畑

の先生ソ ｉｪ Ｍ 々 は女学がうよ し、 。 本Ｎ ｾＡ［Ｎ の序文 に も 「 ー ー

幸か不幸か建築家になって文筆は倣技 となって舟

る。」とめる。 ア ド 古 ｾＩｃめる所「鮮文雑 ｩｴｊ (ま朝鮮の

風物、建築、支那犯行等( t ' J枚め「折 にふれて」の

内には風公と互主築、敵il H旋行. 飛騨白 川村、荘川

村紀行等の h として犯行文 「匠人談義」 には匠入

院長詰 ｦｾｪｾ 義 、 匠人芝ｾＧ談義 、 匠人 Ｏ Ｇ ￭ＺＢＵ 軽談義 、 匠人女

製談義、匠人対 t冗談炎、匠人ft 宅談義が牧められ

てゐる。

一誠してみて最も奥極多き l士、第 l の「鮮支雑

叢」中の言者女平でみる。殊に t{t 頭1. B 1の「 朝鮮{ f

思ふ」の女( : i 読むものをして哀れな 、積 りない、

淋し し、、 自然風物の '1
1

に温い [.o! ，日結の心会 L 、Tごし、 て

生活する朝鮮に到し 、ほんと うの認識を得 さしめ

る女でめ る。朝鮮古往築の破民営なげ き、又 E奇f芳

きものがめつ?こ。絞浪商工 のしの[ 工、制令にその

指 導Ｚｦｩｬ ｦ 紳 が ｲｾ ， 色 で 、 Ｍｦ￡Ｑ 全力 ｦ 多 ｌ 、。特 色 としては

d assique の界長と いふ事に みら うo . ) とそのぷ抗

力の jJ : 長と いふ月li にゐら う。殊に121時間m何百十、

161i;Hr"r l略設立i、24. 1i -. ;; I{j l略殺 ;; 1- 等 にはなかなか この

数育効果のよc ' l 廷はれてゐ るも のがめる。然 し日

本の主主築家j主}1X. の主要校製闘としては今一つの別 の

製回数: f ] と いふ L のが、必要 ではな し、かと考へさ

せられる。

〔追記J r銅器党本側にて石原憲治氏の地力民

家の研究と * 11 ;本の分のみ建築雑誌に殺せられ1:

のみでめ ることは惜し L 、」 の氾事に封し、石原氏

よりド沼の訂正申込がめりまし1: 。氏の これ迄告を

災されし L の

]. 我園地 )J I : I : : ; 衰の研究建築雑誌大正 12年8)] 披

2.  [1  :本農民主s : 築の研究 同 昭 和71.1"- 8月盟主 10月披

ｾｴＭの後 、 日 ［ 本良民建築二十純の ｲｈ 版を 始 めら れ 、

現在九州 より始め四 国、 中園、近畿、北陸を 了り

建築の稚告I1の美 に到する 災 i努の感は讃了する我身 長 野、愛知念本年末に出版の改定の 由。 日;本災民

にひ しひし とせ土 る。朝鮮に 到 する 女 平では京城 往築は東京市本郷町; 牧津須賀町7.楽祭主t刊、 にて

大芸評の安倍能成氏の交を絶え す' 讃んでそ の感じに ー純箇j涙24枚 の グラピヤ 印刷 。領4. 3図。

ひ七つてゐ るのでゐ るが、藤島氏 のしの l立、安倍
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建 築 申 請 書 及 屑 書 雛 形

一世二
ノ 、 の 4  

法 制 委 員 合

大 阪 府 の 分

( 3 )  建築親指定申請書及建築線指定蜜更申請書

「四隣 ノ赦況ヲ示ス岡商」には

( 1 )  方位、縮 尺、町村名

Cl D  申請に係 る建築紘の位置( 着色明示するこ と〉

(1111) 四隣に存花 する道路、水路、軌道等の配置

( VJ) 目標となるべき附近の著名なるよ也物及共の1 ; 隅を記入するこ t

iJ lI J荒聞に用ふる 凡例は次に依ること。

下旬岡商 lこ闘し次の事項ぞi =i: _Qすること

( 1 )  正本添付|而l商は都美濃とし 、.Wの1也は背沼尻

になすことを得

( l D  建築総より突/1'，する復維なる既イi 建物あると

きは百分の一以上の平間闘を 日IJ (こ記入し共の

閥係を明瞭に するこ k

( 1111) 控商線は記入に及ばす・

要k

X . o  1字

中明 l番| 雨 l建| 申 |地 | 町

請

心 示 1 I水 I I建 l香

字書[

也主比出物」些界L竺

第 l 園

( 円〉 巾請建築総及び rt l心和it は赤色 とし 、地帯界も /1'，* 得る限り埴'J;; ;の色糾にて記入

の こと

( V )  道路呑放は 凶折 する行: に記入の こと

( V]) 既設 道 路に 小 ｪ ーでは 、 認定道路 、 私 ｩｬｬ のｾ分公明記すること

( 刊) 現 イ ｪ 三 ｲｮＷ ｋ 構を売人し Ｂ Ｑ ［ ＱＱＺ［ 一位築ｦＺ ｊｪｾ よりの 日 切Ａｵえ滞 ｉｉｊ ，氾入のこと

cvm)  巾 員 Ｔ メ ー ト ル米 ｩｾｙｾ の Ｇ ､ｩ ｩｬｬ に辿耕する時｛立 、 道路 Ｑ Ｑ Ｑ 心 より Ｒ メ ー トル後退しに

る箇所 に連絡のこと

( lX)  建築制より突/1'，せる建物は _ .，HIsの米1: j : ( こ得税金J i 己入し突/ 1' ，.J '法 lこ礎化める旬に

共の寸法記入のこと

( X )  家屋突 出し 居らざる ｦｦ ｬ 所 は全部屑石設 世 の革 、 Ｑ Ｑ Ｑ 心 坑は 不動 型 ｾＮＺＭＺケ 所 以 卜 Ｎよ Ｑ Ｉ

の距離記入のこと

Ｑｍ 建築総指定 ｦ ｬｬ ｾ ｩＡｩに附し沌 ＱＵＺ す 可 き こ とを ＿ 列 、 取す 。

X I 1 9 0  



。 申請者は土地所有者及組合Iこ限定され、共の他の者は申請を? なすこ E 得予

位置開中 ｲｬ ｾ 読者ー以外の 所有者の土地地目商が不明 のと きは 記載 に及ば今

。 借地植者闘には地け護者、永小作人若は賃借 入あるときは共の氏名、 該賞者なきとき

は「ナシJ e記載のこと

o  合計欄中には筆数合計、商積合員 |一、土地所有者数合計、借地機者数合計を記載のこと

。 ｲＡ ヨ ［［ ｍ な世が土地区 ｾｺ ｬｊ 整理組合斎は耕地整理組合の地区内 ｴ こ して恨換地中 ｩ こ属する 、 とき

は、位置欄中の地名地番はflx換地の符披地目は不記載、面積は恨換地面積、 土地所有. x.

は換地j象定人となすことを得。この場合には従前の例にならひ 、組合の連署を要す口

o  道路表中道路橋被は 一蹴 、二 税 一 之 な し闘商の番放と 一致せしむること

。 幅員延長は主としてメ ートル法によるこ と。特 lこ幅員が間車位の とき は敢てメ ート ル

に換算する を要せ十

o  商肢は長がメ ート ル法による時は平方メート J レ、|昔1単位の時は坪にて表はすこと

。 隅切部分の面積は隅切幾平方メ ート ノレと脇書のこと

。 道路の方向は常に N より E の方向に測り 180度未満の場合金記載の こ色 。但し逝路を

即事完成 する場合に は記載に及ばや。

。 新設叉は整: f l ll .別欄には道路が更地に開かれる; 場介、或は一闘の既

建築地が改込されて新なる道路が開設される場合はこれを新設とな

し、従米干J: し?こる通路の簡単なる経更若は鎖践を主と する場合はこ

れを? 整J IJ!.となすこと。経更若は魔 11:の申請の場合には共の旨記殺の

こと

o  道路表中の合計欄には道路の本;数幅員5jlj Iこよろ延長合計、各道路

而杭の合計 、隅切商肢の合計ーを記載のこと

。 央 ｗ ， 建ｾｾ防表は突 ｉ ｴ｜ 建築物存せぎる時は不要

。 建築物の突出は新規定による建築総を突附するもののみを記就し

開商綿を突Hうす るも建築t泉佐突問せまるものは記載に及ばす'

。 建築物呑披はー抗、二競ーー とし岡商の蒋放と 一致せしむる こと

o  脆類は高堺 、1"] ¥下家、納家 .. 等となすこと

。 隅切部分 のみにて建築 物突出の場 合には 、建 築 Ｊｊｪｾ 突 Ｑ Ｍ ＱＧ ， 寸法欄には

限切部分間示の通りと記載し寸法を行略することを? 得

。 切取後定期日欄には即時、指定後何年以内、 鐙更改築の際等と記載の こと

。 明示叉は詩明の年月日呑競欄には記載例 lこ該首のものあ るときに は、兵のも ののみを

記載のこと

-
H

2

L

 

S

・4

4

3回

Kro 

竹
第 2 園

。 建築制f立置標示方法に就ては従r t f 1 の指定後標杭槍奈の制を慶して指定前に標示物の検

有そ完了することを? 要するこ主に なり f こる ぞ以て、細則様式記載例三つの中何れかを選

9 1  xl r 



揮記載のこ t

o  道 路 設 計 道 路 は 従前 よりも完備することを? 要することになり fこるを 以て、本側はな

る可〈精制に記就のこと o Ｈ￧ｬ ｬ￬ 装方法はパラスＱｩ Ａｬ ￬ 装 、 コ ンクリート［ｾＡｬ ￬ 袋、コンクリート ブ

ロック舗装 、 木［ｬｩＱｾ瓦告ｩｉ￬装等のｦＺｩｬ ｴ 類及共の工法を記就のこと

。 道路附属物の設計該常物なきときは「ナシ j と記械のこと

o  道路及其の附風物完成7象定期円 道路完成せきずれば法第八伐に泊介せき' るを以て} 象定

期 日は建築害額iJt: ｾｊＺｬ ，＠ jj Ij .，こることを要す

Ｈｾ 七 の 他に就き では本ｊｬ刊 ＱＱＱ 則 公充分 研 究の こと 〉
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① -競 技 場

② 議 事 ; 干 :

① …三 Ｉ｝ Ｑ 民主毎 ｃｩｔＨｾ ｊ￭Ｚ放線の Ｗ 二めの 〉

①. .  Zepelinfeld. 

屋 内 競 技 場

ナ チ ス の 凌 群他 に百十支 3 れに競技場5のモ デ ル

でゐ る。市 の東南ロ ー レンツ森の中の 、長 さ

8k :n、最 大 111 ｾＧ Ｚｮ り絶滅 ｬ こ惨つてゐ る 。

Stadion の規模ω比 較

ペ レ リ ン オ ドイツチエ

リム ピ ッ ク ・スタ デ イ

競役躯 オ ン

λ タヂイオンの長さ 390m 540m 

J〆'  225m 445m 

? 外部高さ 16. 79m 82m 

多 内部高 さ 29. 22m 82m 

競 技 場 の 長 さ 19J. m 380m 

?  
巾 115，m 150 m 

4与 面積 Ｑ Ｗ Ｑ ＵＲｭｾ Ｕ Ｕ Ｐ ＰＰｭ ｾ＠

』枚 壬勿与当F 人 員 115000人 405000入

CModerne Bauformen. Oct. .1937より〉

屋外競技場断面圃

1  XI I  
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工 事 中 の 柱 塔
完 成 し た 柱 塔

巴里博の建築物に就いては II 月続にその建築物の潟撲とその夫 h に還せする

Fo( um誌の批評を掲げてお・いれが、窓に掲殺す S はその補溢である。伶 lま近

頃ジュ ール ・レ ア リズム的 な傾向を帯びて*1こ潟 挺婆衡の重鋲マホ リー・ ナ

ギーの言葉も亦興味めるものであるから併せて載せておく。ナギ ーは最近グ

コピユウスの後を這ってアメリカに波 b、 Ameri can School of  D.!Sign にてグ

イヒt 協同してゐる人でめる。

ショーケー 3えと か博物結のみが展覧形式全部ではない新し い意味の展覧

は展覧物と観覧者自? 符 着 さすにめるとすれば、 御 座 な り で な い 思 想 を 啓章者

するものであらねばな らない。

巴里1容の奥今? こ教訓は建物 L この目的の L とに段言十されるべきで、 例へば

過去のエアエル塔も猶今日博覧合廓成物E して意義をもってゐることをしら

. ねばなちな L、。

この勤巨大なる仮テ Y トを設計しれユル ピぜーを除き鑑物材料、 技術の未

来を暗示 する 7 ア : /! l ジイ ー的な L のも表現し得られると云ム事が 1普賢舎建

築に許されにことでめる事をよ〈認識して設計しれ建築家は見うげないのは

残念でめる 。人を＿ｾ 騰かそうとして 一 般主主築を巨大に引伸ばすことのみが博覧

令詮築の挺の目的ではなさそうである 。 む し ろ一般建築の税念か らはユ ート

ピア的なものであるとみられる L の、方が存在償値がある 。

例へば、 骨組ぞみせ1: 7 アサード の怪小さ い部分に 1: ｜ Ｂ博覧命的な奥財 ｾ ｴ ご

げでなく 、 今後の締法的手法へ大き い暗示を奥 るものがめってもい』と云ふ

意味でめると。ナギ ー らし きことを云ってゐる o . y 

( Architectual Record.  Ocr.. 1937より〕

観 覧 者 と 務 質 筆 書

X I 1 2  

( 7 ランス)
，、

スカイ・サインを用フた一般館入口

原 子 の 概 念 縫 製

博 補 遺



( イギリス)

上階卒面f I l

主 霊 階 卒 商 圏

地 借 平 面 自 由

金 景

内 部

比の建物はめらゆ る催物に使へ るやうに つくられれものであり 、 而

も場所は地下繊の重要な交叉駄 に営つ てゐるか ら、 催物には非常に便

利である。 しかし建物の下 には 6 本以上の餓道が遜ってゐるから基礎

工事は非常に困維で、之が1: めに主要階も地上4. 5米 L 高 くなってゐる

30分以内に 2 m人以上を呑吐し得、自動車置容も 2000董金収容し得 る。

展覧舎場と して使用し得 る床面積は賓に 10.000卒方米以上に及び、 市

イラ ーの容7Jdまは 18う.000ガロンでお そら〈 世界第ーと務せられてゐ

る。 建築費 1.う00. 000ポンド‘ 。倫プール の床は一階床と同じくし 、叉

lま高〈持上げてステ ー ジとして使用 する事 も出来 る。

CArchitect ural  Review. Oct .  1937より 〉

ロンドンの Earl s Cour t  .  C建築家 C. Howar d Crane)  3  XI I  



1 等 見 童 遊 戯 室

害事 室

C. 甲 板 卒 商 圏

X lI 4  東洋航路新遁船 s. S. Or cades競の内部 〈建築家 O' Rorke)



金 景

室 内

3 階平商圏 2  ｾ音平面圃

( イギリス) 固 形 の 住 宅 ( 建築家 Ray mond M egrat h)  5  XI I  

建物と コン トラス トをなして ゐる 。住宅、温室、

悶筒形の新し い住宅が宏大な敷地の中で古風な

プール共 に餓筋 コンクリ ート 議で、遺物の外部は

一部ぅ1<: 佼縦板張り 、共他 [ まシ リケート ペイン 卜塗

川

l

i

l

l

-
H UT K 

( Archit octural  Rさvi ew，Oct.， 1937より 〉

l 階率直掴



1. 入 口

2. ロ ピ {

3. 外 套 室

4. 花 鑑 務

5.  W.  C  

6. ホ ー
ノレ

7. 食 主""主-

8. 給 仕 室

XI I  6  

1 階卒面圃

9.自B W普 室 17. 東側テラス

10.流 し 室 18. 女 中 居 間

11. 蓋 F民 19.女 中 室

12.  ｾ 整 3答 20. コ ッ ク 室

13. 膝 接 室 21. 22. J 賢 方 室

14. 7 アイア ープレ ース 23. 女 中 浴 室

15. 7' ー )J， 24. 勝 手 口

16. 内 庭

1. 婦 人 娘 室

2. 主人化粧室

3. 主 人 娘 室

4. 主 入 浴 室

5.6. 客
室

7. 答 浴 室

8 ホ ー ) J， 

9.裁 縫 室

巨匠近作の 一つ。銭筋コ y クリ ー

ト架線、 プロック鍵。外部は クリ

ーム色 丹大理石と白 セメント仕上

夏の H:光{! >逃げ るにめ 外側の完誌は

俺めて小 さい 多 〈の室[ 之 内庭に

面してゐる。

CAr chitectural  Revi ew， Oct. ， 

1937より 〉

2 階平田園

10. 綿 入 浴 室

11. 綿 入 居 間

12. 屋 上 庭 園

13. 内 庭 上 部

14. 日 光 浴 務

倫 3 階に乳母室主浴室

がめる。

( パレスチナ) Wei z mann 救援の家 ( 建築家 Eri ch Mendel s ohn)  



食卓主主用の園面蓋

ソ フ ア

E? J も 園。

室 内

クロミウム鍍金の

受話器及灰落し

口

岡商卒ぷ室

、

伊

凡

‘

J

A

 

川

o

u

w

 

室 内 2

蓄 音 機

今日の住宅は次第にｾ織されつＭ，Ｎ［｢って

非常な大きいと言はれてゐる邸宅 L 普のそ

れとは比較にならない程小規模でめる。

而も現代生活の複雑さの銭に 、小さ い面

積に謝して要求せられる機能は金々多〈 、

古い体統的なプラン= ングはその矯に次第

に聖書更 されつ〉める。

見ペイスの最大| 恨の利用と磁力のあるプ

ラン 、 これが上の要求から来る現代住宅の

プラン= ングの傾向でめろう。

「住宅は f主む銭の機械でめる」といふエ

イス人絵築家の言葉におして、今日の住宅

lま少〈とも全的に共鳴し得ない多〈の L の

を持ってゐる。

その ヒ閉じ用途の室でも狭いものは廊い

しのを医綿し? こもの と簡単には片附げられ

ないものでめり 、袋飾 lこ於て L 開放的な L

のとク ローズ しれものとは 白らその行力が

Ａｊｾ って氷 る 。

そこで、住宅の設計は結局材料、用法、

総進、投術」正希2'i する効果等の根本的要素

に基礎自? 置かねばな らな いことになる 。

( アメ リカ ) 現代住宅の室内・訪52話? 高説皇室ゐ23 ( 股計者 R 附 el W r 刷 ) 7  XI I  



τ WO-WA Y  

DR AWE RS  

TWO- WAY 

CLOSET 

z H ¥- E  

Ｓ の方向よリ ［ 見ｾ
K ITCHE N 

D[ AO 

STOAAG (  

BL ANKE:1 

CLOSETS 

〉

UVI NG ROOM 

8EOROOM 
12- X  15・6 吋

卒 商 圏

F司.‘甲 、

2 の 方 向 よ リ 見 る

』ーニ守了- - _

E 豆ミ主ヰ

回

過去の知何なる様式も荘重と優

美と簡翠と快; 盗との全てを表現し

得 7こものはなく 、模様なども結局

は単なる壁面装飾に過ぎない L の

であっ1:"

所 が、今日ではめ らゆる資料が

新しい環境ｾ作り古いものを緩千七

してゐ る。袋飾より 先 に毎 日の生

活の要求を・揃すことが必要保件で

ある今日の室内か ι は販かな袋宮市

が次第にｾｾ裕めつ ｨ める。

そこで逮築設計家のなすべきこ

とはＡ必予しも施主の要求をｾＭￌ￭刷Ｎ足す

ることに止 らす、住宅 の機能 力完

成が桜木と なる。

各 種 家 具

XII  8  '  ( アメリカ) 現代住宅の室内・中程度の大さのアパートメントの室内 (設計者 Gi l bert Ro 



Architecturr l  Forum誌 10月続 ( 19

37) は現代住宅の k症の傾向合住宅

の 各部分に就いて質例台以て示しれ

待料協でめる 。 同誌ではこの待精鋭

の然に Ernest Eor n， Ri chard トJeutra，

Gi lbert Rohde  ｅ ｾ ｲｯ＠ Saar inen 及 び R lJ

ssel  Wri ght の言哲也築家・の参加を作て

ゐ る。

各自¥1分の初頭に非常に賑カ・な終的i

的室内 を摘げ、 それ に綴心 て機能的

な室内の賀例及び室内設計周の r -

F 伝説げてゐる。その中機能的なも

の 〉 み 2. 3 r t ' 抜博 する 。

CArchi tectural Forum， OCI "  1937 より 〉

口

口

口

口

口口口

口

E- _ ， 
0..... .. 

: ) C A L ε OF  F E E了

l '  

平 面 嗣

川

w

i

-

-

夏 の 配 置

園F

室 内 僻 撒 1111

室内側激圃 2

ダンスの時の配f &!

ー，'"'1

11¥さな曾合の時の配震
冬 の 配 鐘

( 7 メリ力 ) 現代住宅の室内・居間と娯禦室とを兼ねた室内 (設計者 Russel Wr i ght )  

9  XI I  
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凶 φ 7曲ι一.J U いi !ハi  

固 柑

穆
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昌
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8

Eero Saari nen)  現代位宅の室内・居間と貧堂去を兼ねた室内 ( 放計者

コクテイ J" の時の配置

( アメ リ力)

1 0  XI I  
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町

田

一
…

( アメリ力 〉

W.  Lescaze 及 V. Wi l l i ams 共同設計の査所

Al f red Levi t t 設計の蛋所

現 代 住 宅 の 室 内 ・ 蔓 所 1  1  XI I  



L!C怜4・

布 の 詳 細 園

Ar undel l  Cl ar ke 装飾信設計のソファ乗用の寝蓋

.f " Z < =習い'!el !Sj t

品開

下血の寝ヨEの断面画
下置のナイトキャビネット詳細

Russel  Wr i ght  

設計の寝蓋

XI I  1 2  ( アメリ力 〉 現 代 住 宅 の 室 内 ・ 寝 室



君rIf mり '"_I ，"';

〉守宮

『 司 出 ユ ボ

1'1，-;.，占

E .  St one 設計の階段霊

P.  J. Al varez 設計の廊下 E .工 Mendel sohn及S ， Cher meyef f 設計の廊下

( アメリカ ) 現代住宅の室内・階段室R 廊下 13  X Il 



Cl arke 設計の納戸

A-寸

H. H.  Harr i s 設計の

納戸の断面圏、立薗圃

及率商圏

xrl 1' 4  ( アメリ力〉

布 の 立 面 圃 断 面 図

H.  H.  Harr i s 設計の納戸

浴 室 の 1 例

現 代 住 宅 の 室 内 ・ 納 戸 友 浴 室
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白昼」堅金ｾ

室 内 設 計 の Da t a ・ 居 間 1 5  XI I  
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XI I  1  6  室 内 設 計 の Dat a ・ 居 間 及 遊 戯 室
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[ 日間 ;321 E l j 1 : : ? lH | 叫1 1が

E面白1己副白山山」

ａＭＱＲＧＱＸ Ｇ ＭＳＰ Ｇ ＭＳＶ ｾＴ Ｕ ・
(¥3'24'28' -54・1

B- M1N.15'- USUA七18附

C- TOP. l花"

0・30' k' -4"  BASE 

｟Ｏ ＲＸｾ ぬ ＭＶＢｂａｓｅ
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F  -2. 1"-24' !(243，凶巴25・

D

1

1

ム

5 ・2'8"- 3・0・

H-20' -21"' 24"  M日N乱 21・

J -LARGE-60・72' -74"-78・

MONEL-6Q" -72" 

SMAU. -42・-52"

MONEL-41吋2 "-50・51"

刷NI MUM- 3・U

MAXI MUM.4・r

. 所 用 戸 棚 断 面 シ ン タ

ト ー ー ー ー

. ‘ ー

口? 1 11  レンヂの大さ

. "、

J n  蔵 庫

室 内 設 計 の Dat a ・ 蔓 ・所
1 7  X II 
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XI I  1  8  室 内 設 計 の Dat a ・ 食 堂



抽 出
.筒

化 級 品 洋服宣車衝

ト ー Ｍ ＳｾＸ Ｂ 一一『
軒 一 Ｓｾ 巧 Ｖ Ｂ 航州 ｬ州 ｎＮ

ＴｾｏＢｎｉ 刈 ｜ ａ ｘＮ .  

シングル トウイン 4 分の 5

ト

{

」

下

ト

ト

い

い

9 ・'，8"

口川SPRING ON ANGLES 

6'-10" 

Ｒ 司→ト Ｍ ＳｾＸ ー →

十223ZZFzi

l. .'  _  ｟ ＡｲＮＧ ｾ｟＠ ｟Ａｾ二 ｊ Ｎｌ
レールの上にスプリング付

断 面 圃

ト ウ イ ン ベ ッ ト

室 内 設 計 用 Dat a ・ 寝 台・閑 ( .家 具

ＳｾＲＢ＠

ダ プj !/  .. 子 供 用

幼 児 嬢 蓋

1  9  XI I  
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審 制

XII  2 0  室 内 設 計 ・の Da t a ・ 納 戸、浴 室、便 所
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本協奮員中軍務公用者氏名

11月枕本欄にて投ぷ後に於げるみ; 協合 i 1'1' の軍務公用者は l弘己のilll りであります( 同 H'dl国)
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柴

貝

家

地 方 合 1.l

普通賛見JJi l

普通賛J l )J L1  

正

ＱＰ 片 抜 本 憐 ｩ ｊ ｉＭ ｉｾ λ ｾ ｩ Ｚ ｬ ｫ 敏火 ＱＧ｜と ゐるは大作 利雄 Ｚｻ｜の説話に ｦ ・ ｊＢＮ ｩ 主に ｩ 訂正

同42<1三2 JI IOH叙 従 七 位

大 JE 芯1. 1ミ9 ＩＱ Ｒ Ｘ 日 炎猫府凶へ Ｑ ＱＧ ｉＧｊｬ ｾ 仰ｪＮｊ

同 4 &1ζ2 J IIIIJ 腕平) j

f" j  4 1. ド3 J I30  u叙百三七( ( 1:

ふ;J 5  <J o  1  Jl 31 1 I 叙従λ 位

f，;J  6  <ド 12JI 1 日命 ih ウーた l奴f)':i 等1街業号外支持

率務 ｊ ｛ ｾ Ｎｦ及

おJ 8 Y 3 ) 1 20 11 叙 JE /、{ケ

同 11&10  6 )1 1  11 叙 従 抗 依

同 131. 1' 1  )1 30 11 叙湖" 等授王出資伝

昭如 3
1
1'- 7J I511 象明日J . . : . 阪商科大芸能後手| 教授

同ｾＮ "l
o  

3  J  1  15 11 f.rn太阪商科人; 拶教授大阪l硲

科大豊能尚等I街梁白li教 授

同 4&1" 4112011 叙 正 五 位

f，;J  4 イ1'.4. ＩＱＲＲＱＱ 命兵庫似合 ｾ ｩ ｬ Ｉｲｩ ｲ 戸高等刷業収

校長 ｾｊｈ 券取扱

同 4 1. 1ミ8 Jl 8  IJ 柿 兵庫版合川r!r 戸f. ii 等向業毒性

校 長

I. 同 4 &1三9 )1  4  11 叙納豆L等 授 端 il( i;t 

I. 同 5 1. 1ミ6 )11211 叙 納 凶 等 奴 端 資 IE

I. 同 9 年 9) J 1  IJ 叙 従凶 位

I. 同 11年 6 ) 127  H叙 勅 三 等 授 瑞 資 j ;i:

本協合I : t銭鋼工作物築港許可規則の; 草刈に闘し

各所 ｦｬｬ 係知事及各警察部長 ［ｦ ｾ 他 へ下 ｩｩ ｅＡの司自問 ｻ悩ーし ＿こ

り。

9 9  X Il 

伊藤虎雄氏

名器主主助1' 1伊i必民雄. f i ; 1府知 12&，'- 10) 18 11 逝コ1.;.せ 。

｛ ｾる短に哀刊にま楽へす Ｇ 弦に照符と略照合掲げ Ｇ＿ ＧｙｩｬｊＮ

てゆ怠を? 表す。

民 lま明治 11年8刀9日 新 潟 市 に 生 れ 大 正 7年 本 合

創立直後名塁手賛助.nとして推薦せ られ今 111こ至る

1. 明 治37年 3 ) 130日京都怜'岡 大 準 法 科 卒 業

I. 同8&同月 18 日任市 ーな 大 阪 高 等 商 業 製 校 教 諭

訂

，

，

，

 

l

l

l

 

名器貸助員

，ｾ Ｚ文 従 ｉ ＡＡＭ ｉ 仕掛 ｪ 三等



昭如 12年 10)J 21 日 :  [Jl 1¥1、11
1

j h  [ 河 島

社閣法人日本遺築協命令長工拳博士片 l均 安 : 卒 山、 松 村、村 ソF

許容ｼ侍ド愈御清祥容賀候練者ｾに本協舎は今 ｪ 森 口、湯 川

叫施行せられ1: る銭鋼工作物築港許可規則の蓮用 i 卜 昭利 Ｑ Ｒ 年度京阪紳防空演習に付話国査し ＱＺ る ｾｊｲ

に除! し意見容提出致し置きれる民主更にー鈷希還を i 項の取絡め完了しれるを以て合長に報告の1 ' 1:

申」二度(: : f (1民 j  に闘し協議す

lパ関する所によれば右銭鋼規則j に依り不許可と

可相J&: 1， のは市街地建築物法施行悦則第 143憐 の

建築認可申請に重量して認可相成らさる極従って叉

該繊鋼規則に依 る許可不許可が決定する迄は述築

認可を留保相jおる伐に承知仕侠慮右は iZ染者の1佳

数苦痛と致す兎に tf 之{呉監11 ち俄鋼規Hリに依る許可

も市街地建築物法に依る認可 L 共に 地 )] 長官の蕗

分なれば共の関一方を認可しながら 一 方を不i許可

とすることは矛盾めるかの如く 一般には考へらる

h 絞忠はれ統一める底分台致 されんとするは A の

御園日!怠の勃に於て誠に感謝に犠へきる慮に御座候

偽共測って考ふるに斯くて (1保安衛生 l の遁不適

を修正す る機4きもなくして事業，; :' 滋は何時記も決

定を見るに至らす' 叉従来の百十殺を餓鋼規則j の不許

可に依り工事の延期繰延をなすことは 忍び得ると

するも全く断念すること l主主主dご迷惑にして奨〈は

若し臨時法の駿止と共に直に事業i十夜に若手し得

る泌鍛鋼工作物築造許可規則の御取扱と市街地建

築物法上の御取扱を別[ 聞に致され候段御担滋相煩

(1 し皮右の結巣鍛鋼工作物築造許可視lllJ の許 可ft'

f浮き' るも建築認可めりすこるを理由として建築工事

に若手することは持有る間叡と了ヂ[ 共同石の事情御

賢擦の上右様の御取扱ー方希主廷にi ' J l ; へ「争議に陳悩致

度立IJ 均fに御座{ 兵 敬 具

都市武装演習節曾 ( 第 3 回 〕

11 時 11 Jl 1 日午後 6 時10分- 9 時

磁 }jJ j 協曾i具集部室

銭鋼工作物築造許可規則に関する委員曾

日 時昭和 Ｑ Ｒ 年 ＱＱＩｾＲ ｕｃ 火〉正午ー午後 Ｓ ;i 午

舎 も毎 週E築材料陳列場. ! J IJ宅

出 席 者 火 林 組

渡 部 主 吾、 欠 i事 l't

火 ￭ｪｾ 土木株式合言士大 ｼ 奴 ｈ ・Ｑ 縦断

保 問 j鬼太H [ ( 、 大 間 111; 城

消 Ｏｫｾ 且大阪支 ｪ 占

小 従 徳 識、大 塚 義 成

銭 高 組

I燦 坂 拾 ; 次 W( 、 ; l T川 I珂 ー

竹 '1
1

工 務i音

Ｒ ｦｾ 塚ま ｦｴ ry 

11 本法築協令

j la !河 合 長、 11' ij 要以11 合 長

'1
1  

i事 主 記、小 川 主 ;;U

ｉ ド ｬ 荷主 ｾＸ

1. 臨時資金調準法並に銭鋼工作物築詑許 "I 規J ! i j

に腕J する意見守合| ウiCの遁作成した様、尚工

大民に従 Ｚｮ Ｂ 向 ｾ ｕｉ 也捌係Ｇｾ・ ｅ 奇に主主付す。

斧長子 愈¥1卸消遁之段恭j - J : fl 英陳者今般臨時資金 a制

整法並lこ繊鋼工作物築造許可規則運用に除J し別紙

おの蓮 ｩ 意凡守 ｲ 挺 ｾｂ 欽般に就てはい ｪ 卒御高慌の ー ｬ ニ

何分の jip1高西日賜度比段得12意[ 民 敬 具

昭初 Ｑ ＲｾＱ 三 ｉｉＩｾ 4 臼

量土理法人日本雄築協令曾長工準博士 } ;' li町 安

潟

昭利 ＱＲＮ Ｑ 三 ｉｉ ｾ ｉ ｾ 4  I:l 

/I' ，}市首 演 習 部 長 松 介 :  社:罰法人 U本雄築協令令長工筆陣士 )¥'li(iJ 安

委 員 吉 問 、本 多、亀 井 ; 大 蔵 大 住1 21麗興古: 悶ド

川 勝、喜多村、 小 山 i 商工大民 吉野信次閣ド

X Il 1 0 0  



Pぷ除資金調整法並に級術工作物

築治許可規則] に附する意凡曾

孜協合[ 主主主に銭鏑工作物築lli 許可規則の謹胤に

闘しＺ広凡容を提出せしが反にま ｦｦｩ んで上沼法令及 ｾｊＺ［

lゆ資金調笠法t ; 建築界並に

の甚大なるに鍛み更に之れに主せする凡併を叙述し

常局の fi・二法令の蓮件! に資せんとするものなり 。

我協舎が kl 仮IH管内に於て泌資せる砲によれば

J) L{:! 二工事に着手 し' 1 = . 惚工事永完了の止.Ir築 にして今

日の資金調主主法により認 'IJ 0 要すべきしの h 所要

級制同士約39. 000181なる L 内既に IIJI 工務又は入場

青年の俄 剣 長 ｾ ｉｩ 約 Ｒ ＲＮＰＰＰ ［ 頓 にし て茅 引僅に約 ＱＷＮＰＰＰ

品目 をJ 此等雄築の完成に要する次第なり . .) . [に止1; '1'

より息礎完了 以 L に工科の進捗 せるもの o除外す

るl矧士 K 完成に要する所要佐I: t. ' fi華々約14. 0001頓に

過ぎさ' る 状態なり。

以 k は大阪府管' 内に於りる L の〉品園芸まなる L 以

て会 ｾに謝 す る総量を推定するにｬ￈るべし。

慌て at に諸主主にf< j ・せられ工事に着手せし L のを'

'1' 11-.す る務合を考ふ るに: til tl Hl般の腕若に就て l i

)( に疑問の存する蕗に して之れ に よって純米生1 "'

べき紛争及経理専的不安百捕し等をT象想、する i時li 'l!eに

傑然t: る L のめ るなり。

之等法令の' f l . ' 施にお. . 1 ) 前述の如1<  ｦｾ 銅 節約匙の

比較的僅少な るに比し建築途上に於げる中止によ

りて生子べき社合的Hf_笛Lの甚大なるを考慮しJ t の

話用に主主ｾせちるべき ｌ のなりと ｬｧ 、 俄 す ω

ｲｾ Ｚｪ 今新規雄築 ｛ ま向 ら 制限せ ら れ餓 鋼 材 はキ目 ｾＧｬ ［・ ｾｉｉ

節約し得ら るべきを 以て不幸にして工事 'I'i 会に於

て '1'止 の巳むなきしのに劃して l i - ' El b早〈工事

総行を許可せ られん事を切吃して巳土 5 る次第な

常 務 省 ( 第22回 J

11 時 Il i ]  5 日午 後 5 時 10;1' - 611芋

務 所 建 築 材 料 陳列場別室

出席者 理事竹 ｩｪ ＺｬＧｬ ｾ ｜ Ｑ 附長 Ｎ 松本 ， Ｇｴ ｜Ａｊ 令長

常 務 J ト上 ーIｾ＠ ｉｾ 口 、 小 川 ｉ ｾ＠ ，ilJ 

'1'  i宰・ L t! 、中 I何 1: ，11.] 

樋 IJ 主 記、 II11 閉 E 百1・

清 水 主五日、伊 藤 編 帆

新名編中止、郷 IJ 編中li

]， II 主i 例舎に除j する1 ' 1

2. 文那事豊島戦死者表弔内規のn

3. 主ll1世銀、合遁知案)1; 他 に除! する1 ' 1・

4.  I6I JI道理工図穏聯合合にゆJ する 1' 1:

う. 餓鋼工作物築造許可規則に刷し餓筋、以 'I 'f'

使用敏主k調査に附する件

6. : . 災足=害寄獄皮委只4令すよ h君却l

7. 軟化委員合より大工組合イ' =ki l f と座談科 l別

骨量の (11・

8. 都市武装促進委員曾，iC銭寄附の 1'1

9.  曾只詮衡

評 議 員 曾

]， Ｑ 沼拘 Ｑ Ｑ Ｒｪ ｬ ｾ ＱＱ 刀 Ｕ IJ 大阪市二Il:i l';)!t l'之島三 j ・11三

宅存地判 ｈ ピルヂングに於て昭 如 Ｑ Ｒ Ｑ Ｑ 三 ｬ 主 ｾＳ 同 ｩ￬Ｇｦ

淡 口千? をP 開催す。

1， Ｑｉｾ席 者 ｬ 、 ｩｩｂ の 主主 り評議員 ＲＶ 名

竹桜健造、松本高象、 } ド上脳城、伊 i必式決;

ｾｾ満幸太郎 、 小 川 陽吉 、 力日田安彦 、 久保 ｛ｦｬ

英 雄、清 水 栄二、新名種夫、杉浦巴、鈴 木

幸 、鈴木忠五郎. 総海浜弓、竹イι来 春、

氏関経 、 鳥井信 、 中海誠 一 ｎ ｉ ｾ Ｎ <1
1
肉プ、>>1;

Ｇｩ，ｾ ゴ Ｂ ｉ ｉｾｩｫｦｩｬｾ 、 樋口辰大郎 、 姻 Ｑ Ｍ Ｑ 甚占 、 Ｔ＾Ｚ多

IE道、三 ilIi Iじ 森 本i燦吉、吉本政次郎

1. 午 後 611寺30分一 同着席竹腹話IJE r 長議長となり

評 議只の出席者法定数以 上なるを 以 て評議11件

成立の旨を' 告げIlf l令o宵す。

1， 議長より

本合- ¥l J mi11助長ー人内宝章夫氏 lま今回の支那事暗に

於て名wの椴タ5 0せられ7二り 依 ってー分 tMIの11(

踏を行ふとて - Ｎｆｲｩ ｊ 走ｾ Ｚ ｾ｛ＧＭｬ ＩＨ 薦 、 手こで滋長より本合

として戦死者災市内規を作りれりとて詳細説明

報告をな す。

1 0 1  XI I  



1. 次に議事に入り

議案 ｾｈ 鋭 昭 和 13年度』枚支後算の件

議長の指名により清水中 Ｚ ｾ Ｎ十より各員に酉日布の議

; r t 炎に付詳細説明ゐ h。

森 本 評 議 員 よ り 一、二 質問ゐりしも清ノk 主計の

説明にて了解せり 、議長より f白質疑ρ 有 無 並に

J H義者の有無念日lひ 1: る後承認せられしものと

認める旨告げ可決す

議 案 第 7盟主曾焚滞納者員皇位に幅削する宇1・

議長より本合としては積キ督促し? 二るし令資金

納付せきＧる ｌ の比ｾに ＱＶ 名ゐＱＩ ， k生名古? 殺み上

ぐるは ｩｬｬ Ａｊ 必する ｌ 姓名 ｟ ＭＧｦ乞主 主 をｊＱ｛［ｾに自 ｭ へ置く

に{，J 御E宣伝乞ふ旨を告げ

宿は定員主第 14僚に依り除名しれし英議者の冶ー無

を ｾ ｈ 日 ひれるにをま蓄するものなし依って承認と認

める旨を告げ可決す。

1. 滋に於て議長より獄事終了を7告 げ本イ? の議事

録代浜署名者に 1" ｾｩ･ 二 民を指名し承諾会得閉合

を0 '白: す。

Ih' fl こ今二後 6 Ｑｾ Ｕ う Ｉ ｪＭ

'l'l l ! i 六郎氏 抑l口もk占民

住 宅 委 員 曾 ( 第 14回〉

IJ 1時 11 Jl  S 日午 後 6 時40分- 8 1時30分

場 所 建 築 材 料 陳 列湯別 室

t I ' ，J 市者委只長 石川

幹 事 問問 、欠 問

委 員 伊 隊、小 林、 'i 'tJ

I. 各 委H より tMl l の J京総に {'J 検止j す。

常 務 曾 ( 第23回〉

IJ 11辛 口月 10 日午後 5 時一 7 時30分

場 所 詮築材料陳列必::jJ II 室

:l H市者 理 事 片 附 令 長、 n 版WJ 曾 長

松 本ii. IJfi 長

常I安子 小川 主如、 'i' i翠 主5日

'l'l lfJ ｅ ［ ｩ｣ 、 樋口主 ｾ･

加1問 主 計、清ノk 主 計

X II t  0 2  

菊i名 編 純、姻 IJ 総統

吉 田 編 靴

議 事

I. 上海に於げる燥孤惨状腕察の件

2. 胸商理工圏惚聯合舎に附するイキ

3. II 月例令に附するイ'4:

4. 住宅委員合より 1- 1 : 宅讃本原前作成に洲し経

費支出 )J 要求の件

う， 支 那 事 縫i徒死者 FI l 状・タのf ' I :

6. -y ; 員詮衡

主主! .1J 二

平 臥 ，-1 

1.  災省は Ｂ 皮委員 ｅｲ より ｾ ￥ 中研究報告

法制委員曾 ｃｾｾ 9回 〉

日 時 Il n  ＱＰ 日午後 Ｖ Ｑ 侍 ｾ Ｎ ｯ 分 Ｍ Ｘ Ｑｩり ｏ 分

場 所 ・協 合1兵幾百I1主主

: ¥1. 席者 幹 事 松 井、J l l 口

委 員 今 林. 本問 、政 fJl . 事 多 村

I. 質疑熔舎にJ #J し研究す。

材 料 委 員 曾 〈第 19i m)

11 1; 寺 日)3  11 日午 後 7 1時一 81時30))'-

ja 所 協 曾f具製古[1室

出席者 幹事 松久保

委 只 秋問 、小川 、制i泌1

I. 前回に引績き砂 ｦ 党材料にイ 、 ｪ 検 ｊｾ す 。

災害湿度委員曾 〈第 13回〉

日 時 11)]  Ｑ Ｕ 日午後 ＴＱ Ｚ ， ｾＳ Ｐ 分 Ｍ Ｖ ＱＱ 手

続 j封 建築材料陳列匂:

出席者 委 只 長 波 iill

幹 事 '1')i二

委 只 浅 野. 堀口 、 111 問. 械 fll ，

大|問、西島、 u野 ， ｺ ｦＭｾ可 、

隊問 、官

l. ｩ 主主質量 ｾｈ 丞桜の民自 ｅ にＱＶＯＮ Ｑ する ｩ 調査報告につき

協議す。

本 協 合lま今次の文司悶E鑓に j冷げる爆聞に依る砧

築物の被¥! r - 状t兄;){{，也都市謎i勿に附 する 資料; ( 集の



上海訓告祭 Ｑ ＧｴＮ支出の ｉｾＺ

述築空整合、本 令JUI也主工事詩J i 規定に附す

る聯 fp委只合組織のイ牛

2， 

i長ｊｾ たづ ｬ ニ海力 Ｑ 百へ下［￯ ｴ 合員の 力 々に ｩ 卸筈勢を願ム

1占lI.i烏 jド

ことに致し主し 1: 。

都市計' ，11:地 ) J 委只千H支n，p

完 走 地 j J 技 師

大 阪 府 建 築 技 師

市中戸 ｬｦＵ 工建築科より ￰ 版Ｇ奇 ｾｉＧￌ Ｉｊ 依傾のＱＧ Ｑ

都市武袋促進委員合u日銀寄l Wt Ji の1' 1:

3， 

A  

松井清之助氏

日T大阪府I( 方空課地) J 技師吉岡信武氏[ 士/ ( . f 命にて

八 木 憲 一 民長清 水 車 且 技 師

常務令内規に付検討う，

令員詮衡6， 

同地 I¥'. 張 に 付同行 制 査 ) ] ( ( : 依撫す

上海つ方面腕察潤 日科

報 特

1. 10J I 分合計報告

日J120 B  C土〉午後 10，時 7 分大阪線後〈健〉

( 一行[ 士同 日午後 9 1侍30分迄に大阪軍事集合〉

上 海 よ リ 遜 { 言

今 次 lニ海 11の鳥井、必 井、入 木、吉岡の VQ氏よ

同21 日 C B ) 午 後 3 1待6 分長tl!{，i者上野昆ー?白

同22日 CJ D 午前 11 1侍長崎池山中凡

りti. の通信に後しまし t: 。

(-j - - j l 廿 一 日付〉1さ気t

上海丸船主 102鋭 及 10<披

上ｾｾ￭ￍ Ｖｴ 終版行に防 ｉ し Ｍｪｊ ならぬ御 ｬｒｬ 庇を ｪ 切りｊ￯ｔＭ
同23日 ( 火〉午後 11待 k海 港 着

〈御 f，j1申 1:11味。』定後 J肉事好都合に蓮ぴ明湖上海九

約二遡聞の改定

にて波洋 {士るべ〈候( 長崎にて〕

曾 (1，1'，，; 24. 同 )務常

( 十一月二十三 日付〉イまｾｾ＠II Jj  24 日午 後 4 Ｑｩ ｾＵ Ｐ 分Ｍ 5 1博物 分111 

間無事上海着四閣の状況誠に感本日午後三時

建築材料陳 列 ｾＩＳｉ ｊ 室月f

11  

t認

ＱＱ 別｜ｾ量 、 ＱＱ 本人商庖 ｢ ; t - ' ツポツ底を IJf. l きIヰり f氏、

竹腰 ｢ ｜ｉ ｊ 令長 、 必オｾ /，¥IJ 1' i長主聖司E11' .府背

我々 L 明 11 より活腕可 仕候〈上海にて〉

Ｈ卜 Ｍｊ ｾ ニ ー ト七 日 付〉1. 寺

Ｚ ｩｉｾ＠ ＭＧ ｾ＠ -1":. ;i C. 小 )11 :1: ;i日常 務

行十? 元ぷに

気1

上海では好天井正にめくまれ仮退者

1-: ｾ日 、 樋口 Ｚ ＱＺ ｾ日r

"
吋

コ

口

r
r

 

淵査を? 進めて舟ります。 上海二 11 11¥帆の船に員長り

))11 fJl .f.. ';i十、J青7/( . _f. . ; n 

C b俸にて〉ます。
t  ;;1、 伊 j綜 編 中It'1' 村

大阪府? 卒採部建築課

大阪府 立 ｬ 河野 ｦ Ｚｬｬ戦コＮＢ供校ｩｉｴ築科長 ・ オ ｾｉ 私 令 常務

1

J

j

で

S

H

ソ

づ

1

橋
日

制

、よI ‘

円ー;会: ilL: 
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一

編 輯

後 記

ヲIt ｪ 歳未 ｩ こーイ ｬ 悶・の Ｚ ｉｉｉ ＪＺ ｊ Ｍ ｾ を Ｎ Ｎ ｟ｊ 、りかへると 、 も Ｚ ｝ＧＯＧ ｉ ーと

L その "1ミが過ぐる Mれのイドより l A十に r;:Jj: J  f;: 

多 か つ t: 絞に忠ふ。古い記憶ーより し祈しい終験

の印象がより鮮明な角であろう 。

*Jヲ「で本年! 士 、国民として 、 jJ{ Ｚｾｊ に建築に 併は

る ｌ のとして 、 害曾干て経粉験、しない正 Ｕ浜 ｾｊｆ

J端描の4年1ド三でゐつ 1:ゐ。支司匹R阿Z司j伊王“4縫4遅2の 勃 t俊苦 、 それに宇|Z，L

経理専界各1m門 の 縫11] 、及びその刻限: 庇としての

申立時滞統制法のまを布等。

安 その結果 l : t 我等建築技術者にとって ーーつのた

きな試練ではめるカ; 、 この機令を他に ー到しでは

経 済 界 へ の 認 識 を 深 め 、 自ら含みては技術的 7

y ネ リズ ム の 打 破 に 資 す る こ と こ そ 建 築 技 術 者

の執るべき道でめろう 。

* < ド( I 今謀れゃうとしてゐるが、I湾局の竜太さ

u : l Wろこれから始まるとさへ考へられる。牧〈

f骨三を' 顧み 、取 る べ き年 に 備 へ る 徒 連 が な げ れ ば

三られ。

ヲ女蛇本 j川l 妓[ はI 伊例!イ年ドの2湿E り?常品詑，設委長合の 研 究 報 告 が

刊巾1 心で 4めJ る。災-害宮5孤弘皮委員4令守の『主裂退枠に隙刷j する好研研f  
:  

己が ， ｩＮ ＩＩ及走者都ｾ Ｇ､ ｩι 品武巳号殺毛委よＮａ合の Ｑ 工場の防笠 ｪ遮 ｉｉ監Ａ主 Ｒ 光 Ｑ施 ｬ息色丙ｩＮｆ Ｑに ;  

i附附批刻lす る 謝 資 報t告任』 カが: それで dゐbる。 1印¥，可で U .後去者者'1ば
I  

つの3月|どf 局 参 考 資 料1: l ，; ，に) : E るものでめる 。

女 高官官民の心 ＺＺＧ ｊｾ ｉ Ｚｴ 11 月日Eに掲載の筈Tごつ1: が争i Ii

七百 の者ｾ合で本 川 放にし ｴＺ 。 同氏の ￭￬ｰ 諒承 ｦ･ 乞ふ

宮崎勉 J 子、瀬 口 の 雨 民 に 依 っ て 本 披 の 時 報 欄1:tゴ1;

常 lこ111j VJ74 内科となっ1 : 。雨 氏 の 御 努 力 に 多 謝

安 宅金来所載の ) d浜市役所の技術 fnJ I二運 動 の 要 行

[ 士、役 所 に 於 げ る こ う し 仁 運 動 の 皮 切 と し て 、

いろ 八な意味で今 後 に 於り るこの積運動の 一つ

の指量十となるでめらう。

* ター軍歎主主の凶h貨とまtん で 歳 の 市 の 械 が1:t 1: め

き、盟主外の鈴の j子に年I : t千Eれる 。来るべき年と

J宅にA : に要宅せ C れるでめろう闘民的緊張伝説I

にして 、先づよき年を こそ。 ( 新名種夫〉
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